

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日のことは今もはっきり憶おぼえている。

　当時の俺は２歳。

　物心がついていない頃のはずで、他のことは何も憶えていない。

　ただ、その瞬間だけはしっかりと記憶しているのだ。

　ベッドの上には母さんがいる。大きなお腹なかを揺らし苦しそうなうめき声を上げている。

　母さんの足の側に助産師のおばさんがいて大声で母さんを励ましている。

　父さんはおばさんの隣に立ち、タオルを手渡したりしている。

　俺の役割はというと、母さんの手をぎゅっと握るだけだ。

　母さんの手は汗で濡ぬれていた。やがて、甲高い泣き声がした。

「産まれたよ！　女の子だ！」

　おばさんは慣れた手付きで産まれた赤ちゃんの体をお湯で洗う。父さんは母さんに抱きつき、「よくやったな」と言っていた。母さんの腕に赤ちゃんが抱かれる。

　俺は背伸びをして、泣いている赤ちゃんに顔を近づけた。

　赤ちゃんの小さな赤い瞳が俺を見た。泣き声が少し小さくなった気がする。

　なんて可愛かわいい瞳なのだろう。赤ちゃんは俺のことを澄んだ目で見つめていた。

　不思議なことに、気がつけば俺の方が笑っていたのだ。




　ギデオン・ラグナソン。

　それが俺の名だ。アンゲル村に住む２歳の子供。

　手のかからない子供だと言われるが、変わっているのはそれくらいで普通の人間だ。

　そんな俺に他人と違う宿命があるとするならば、この生まれたばかりの妹ルーティの兄だということだろう。




　妹の名はルーティ・ラグナソン。

　青い髪に赤い瞳、自己主張は少ないが言いたいことがある時は俺の服の裾をぎゅっと握る。笑うと頬ほおがピクピクと震え、怒ると眉がちょっとハの字になる。

　小さなルーティ、可愛い妹。

　そして彼女はこの世界を救う『勇者』の加護を宿していた。




「あの子が何を考えているのか分からない」

　父さんと母さんは『勇者』ルーティを持て余した。

　生まれたときからルーティは恐怖を知らない。『勇者』は恐怖に屈することがないのだ。

　怒っても、怒鳴っても、表情を変えることのないルーティを父さんと母さんはいつしか恐れるようになっていた。

　実の親から愛情を注がれるどころか、距離を取られたルーティ。だから俺が、親の分もありったけの愛情を注ぐことにしたんだ。

『勇者』ルーティはいつか誰かを沢山の人を救うために旅に出るだろう。

　何事も起こらず平穏に暮らす『勇者』なんて聞いたこともないのだから。

　だから俺は妹がどんな旅に出ようと、守れるように強くなろうと決めた。

　俺は『勇者』のお兄ちゃんなのだ。




　　　　＊　＊　＊




　６歳の春、森。

　俺は村の鍛冶師のおじさんに作ってもらった銅の剣つるぎを手にしていた。

「よし、いくぞ」

　目の前でうねうね蠢うごめいているのはジャイアントアメーバ。

　生まれてはじめての戦闘。ジャイアントアメーバは、飛び出してきた獲物オレに向けて、ゆったりと触手を振り回す。

　俺は踏み込みながら触手をかわし、真っ直すぐ振り下ろした一撃がジャイアントアメーバを両断した。戦いはそれで終わった。

「やった！」

　予想していた通りだが、初めての戦闘に勝利したことで俺は声を出した。

　やはり嬉うれしいし、相手が弱いモンスターとはいえ生き残れてホッとした。

　すると身体の中に小さな心地よい熱を感じた。

　俺の中の加護がほんの少しだけ成長したのだ。
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　この世界に住むすべての生き物には神から与えられた加護が宿っている。

　大半は『戦士フアイター』や『魔法使い』のようなありふれた下級加護だが、中には『魔法戦士』や『賢者』といった上級加護を持つ者もいる。

　加護は平等ではない。

『魔法戦士』は『戦士』と同等の白兵能力に、『魔法使い』と同等の魔法発動能力を持っている。２つの加護の上位互換の関係にあるのだ。

　そして加護は神から与えられるものであるから、与えられた加護を変更する方法はない、神は間違わないというわけだ。

　つまり『戦士』はどんなに努力しても、『魔法戦士』にはなれない。

　俺の妹ルーティは、数ある加護の中でも最上位と言っても良い特別な加護、『勇者』を与えられた。

『勇者』についての情報は、伝説やおとぎ話の範囲にしかなく、ルーティに宿った加護の持つ力の全貌は俺にも分からない。

　だが、加護レベル１の時点ですでに、〝癒いやしの手〟や、〝恐怖への完全耐性〟、〝病気への完全耐性〟といったスキルが使えるようだ。世界を救う加護というのは大げさではない。

　……俺もルーティと同様に、特別な加護持ちだ。

　俺の加護は『導き手』。『勇者』といえども最初から強いわけじゃない、強くなるまでには弱い時期もある。『導き手』とは、『勇者』が強くなるまでの間『勇者』を守るために最初から強いという性質を持った加護だ。

　そのために与えられた力が、初期加護レベル＋30。

　貧乏な庶民、裕福な貴族、魔法の道具に囲まれた魔女……どの家で生まれてもすべて平等に加護レベルは１であるのに、俺だけは１＋30。の加護レベル31からスタートする。

　これは生涯を戦いに明け暮れる騎士が引退する時のレベルだそうだ。

　生まれながらにして加護レベルが高く、だから最初から強い。その強さで『勇者』の旅立ちを守る。加護レベル１の『戦士』でも倒せるジャイアントアメーバ程度に、『導き手』が負けるはずがないとは分かっていた。

　それでも生まれて初めての実戦、命のやり取りだ……緊張した。

　はじめての戦いを終え、俺はルーティを守るという漠然とした目標が形になったような気がしていた。
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　加護を成長させるためには自分と同程度以上のレベルのモンスターと戦わなくてはならない。そうしたモンスターは村から離れた森の奥に生息している傾向がある。

　というより、強力なモンスターがいないところを人間が開拓して村ができたというべきか。初めての戦闘を終えてから１週間後、俺は森の奥まで探索の範囲を広げていた。

　人の手が入っていない森の奥は、木々に覆われ鬱うつ蒼そうとしている。

　道らしい道も、目印になるようなものもない、方向感覚を失わせるような黒い森。

　ギャアギャアという鳥の鳴き声を聞きながら、俺は森の中を進んで行く。

　地図はない。未開の森なのだから当然だ。

　だが俺は迷うこと無く、この森でモンスターと戦っていた。

　俺は武技や魔法は使えないが、どの加護でも取れるコモンスキルなら使える。

　コモンスキルの１つ、〝生存術サバイバル〟によって、未開の森の中でも方角と、現在位置が分かるのだ。今の位置は村から北東におよそ３キロの地点。

　ルーティのお昼ごはんの時間には一度戻らないと。

　あ、ガマズミの果実がなってる。少し採って帰ってルーティと一緒に食べよう。

　山の木の実や山菜が食べられるかどうかも〝生存術サバイバル〟によって見分けることができる。このコモンスキルは戦いには役に立たないが便利なスキルなのだ。

　俺とルーティの加護のことは、村の人にも、両親にさえ伝えていない。

『勇者』の加護は、ずっと昔、先代魔王がこの国を支配していた時代に現れ、それ以降、誰にも宿ったことのない特別な加護だ。本当に存在するのか疑問視する学者だっているそうだ。

　もしルーティが『勇者』だと明かしてしまえば、平穏な生活を送ることなどできなくなってしまう。ルーティが『勇者』であることを人々に明かす日がくるとすれば、きっと戦いの中で明かすことになるのだろう。

　俺は、もし神様が許してくれるのなら、ルーティにはずっと平和に過ごして欲しい……でも神様が『勇者』としての役割をルーティに与えたのだから、それは世界を救うよりも難しい願いなのかも知れない。
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　毎日のように森でモンスターを倒し続けていた俺だったが、その日は少し変わったことがあった。森の上空をグリフォンという、ライオンの身体と鷲わしの頭と翼を持つモンスターが飛んでいたのだ。

「あんなモンスターがこの森にいたのか！」

　モンスターを狩り始めてから３ヶ月。

　しかし、森の奥まで進んでも強いモンスターは滅めつ多たに出なかった。

　まだ俺の加護レベルは一つも上がっていない。

　だが、グリフォンくらいの大物を倒せば加護レベルが上がるかも知れない。

「よし」

　俺は走って追いかけることにした。小さな体を活いかして森の中を駆け抜ける。

　しばらく追いかけていると。

「急降下した！」

　獲物を見つけたのだろうか。これはチャンスだ。

　俺は地面をける足に力を込め、グリフォンが降りた場所へと向かう。

「クワァァァ！」

「きゃっ!!」

　悲鳴が聞こえた、誰か襲われている！

　そこには暗緑色の外がい套とうを着た女性がグリフォンに襲われていた。

　俺は走ってきた勢いのまま、剣を振りかざし突撃する。

「たああああ[image: !!!]」

　グリフォンは俺の姿を見て女性への攻撃を止め、空へと舞い上がった。

「逃がすか！」

　跳躍した俺は空中でグリフォンに向けて真正面から剣を振り下ろした。

「キィィィ!?」

　俺の小さな体はグリフォンの鉤かぎ爪づめをかわし、振り下ろした剣はグリフォンの身体に深々と突き刺さる。

　落下していくグリフォンはもがくが、剣は急所まで達していた。

　ドスンと大きな音を立てて地面に落下したグリフォンは、傷口から血を噴き出すとそのまま動かなくなった。

「はぁはぁ……」

　俺は呼吸を整えながら、顔についた返り血をぬぐう。

　今のは危なかった、とっさのことで迂う闊かつな攻撃をしてしまった。

　いつまでもレベル差任せの我流剣術で戦うのは危険かもしれない……しかし村に剣術を教えられる人なんていないしなぁ。

　加護レベルは……まだ上がらない。グリフォンでも駄目か。

「大丈夫？」

　女性の声が聞こえた。

「お姉さんの方こそ怪け我がはありませんか？」

「あら」

　女性は俺の言葉を聞いて笑った。優しげな声だ。女性は外套のフードを取って顔をあらわにした。あらわれた顔はお婆ばあさんのものだった。

「お姉さんだなんて、そんな言い方されたのは何十年ぶりかしら」

　俺が驚いたのは、若いと思っていた女性が80歳は超えていそうなお婆さんだったからではない。銀色の髪から飛び出たその耳が、木の葉のように尖とがっていたからだ。

「エルフ？」

「こんにちは坊や、私はイルマタルというの。助けてくれてありがとうね」

　そのお婆さんはエルフだった。俺は村に伝わるおとぎ話を思い出した。この森にはエルフの魔女が住むという、魔女は人間の子供をさらって食べてしまうそうだ。

「お婆さんは魔女なの？」

　思わず、俺はそう聞いてしまった。

「そう見える？　ふふっ、違うわ。私は北の山に住んでるただの占い師、今日は王都の友人に会いに行った帰りなのよ」

　お婆さんはグリフォンの亡なき骸がらを見て、溜ため息いきを吐いた。

「たまに外に出れば滅多に見ないモンスターに襲われるとは、嫌になるわね」

「…………」

「坊や、ハーフエルフを見るのは初めて？」

「はい、村の外に出たことがなかったので」

「外に出れば私みたいなハーフエルフは珍しくないわ。坊やみたいな特別な運命を持っている子なら、これからいくらでも会うことになるわ」

　そう言ってお婆さんは、懐から絹の布に包まれた砂糖菓子を取り出す。

　木漏れ日を浴びてキラキラ輝く砂糖菓子は、幼い俺には宝石のように見えた。

「山にこもる占い師にできるお礼といったら、これと占いくらいしかないけれど」

「ありがとうございます！　あの、俺はギデオンと言います」

「ギデオンというのね、良い名だわ」

　小さな村の住人である俺にとって、砂糖菓子は初めて見るごちそうだった。俺は大事に受け取って、少しだけ割って食べた。笑みがこぼれてしまうほど甘く、美味おいしい。

「美味しいです！　残りは家で妹と分けて食べます」

「気に入ってもらえて良かった」

　そう言ってエルフのお婆さんは屈かがんで俺の顔をじっと見つめた。

「ええっと……？」

「顔をよく見せて……言ったでしょう？　私にできるお礼は砂糖菓子と占いくらいしかないって」

　お婆さんはそこで表情を変え驚き、そして悲しそうな顔をした。

「なるほど」

「何か分かりました？」

「あなたには重要な、でも悲しい運命が待っているようね」

「重要で悲しい運命？」

「ギデオン、あなたは真の仲間にはなれない」

　いきなり真の仲間になれないと言われても、俺はわけが分からずキョトンとしてしまった。

「真の仲間って、それどういう意味なんですか？」

「……真に運命をともにする仲間。最後まで戦い抜く運命を持っているかどうか。あなたの運命は、いずれ仲間との道を外れると相にでている」

　よく……分からないが、あまり良い運命ではないようだ。

「ごめんなさいね、もっと楽しいことを言えれば良かったのだけど……でもギデオン、あなたの持つ運命は世界にとってとても重要なものなの。だから私には、あなたに運命から逃げろと言えない」

「……それはなんとなく分かります」

「その若さでグリフォンを倒したのもうなずける、あなたの持つ力はとても強いものね。私のようなただの占い師が口を出すことではなかったかもしれない」

　お婆さんは微笑ほほえむと。

「どうか、あなたの運命に神の御ご加か護ごがありますよう」

　俺の手を握り祝福の言葉をつぶやいた。

　それから俺の住んでいる村の昔話や、山にいるモンスターの話をしたあと、エルフのお婆さんは山へと帰っていったのだった。
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　俺はまだ他の村というものに行ったことがないから分からないが、行商人のおじさんが言うには俺達の住んでいるこのアンゲル村は、とてもありふれた村らしい。

「お外にも村があるの？」

　ルーティは、俺の膝の間にちょこんと座ってそう尋ねた。

　俺達は村外れにある丘の草むらに座り、北の山を一緒に眺めていた。

「俺も詳しくは知らないけど、この領地には湖の辺りにあるレイクサイドっていう大きな村や、木こりの住むイーストウッドって村もあるみたいだよ」

「そう」

　４歳のルーティは、腕を組みふむふむというように頷うなずいている。

　多分俺が前にやった仕草の真似まねだろう。

　可愛かわいい。

「ルーティは外に行ってみたいかい？」

「ううん」

　ルーティは首を横に振った。

「お兄ちゃんのいるところがいい」

　俺はルーティの頭をなでる。ルーティは目を細め、俺に体重を預けた。

　小さなルーティは羽のように軽い。

　……他の子の体重とか知らないけど、こんなに軽くて良いのだろうか？

　今度からモンスター退治は食べられるモンスターを優先するようにしようかな。

「ねぇ、お兄ちゃんはいつもどこへ行っているの？　前みたいにずっと一緒がいい」

「ん……ごめんな」

　ルーティの気持ちは分かっている。

　悲しそうな顔をしているルーティの身体を、俺はぎゅっと抱きしめた。

「でも、俺はルーティを守れるくらい強くなりたいんだ」

　ルーティのこの小さな身体には、過酷な宿命が待っている。

　ルーティを宿命から守るのに、俺の力はまだ足りていない。

「私も」

　ルーティが俺の顔を見て言った。

「お兄ちゃんのために頑張りたい、１人でも我慢する」

　ルーティはぎゅっと両手を握りしめている。

　ああ、俺はもっと強くならなければならない。

[image: ]

　この可愛いルーティが幸せな人生を送れるように。
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　翌日。昼過ぎ。

　森で鎧よろい百足むかでを30体ほど倒した帰り。

　村に入って、大麦畑で農作業している人達を横目に、畑の間にある空き地へ差し掛かった時のことだった。

「脚は１点、腕は２点、身体も２点で、顔は５点な！」

「人形女！　泣いてみせろよ！」

　空き地で子供達が騒いでいた。

　その光景を見て、俺は歯を食いしばりながら走り出す。

　５人の子供達はよってたかって１人の女の子に石を投げていた。

　頭をかばいうずくまるようにして耐えているのは俺の妹ルーティ。

「よっしゃ、５点もらい！」

　少年の投げた石はルーティの顔へと真っ直すぐ飛ぶ。

　だが石は当たらず、キィィンという甲高い音がした。

「お兄ちゃん？」

「怪我はないかルーティ」

　俺は石を弾はじき飛ばした剣を鞘さやへと収めた。

　そしてルーティの前に立ちはだかるように立ち、少年をにらみつける。

「ぎ、ギデオン!?」

　少年達は驚き、不安げにリーダー格と思われる12歳の少年を見た。

　俺は『導き手』の加護によって、６歳児の常識から外れた強さを持っていることを他人に伝えていない。ただ６歳にしてすでに加護に触れていて、モンスターとも戦えるということだけは知られている。これなら珍しいが理解はされる範囲の話でおさまる。

　なので、ルーティをいじめていた少年達にとって俺は、ただの６歳の子供ではなく、自分達より先に加護に触れた者というわけだ。

「へ、へへ、何がギデオンだ……オレだってこの間、『戦士』の加護に触れられたんだぞ！」

　リーダー格の少年が前に進み出た。

「もうお前なんか怖くねぇ!!」

　おそらく加護レベル１の『戦士』である少年は、拳を振り上げ俺へと突進してくる。

　６歳と12歳。体格差は歴然だが。

「ぶへぇ[image: !!!]」

　少年の身体が宙を舞った。強烈なアッパーを受けて、少年は目を回して気絶してしまった。俺は振り上げた拳を下ろす。

「……ふぅ」

　大おお怪け我がをしない程度に加減はしたが、ルーティをいじめた相手だ。少々力が入ってしまったのも仕方がない。

「トミー!!」

　少年達は慌ててリーダー格の少年のもとへと走った。

　だが俺が一歩踏み出したのを見て、ビクリと動きを止めた。

　俺は彼らをたっぷり睨にらみつけた後で口を開く。

「二度と妹に手を出すな」

「は、はいいい！　すみませんでしたああ!!」

　少年達は倒れたリーダーを抱えあげ、慌てて逃げていった。

　これだけ実力の違いを見せてつけてやれば、あいつらはルーティに手を出そうなんて、もう二度と思わないだろう。

「…………」

　俺は視線を感じて周囲を見回す。大麦畑で作業していた大人達がこっちを見ていた。

　……ここには子供達だけではなく、村の大人達もいたのだ。

　あの人達は、ルーティがいじめられているのを見てみぬふりをしていた。

　そして今は俺達のことを冷たい目で見ている。

　ルーティがいじめられた根本的原因はこれだ、村の大人達がルーティを異端視しているからだ。それを感じ取っている子供達にとって、４歳の無力な少女であるルーティに石を投げることは大人達から認められた一方的な暴力なのだ。

　この状況を変えなければいけない、俺の力はそのためにあるはずだ。

「お兄ちゃん……」

「ルーティ、大丈夫か？」

　俺はルーティの側へと駆け寄った。

「うん大丈夫、お兄ちゃんは？」

「俺は大丈夫、あんなやつらには負けないよ」

　俺はルーティの身体を調べる。肩に一箇所、石が当たって血が滲にじんでいた。

　俺は水筒に残っていた水でルーティの傷口を洗う。

「ん……お兄ちゃんは本当に大丈夫なの？」

「見ての通り俺はどこも怪我していないよ」

　ルーティはまだ心配そうだ。

「だってお兄ちゃん、すごく痛そうな顔をしてる」

　……なるほど。

「これはルーティが傷ついているからなんだ」

「そうなの？　怪我しているのは私なのに」

「大切なルーティが傷ついているのは、俺にとってすごく痛いことなんだよ」

「お兄ちゃんはとても強いのに……不思議」

　そう言いながら小さなルーティは俺の身体にぎゅっと抱きついた。

「お兄ちゃんが助けてくれたから、私は平気だよ」

　この小さなルーティを守るためなら、何を敵に回しても良い。

　その時、俺は本気でそう思っていたのだった。
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　夕方。ラグナソン家。

　俺達の住む家は木造一階建ての小さな家。この村では一般的な構造の家だ。

「ギデオン、ここに座りなさい」

　俺は居間にいる父さんの前に座った。

　ルーティが物心ついた頃から、俺達と父さん達とでは寝る部屋を別にしていた。

　俺とルーティは物置に使っていた部屋で過ごしている。こうして居間で父さんと向かい合うのは久しぶりだ。父さんの俺を見る顔には疲れた表情が浮かんでいた。

「今日、喧けん嘩かしたそうだな」

「……そうするのが最善だったよ。戦わなければまたルーティがいじめられた」

「ルーティの為ためか、お前が言うのならそうなのだろうな……別に叱ったりはしない。だが明日あした謝りに行け」

「謝りに!?」

　俺は驚いて聞き返した。

「ギデオン、お前は正しいのかも知れない。だがお前は６歳の子供だ、頭を下げることも必要だろう」

「駄目だ、そんなことをしたらルーティに石を投げてもいいと認めるようなものじゃないか！」

「そうだな」

「父さん……！」

「ギデオン、力じゃ守れない事もある、そして正しくないことでも頭を下げなければならない時もあるのだよ」

「頭を下げてルーティを傷つける人がいなくなるなら喜んで下げるよ、だけどここで俺が頭を下げたら、ルーティは余計に傷つけられるだけだ！」

「だったら傷つけられないように、ルーティが変わればいい……他の子のような〝普通〟の子供のように振る舞えばいいんじゃないか、お前がルーティに言い聞かせればきっと……」

　父さんの言葉を聞いて、一瞬身体が怒りで熱くなり、それから一気に冷えた。

　分かっていたことだ……父さんにとってルーティは手に負えない厄介な子供なのだ。

「父さんには理解できなくても、ルーティはよく笑う可愛かわいい妹だ。何一つ恥じるべき所なんてない」

　俺の言葉に父さんは顔を歪ゆがめた。

「……ならどうする」

「父さんがルーティを守ってくれないのなら、俺が守るよ」

「守るだと、お前みたいな子供に一体何ができるというんだ！」

「できる！」

　俺は言い切った。

「父さん、俺の加護は『導き手』だ」

「『導き手』……聞いたことがない加護だな」

「大切な人を守る為の加護。俺が神様から与えられた役割は、ルーティを守ることなんだ」

　俺と父さんはしばらくの間睨にらみ合った。だがやがて、父さんは視線を外した。

「神はルーティを守る役割をお前に与えたのか……分かったもういい、好きにしろ」

「うん、そうするよ」

　立ち上がった俺を、父さんはもう見ていなかった。
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　……現在８歳の春。

　村から少し離れた森の中。

「ピィィィ[image: !!!]」

　甲高い鳴き声を上げて２体のアウルベアが襲いかかる。

　アウルベアはこの森の食物連鎖の頂点に立つ大型モンスターだが……。

「はっ！」

　アウルベアの攻撃をすり抜け、俺は剣を二度振るう。

　剣はアウルベアの急所を貫つらぬいた。

　巨体がぐらりと揺れ、地響きを立てて倒れる。

　俺は倒したアウルベアを引き取ってもらうため、猟師さんのもとへと向かった。

　いつものように、猟師さんの「ギデ坊、本格的に猟師の修業をしないか？」という誘いを断りながら、俺はもらった籠いっぱいの肉や革を持って村を回り、野菜やパンと交換していく。

　牧場主のケントさんは、「偉いな」と言ってたくさんのミルクと交換してくれた。

　牧場の人達にとって、モンスターは家畜を襲う存在だ。それを退治する俺に対して、子供にもかかわらず敬意を示してくれた。

　牧場の人達ほど好意的ではないが、他の村の人も大物を仕留めた俺を称賛している。

　俺の行動に文句を言う人はもう誰もいない。
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　ルーティが石を投げられたあの日の翌日……俺は森で今日と同じようにアウルベアを見つけて倒した。そして倒したアウルベアを村まで引きずって運び、俺が倒したことを村の人達に報告したのだ。この村にアウルベアを倒せる大人はいない。

　俺は『導き手』の加護を明らかにし、６歳の子供であっても村で一番強い戦士であることを証明した。この田舎の村で、結局物を言うのは戦う力だ。

　他の人では倒せないモンスターを俺が倒すことで村に貢献する。俺がモンスターと戦う理由に村の平和を守るためという理由が追加されたわけだ。

　俺は村にとって特別な存在となり、そんな俺の妹であるルーティに石を投げようなんてやつはいなくなった。

　俺に宿ったルーティを守る為の力は、使わなければ意味がない。

　あの日俺はそう学んだ。

「ただいま」

「お帰りお兄ちゃん」

　家に戻った俺を、ルーティがパタパタと駆け寄ってきて出迎える。

「父さん達は？」

「畑」

　父さん達との関係は、あの日以来さらに悪化した。

　会話することも滅めつ多たに無く、避けられていた。

　仕方がないことだろう……俺の『導き手』もルーティの『勇者』も、特別な加護なのだから。父さん達が抱えるにはきっと重すぎるのだ。

「お兄ちゃん、ちょっと怪我してる」

　ルーティが心配そうに言った。

「森の中で戦ってるとどうしてもね」

　モンスターの攻撃が当たったわけではないのだが、森の中を走り回って戦っていると、足や腕に引っかき傷を作ってしまう。

　ちゃんとした野外用の服でもあればいいんだろうが、俺が着ているのは村の子供が着ているような普通の服でしかない。

「治すね」

　ルーティは俺の胸に手を当て、目をつぶって集中した。

　ポゥッとルーティの手が輝き、俺の傷が消えていく。

『勇者』の固有スキルの１つである〝癒いやしの手〟。

　まだ癒しの力は小さいが、その本質は通常の回復魔法による〝治癒キユア〟ではなく、〝再生リジエネレート〟ということにある。

〝治癒キユア〟は時間が経たった傷は治りにくくなる。ゆえに普通の回復魔法は長時間かけて体を蝕むしばむ病気に対しほとんど効果がない。

　それに対し〝再生リジエネレート〟は、身体を正常な状態へ再生させる。四肢を失うような重傷も、長年体を蝕んできた病気も、あらゆるダメージに対して効果がある。

　最上級法術と同等の力を、ルーティは加護レベル１の時から使えるのだ。

「ありがとう、すっかり治ったよ」

「良かった」

　ルーティは俺の服の袖をめくって傷が消えたのを確認すると、ぎゅっとしがみついてきた。そんなルーティの姿に癒やされ、戦いの疲れなど消えてしまう。

　それから俺はルーティのために昼食を作った。

「「いただきます」」

　テーブルに並んでいるのは、肉野菜炒いため、マッシュポテト、ジャムを塗ったパン。

　子供の俺が作る料理だ。どうしてもシンプルなものになってしまう。

　味は……努力している。

「美味おいしいよ」

　ルーティはニコニコ笑って食べている。

　うん、いつかもっと美味しい料理を食べさせよう。

　ルーティの丸いほっぺが落ちるくらい、すっごく美味しい料理をだ。俺はルーティの笑顔を見ながらそう決意する。食べ終わった後、食器の片付けはルーティがやってくれた。

　ピカピカになったお皿を掲げ、うんうんと頷うなずいているルーティは可愛い。

　俺はそんなルーティを眺めながら、これからのことについて考える。

　……今日もだめだった。

　アウルベアはこの近隣だと最強のモンスターなのだが、俺の加護は成長していない。

　２年間、ほぼ毎日のようにモンスターと戦い続けてきたが、俺の加護レベルは31から32に１つ上がっただけ。俺の強さは、ほとんど６歳の時と変わらない。

　アウルベア程度の相手と戦っても成長は見込めないのだ。

　まだ８歳。だがもう８歳。

　ルーティが勇者として旅立つまであと何年残っている？

「そろそろ考え直さないとな」

　俺の能力は、最初から強いこと……長所はそれだけしかないのだ。

『勇者』であるルーティにはすでに〝癒しの手〟という固有スキルがある。

　他の誰にも真似まねできないルーティだけの長所。

　もしルーティが『勇者』として旅立つことになればもっとたくさんの、ルーティにしか持てない長所を得ていくだろう。

　だが俺は……同じレベルであればどんな相手よりも弱い。最初から強い以外の長所がないから。俺の加護は『勇者』が強くなるまで、その旅立ちを守り導く『導き手』。

『勇者』の加護レベルが追い付く頃には、俺の役割は終わりということなのだろう。

「それに俺はルーティと旅立ったとして何年一緒に戦える」

　俺はすでにベテラン騎士並みに強い。

　しかし『勇者』の敵は、ただの騎士より遥はるかに強いはずだ。

　昔エルフのお婆ばあさんに、俺は真の仲間になれないと言われたことを思い出した。

　足りない。何もかもが足りない。考え方を変えなければ。

「だけど俺には何もない」

　なにか長所があるなら、それを活いかして『勇者』の仲間として戦える。

　だが長所が何もなければどうしようもない。

「俺の長所は最初から強いこと。その最初が終われば、長所は何も残らない」

　分かっている、分かっているんだ。

　このままルーティと一緒に過ごし、時が来たら一緒に旅立ち、そして別れて俺は１人で村に戻る。それが俺の役割だ。

　だけど……。

「終わったよ」

「お疲れ様、よく頑張ったな」

　食器洗いを終え、俺に抱きついてきたルーティを褒める。俺はルーティを守りたい。

　可愛い妹に降りかかるであろう災厄すべてに立ち向かえるだけの力が欲しい。

「……力か」

　それからしばらくルーティと一緒に遊び、ウトウトしはじめたルーティを寝かせる。

　クゥクゥと小さな寝息を立てて昼寝をするルーティ。丸い頬ほおにそっと触れる。柔らかくて温かい。

「頑張らないとな」

　まだできることはあるはずだ。ルーティの寝ている隣で、俺は目をつぶり身体の中に宿る自分の加護に触れて考える。俺の長所……最初から強いという唯一の能力。

　俺にあるのはこれだけだ。この世界に俺より強い大人は沢山いるだろう。

　だが俺より強い同世代の子供はいない。そうだ、それこそ俺だけが持つ長所。

　俺は今だけなら最強なのだ。

「今の年齢なら誰よりも強い天才として扱われるはずだ、それを活かして力を得る……騎士並みに強いというのなら、俺は本物の騎士になろう」

　加護を鍛えるだけじゃない。知識、地位、財力、人脈。

　勇者となるルーティを守る力の種類は沢山あるはずだ。

　だから騎士。それも地方ではなく王都でトップクラスの騎士団に入団しよう。

「しばらく離れ離れになるかも知れないけど、ごめんな」

　寝ているルーティに俺はそうつぶやいた。

　村での環境は、もうルーティを１人にしても大丈夫なくらいに改善しているが……。

　頭を優しく撫なでると、寝ぼけたルーティの手が俺の手をぎゅっと掴つかんだ。

　そのいじらしい仕草に、俺は少し切なくなった。
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　１週間後。俺はこの地の領主であるオズグッド卿きようの城へとやってきた。

　背中には大きな袋を担いでいる。

「なんだ坊主、誰かの手伝いか？」

　門の側に立っていた兵士が俺に声をかけてきた。

「兵士さん、今日は騒がしいね」

「あん？　あぁ、領主様の従兄弟が山賊のオークに殺されちまってな、討伐隊を集めてるんだ」

　オークというのはイノシシのような鼻をした凶暴な亜人だ。

「なるほど」

「しかしな、どうやら相手は〝騎士殺し〟だそうだ。３人の騎士と９人の従士エスクワイア、あわせて12人をたった１人で皆殺しにした怪物だよ」

　兵士は身体をブルッと震わせた。

「そんな怪物が仲間を集めてこの地方に住み着いたってんだからな……領主様もこうして高い報奨金で冒険者を集めてるんだが」

　兵士が指差す方では、中年の兵士が冒険者と手合わせしている……兵士の方が優勢だ。

「俺らの隊長にすら勝てない程度じゃなぁ」

「そっか、でも大丈夫だよ」

「うん？」

　俺は背負っていた袋を置いた。〝騎士殺し〟なんて異名があるとは知らなかった。どうりで加護レベルが上がったわけだ。

「〝騎士殺し〟の首だよ」

「何だと!?」

　袋の中に見えるのはオークの首。俺が討伐隊に参加したいと言っても８歳の子供なんて受け入れてもらえるはずもないし、１人で先に倒してきたのだ。

　袋に入れたオークの生首を担いで運ぶのは、正直気が滅め入いったけど。

「まさかそんな……だがこの傷跡確かに……坊主！　ここで少し待っていろ！」

　兵士は慌てて領主様のもとへと走った。それから俺は、すぐに中へと通された。

　中庭に集まった冒険者達の前で、俺は再び袋を広げ〝騎士殺し〟の首を領主様に見せた。

「嘘うそだろ」

　ざわざわと冒険者達がどよめいている。

「どうだ？」

　領主様が首を調べている兵士に尋ねた。

「間違いありません、〝騎士殺し〟です」

「そうか」

　冒険者から「でたらめだ！」という声が上がった。

「黙れ！」

　領主様が冒険者達を一喝する。

「嘘か真まことかくらい物腰を見たら分かる」

　冒険者達は黙ってしまった。領主様は、国王の求めに従い幾多の戦争に参加した歴戦の武将らしい。その風格は並の冒険者を黙らせるのに十分な迫力があった。

「幼子、名は？」

「ギデオン・ラグナソンと申します。アンゲル村の者です」

「我が領民であったか、大儀であったな。報酬を持ってこよう」

「いえ、金銭はいりません」

「では何を望む、魔法の剣か無税の畑か」

「王都の騎士団へ俺を推挙していただきたいのです」

　何度も戦争に参加してきた領主様は王都の騎士に通じている。

　騎士へのコネクションを持っているはずだ。……俺は故郷を離れて騎士になる。

　可愛かわいいルーティとはしばらく会えないだろう。不安と心細さがこみ上げてくる。

「そなたはまだ若い、まだ童として遊んでいても叱られはしないだろう……良いのか？」

　俺の心を見透かしたように、領主様はそう言った。

　冒険者を一喝した声とは違う優しい声だった。

「はい、俺は強くなりたいんです」

　だけど俺の心は決まっていた。

　領主様は何かを言おうとしたようだったが、黙って頷いた。

「いいだろう、ちょうどバハムート騎士団のスカウトが近くに来ておる、お主のことを話しておこう」

「ありがとうございます！」
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　春が過ぎ、季節は夏。

　俺は迎えの騎士の待つ隣領の町へ旅立つため、村の入口へと歩いていた。

　時刻は早朝。まだ辺りは暗く、家々は寝静まっていた。

　今朝は涼しいからか、うっすらと白いモヤがかかっている。

「お兄ちゃん」

　隣で手をつないで歩いているのはルーティ。他の人とは昨日のうちに別れを済ませた。

　壮行会が行われたが、子供である俺は夜が更ける前に帰り、あとは大人達が楽しく騒いでいたようだ。

　……父さんと母さんからは特に何も言われなかった。

　家には支度金として結構なお金が入るから、俺がいなくなった経済的損失はないはずだ。ルーティのことは牧場主のケントさんが気にかけることを約束してくれている。村の有力者であるケントさんが後ろ盾になってくれれば、ルーティに直接危害を加えようという大人はいないだろう。

「お兄ちゃん」

　ルーティは道すがら、何度も俺のことを呼んでは寂しそうにうつむいている。

　ルーティが俺の手をぎゅっと握った。俺もルーティの手をぎゅっと握り返す。

　幼いルーティの手は、小さくて丸くて温かい。

　剣を振り回して固くなってしまった俺の手で触れるのが悪いことに思えるほど。

「私はお兄ちゃんの手が好きだよ」

　不意にルーティがそう言った。俺の気持ちが伝わってしまったようだ。

「私にはまだ良く分からないけど、でもお兄ちゃんは私のために毎日頑張ってるんだよね……だからこの手は私のために頑張った手」

　ルーティの言葉を噛かみ締めながら、俺は歩き続ける。だがここは小さな田舎の村。

　俺達はすぐに村の入口へとたどり着いてしまった。

「お兄ちゃん」

　ルーティはまた俺を呼んだ。

　だがそれ以上言葉が続かず、俺の手を握ったまま唇を噛んでうつむいている。

　俺はルーティの小さな身体を抱きしめた。

「ルーティ、俺は強くならなくちゃいけないんだ。今戦わないと、いつかルーティの為ために戦う時きっと後悔する」

「でもお兄ちゃんは一番強いよ？」

「それが問題なんだ。強くなるためには、もっと強いやつと戦わなければいけない。それが神様が決めたこの世界のルールなんだ」

「……分かってる。いつだって神様は私にいじわる」

　そうだ、神様はルーティにいじわるだ。

　神様はルーティに『勇者』なんて重い物を背負わせ、他人のために生きることを強要している。それの何が『勇者』だというのだろう。『勇者』とは勇気をもって他人を救おうとする意志を持つ者のことではないのだろうか。ルーティの赤い瞳には涙が浮かんでいた。

「毎日手紙を書くよ。休みをもらえたらルーティに会いに来る」

「うん」

「手紙には俺がその時いる場所に咲いている花を添えるよ。帰ってくるときはお土産も沢山買ってくる」

「うん」

「大好きだよルーティ。俺はいつだってルーティのことを想おもっている」

「私もお兄ちゃんが大好き。ずっとお兄ちゃんのこと想ってる」

　ルーティは左手でゴシゴシと涙を拭った。それから俺に小包を手渡す。

「お弁当」

「もしかしてルーティが作ってくれたのか？」

「うん……お兄ちゃんが遠くへ行ってしまうのは悲しいけど、でも私はお兄ちゃんの味方。お兄ちゃんのやることは全部応援する」

「そうか……ありがとうルーティ。また必ずルーティの所へ帰ってくるよ」

「ずっと待ってる……お兄ちゃん頑張れ……！」

　ルーティは最後に感情のこもった声でそう言った。

　ああそうだ、俺が強くなろうとしているのはルーティが『勇者』で俺が『導き手』だからではない。この大切な妹を守りたいから強くなりたいんだ。

　俺はもう一度ルーティを抱きしめ……。

「じゃあ……行ってきます」

　俺はルーティに見送られながら、故郷を旅立ったのだった。




　　　　＊　＊　＊




　昼。街道。

「そろそろかな」

　俺はお腹なかをさすりながらそうつぶやいた。近くの木かげに腰掛けると、ルーティから貰もらったお弁当を広げる。中にはちょっとゴロゴロしているマッシュポテト。俺がたまに作ってルーティと一緒に食べた料理だ。

　パンが半分。これは昨日の夕食のパンだ。ルーティが俺のお弁当にするため、自分の分を残しておいたのだろう。

　それに野いちご。２人でよく集めたっけな、デザートなのだろう。

　ルーティが野いちごを集めている姿が思い浮かんだ。

「あはは、ルーティのやつ頑張ったな」

　小さなルーティが、たった１人で一生懸命用意してくれたのが伝わってくる。

　胸の中に温かいものがこみ上げてきた。本当に可愛い妹だ……本当に……。

「この気持ちさえあれば、騎士の生活がどんなに苦しくても耐えられそうだ。ありがとうルーティ」

　俺が入団する騎士団は、王都でも精鋭として知られるバハムート騎士団。

　子供としての日々は今日で終わり、これからは騎士としての日々が待っている。

　辛つらいことも多いのだろう。

「だけど俺は大丈夫だ」

　俺はルーティの作ってくれたお弁当を食べながらそうつぶやく。

　俺には強くなるための、こんなにも大きな理由があるのだから。
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　10年後。

　15歳になったルーティは、井戸から汲くんだ水を桶おけに抱えて家に戻るところだった。

　風に揺れる青い髪に、冷たく赤い瞳。背は１５５センチメートルほど。

　細身だが健康的な肉体。

『勇者』の加護の力で病気にかかることもなかった。

　10年前は幼かった身体付きも、女性のものへと成長しつつある。

　だが、ルーティの心は６歳のあの頃と変わらない。

　１週間後に帰ってくる「お兄ちゃん」を今か今かと待ち焦がれていた。

「お兄ちゃんが帰ってくる」

　そうつぶやくだけで、ルーティはこの場で踊り出したいような、そんな気分になるのだった。

「ルーティさん！」

　声がした。

　ルーティが振り返ると、ルーティよりも背の小さい少年が立っている。

「水くみ大変だね、手伝おうか？」

「ううん、大丈夫」

　少年の名はタップ。背は小さいがルーティと歳は同じだ。

　タップは牧場主ケントの息子だ。

　どうやら家畜の飼料を買いに来たようだ。荷車に干し草を載せて運んでいる。ルーティの抱えている桶を載せるくらいの余裕はありそうだが、ルーティは首を横に振った。

「手伝いはいらない、私だけでもこうして運べている」

「ははっ、ルーティさんは相変わらずだなぁ」

　ルーティのそっけない態度にも慣れたものでタップは笑った。

　ルーティはそっけないのではなく、生まれつき『勇者』の加護によって〝恐怖〟の感情を制限されていたため感情表現が苦手なのだ。

　怒られたら怖い、痛いのが怖い、嫌われるのが怖い……〝恐怖〟という感情は子供が感情表現を獲得する上で必要なものだ。

　ルーティのわずかな感情表現を読み取るギデオンにとって、ルーティはニコニコ笑う可愛い女の子だが、村の人はもちろん両親からすら何をしても表情を変えない異質な少女だと思われている。

　タップはギデオンからルーティの感情表現について聞いているため、笑っていることは分からなくとも、ルーティが普通の女の子のように考えていると分かっていた。

　ルーティは水桶を抱え、タップは荷車を豚に引かせながら村の道を歩いていく。

　才能なのか、タップは豚を追い立てるのが得意だ。牛に荷車を引かせるものはいても、豚に荷車を引かせることができるのはこの村でもタップくらいのものだろう。

　本人は、追い立てているのではなく豚と会話して手伝ってもらっていると主張しているが。

「もうすぐ兄貴が帰ってくるんだよね？」

「うん」

「楽しみだなぁ」

　タップはギデオンのことを兄貴と呼んで慕っている。

　ルーティほど強烈ではないが、タップもギデオンが帰ってくるのを楽しみにしていた。

　２人は並んで道を進む。春の大麦畑には、まだ青い大麦が風に揺れている。

　穏やかな風が大麦畑の中の小道を歩くルーティの頬ほおを撫でた。

　空に浮かんだ白い雲は、遠くの山の向こうへと足早に流れていく。ルーティは心地よさそうに目を細めた。兄がこの光景を見て笑っていたのを憶おぼえていたからだ。

「突け！　突け！」

　少し離れたところから掛け声がした。

「あ」

　タップの顔に面倒くさそうな表情が浮かんだ。

　道の先、少し広くなっているところで10人くらいの若い村人達が集まっている。

　男も女も槍やりを持ち、掛け声と共に藁わら束たばに向けて槍を突き刺す訓練をしていた。

　村人達を指導しているのは獅し子しのたてがみのような色の髪に、意志の強そうな茶色の瞳の青年。腰に佩はいているのは異国の鍛冶師が鍛えたという鋼はがねの剣つるぎ。

　彼の名はゴールド。

『魔法戦士』の加護を持つこの村一番の戦士だ。

「ゴールドのやつ、また人を集めて魔王軍対策訓練やってるのか」

　タップは少し棘とげのある口調で言った。

　ルーティは興味ないという表情で道を進む。

「うーん、回り道するとしたらかなり遠回りになるしなぁ……」

　タップも諦めてルーティのあとに続いた。

　ルーティ達が近づくと、ゴールドはニヤリと笑い訓練の場を離れルーティ達の方へと歩いてくる。

　取り巻きの村娘が２人、ゴールドに寄り添っていた。

　タップはますます嫌な顔をしている。

「ルーティ、家の手伝いか？」

「うん」

「ご苦労なことだな。だが、そうして平和に過ごせるのも俺達のおかげだということを忘れるなよ」

　ルーティは何も答えず、すでにゴールドの方を見ていない。

　無視して歩き続けるルーティに、ゴールドは明らかに苛いら立だった表情を見せた。




　魔王軍。

　海の向こうにある暗黒大陸に住む魔王が、このアヴァロン大陸への侵略を開始して２年。

　押し寄せてきた魔王軍の軍船によって西の大国フランベルク王国はすでに滅亡し、さらに３つ小国を踏み潰しつつ魔王軍は東へ侵略を広げる。

　ルーティ達が住むのは大陸中央を支配するアヴァロニア王国。

　大陸最強の国家であるアヴァロニア王国だったが広大な領土を守りきれず、すでに領土の半分以上を占領される有様だった。

　アヴァロニアは王都を守る精鋭バハムート騎士団を前線に投入し、かろうじて戦線崩壊を食い止めているが、騎士団１つではすべての戦線を守ることなどできるはずもない。

「魔王軍はもう目と鼻の先まで来ている」

　ゴールドは西の空を指差した。

「西の砦とりでがすでに戦場となっている。もし陥落すればこの村にも魔王軍が押し寄せてくるだろう」

　ゴールドは両手を広げて演説する。それでもルーティはゴールドの方を見ようともしない。ゴールドは怒りで顔を赤くした。

「こっちを向け！」

　ゴールドの指が印を組む。

「スパーク！」

　ルーティの足元にゴールドの魔法が放たれる。電撃が弾け、地面の石が黒焦げになった。

「ゴールド！　お前何やってんだ!!」

　タップが慌ててルーティをかばうように立ちはだかる。

「チビのタップが女の前で勇気出したか？」

「女の子にちょっかいかけて、チビのガキみたいなのはお前だろ！」

「なんだと……！」

「偉そうなこと言っても、北の山のゴブリンすら退治できない癖に！」

　剣けん呑のんな空気がにらみ合う２人の間に流れる。

　だが。

「問題ない、行こうタップ」

　ルーティは落ち着いた声でそう言った。

「でもあいつルーティさんに魔法を……」

「当てるつもりのない魔法なんて気にしない、時間の無駄」

　静かな口調でそう言ってルーティはスタスタと歩いて行った。

「ま、待ってよルーティさん！」

　慌ててタップも追う。

　荷車を引く豚も、ブゥブゥ鳴きながら利口にタップに付いて行った。

「くっ！　忘れるなよルーティ！　この村を守っているのは騎士になって王都に行っちまったギデオンじゃない！　このゴールドなんだからな！」

　ゴールドはそう叫ぶが、ルーティは振り返ることなくその場を離れて行った。

「はぁ……ルーティさんは相変わらずすごいなぁ」

「そう？」

　ゴールド達が見えなくなってから、タップは安あん堵どの溜ため息いきを漏らして言った。

「ゴールドは嫌なやつだけど上級加護持ちで村一番の戦士だよ。父ちゃん達だってゴールドに意見できなくなってきている」
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「……強ければ正しいわけじゃない」

　ルーティはポツリと言った。

「半年程度戦闘訓練したって20人程度の民兵が魔王軍の兵士と戦えるわけがない。やるべきなのは避難訓練、どうすれば被害を少なくできるかの計画と訓練の方が役に立つ」

「ふはぁ、なるほどねぇ、ルーティさんは頭いいなぁ、まるで兄貴みたいだ」

「そう、お兄ちゃんの真似まね」

　ギデオンのようだと言われ、ルーティは嬉しそうに照れていた。

　照れていたことは、タップに伝わっていなかったが……。

　同時刻。

　南西の方角にある平野で魔王軍とオズグッド卿きようが率いる領主軍が激突した。

　戦いは半日続き、夕日が沈むより早く領主軍は潰走した。

　もはやこの地を守る軍はない。

　そして次の日、魔王軍先遣隊のオーク兵達が略奪のため村に現れた。




　　　　＊　＊　＊




　イノシシのような鼻をしたオーク達はサーベルを振り上げ、咆ほう哮こうを上げながらアンゲル村を荒らし回る。

「む、村を守れ！　ゴールドさんから教わった通りに戦うんだ！」

　槍を構えた若者達が先頭に立つオークへ立ち向かう。

「突けえええ[image: !!!]」

　訓練通りの叫び声を上げながら、藁束相手に何度も訓練した突きを放つ。

「あん？」

　だが金の鎖を首に巻いたオークは軽々と槍をかわし。

　ヒュン。

　と、軽くサーベルを振り抜いた。

「あ、あ……」

　青年の首から血が吹き出した。彼らが受けてきた半年間の訓練。その中には涙を流すほどキツイものもあった。だからこそ彼らには自信があった。

　これだけキツイ訓練を乗り越えたのだから必ず結果を出せる。

　そう思い込んでいたのだ。

「突け！　突け！　畜生ぉぉぉ！　突け！」

　仲間が斬られても、彼らの戦術は変わらない。それしか知らないのだから。

　オーク達はそんな彼らをあざ笑い、次々に殺していく。

「く、うぅぅぅ……!!」

　足を浅く斬られ倒れた少女は、それでも気丈にオークを睨にらみつけた。

「薄汚い魔王軍め！　私を殺せても私達は負けないから！」

　魔王軍を相手に一矢報いることもできなかったが、それでも自分の住んでいる村のために戦ったという自負が、彼女に勇気を与えていた。

　だが、彼女は殺されなかった。オーク達は、何の迷いもなく、最初からそうするつもりだったかのように彼女に覆いかぶさった。

「ちと肉付きが物足りんが、まぁいいだろう」

「……え？」

　オークのザラザラした長い舌が彼女の頬と唇を舐なめた。

　生臭い唾液の臭いが、彼女にこれから何が起こるのかを理解させる。

「隊長、俺らも交ざっていいッスか」

「俺は集団で輪姦まわすのが好きだって知ってんだろ？」

「へへっ、隊長は鬼畜ですからね」

　無数の腕が彼女の身体を掴み、地面に押し付ける。

　最初からオーク達は彼女や彼女の隣で血を流して死んでいる若者達を『敵』だとは認識していなかったのだ。オーク達がこの村を襲撃したのは戦うためではない、麦を刈り取るように戦争の報酬を刈り取りに来たのだ。それは食料や金品であり、人間をなぶり殺すという気晴らしであり、そしてこうして欲望を発散するためであった。

「やめろ！　触るな！　離せ！　離せよ！　やだ！　離して！　痛い！　痛い！　やだ！　やめて！　お願い！　やめてよぉ！　やだ！　やだ！　やだ！　たすけて！　ひっ！　あっ！　いたい！　もうやだぁ！　やだよぉ……」

　ぐちゃぐちゃになった彼女の思考の片隅でゴールドの顔が浮かんだ。

『君はもう立派な戦士だよ。君の努力を俺は誇りに思う』

（ゴールドさん……私は戦士になれなかったよ）

　戦って死ぬならまだ納得ができた。

　だが彼女が戦場だと思っているこの場所で、魔王軍のオーク達は命を守る鎧よろいを着崩し、彼女の身体を貪ることだけに集中していた。

　そのことがどうしようもなく悲しく、そして虚むなしかった。

　そして彼女は、抗あらがうことを諦めたのだった。




　　　　＊　＊　＊




『勇者』の故郷は炎に包まれていた。

　戦う者、逃げる者、隠れる者、媚こびへつらう者。

　オーク達はそれらすべてを蹂じゆう躙りんし、陵辱し、虐殺した。

『勇者』の加護はそんな悲劇を許さない。

　昨日まで戦いとは無縁の生活を送ってきた『勇者』ルーティは、ギデオンが置いていった銅の剣を片手に構え３人のオークと向かい合っている。

「……！」

　だがその姿は屈強なオーク達に比べて頼りない。いずれ最強の存在になる可能性を秘めている『勇者』も、今はまだ戦いを知らない少女でしかなかった。

　戦いはすぐに決した。

『勇者』の一撃は１人のオークの腕を浅く切り裂いたが、すぐに別のオークによって、『勇者』は羽交い締めにされた。

　剣を持った手も、オークの筋肉が盛り上がった手に掴まれると、びくともしない。

『勇者』は必死にもがくが、その反抗心もオークを楽しませるだけだった。

　牙の突き出した口からオークの長く赤い舌がぺろりと唇を舐めた。下卑た笑みが、恐ろしげなオークの顔を歪ゆがめる。

「たまんねぇなぁ」

『勇者』に触れようとオークの手が伸びる。が、その手は宙を掴つかんだまま止まった。

「あ？」

　オークは背中に熱い熱を感じて不思議そうに首を傾かしげた。

　後ろに気配を感じ振り返ろうとするが、急激な脱力感を覚えて、膝をつく。

　そのままオークは倒れた。
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　ミスリル銀の槍やりはオークの背中からずるりと抜けた。オークは倒れたまま動かない。

　オーク達は、走ライデイング竜ドレイクに乗って槍を突きつける俺を見た。

「バハムート騎士団の紋章!?　な、なんで王都の騎士がこんなちんけな村に!!」

　オーク達は怯おびえて叫んだ。まともな戦力もない村を略奪するだけだと思ったのだろうが、目の前にいるのは魔王軍すら恐れる王都精鋭バハムート騎士団の騎士。

「ぎゃ！」

　オーク達が驚いた隙を突き、ルーティがオークのすねを蹴り、その腕から抜け出す。

　俺の方へ走るルーティの顔に笑みが浮かんだ。

「お兄ちゃん！」

「ルーティ！　間に合って良かった！」

　俺は走竜から降り、剣を抜きながら、ルーティを庇かばうようにオーク達に立ちはだかる。

「うちの妹に手を出したんだ。覚悟はできてるよな？」

　俺は騎士の剣をオーク達に突きつけてそう言った。

「部隊長！　やべえのがいます！」

　オーク達がそう叫んで逃げようと背を向けた瞬間。

「迂う闊かつだな、それでも兵士か！」

　隙だらけの背中を、俺の剣が斬り裂いた。オーク達は悲鳴すら上げる暇なく倒れる。

　逃げるのも戦略だが今のは逃げ方が悪い。

　あれでは斬ってくれと言っているようなものだ。

「ルーティ、大丈夫か？」

「うん私は大丈夫、お兄ちゃん来てくれると信じてた」

　俺はルーティの身体をぎゅっと抱きしめる。

　本当に間に合って良かった……。

　魔王軍がルーティの住むこの村に迫っていることを知り、俺は帰郷してルーティを安全な王都へ連れて行こうと計画していた。

　だが、俺の予想より魔王軍の侵攻が早かった。

　こうもあっさりと西の戦線が崩壊し、そしてオズグッド卿の軍が１日で潰走するのは予想外だった。

　知らせを聞いた俺は慌てて走竜に乗り、王都からアンゲル村へと駆けつけたというわけだ。

「お兄ちゃん、村が魔王軍に」

「大丈夫、これから俺が魔王軍を追い出すよ」

「分かった……私は無事な人を連れて隠れてる……」

　ルーティはぎゅっと唇を噛かみ締めて言った。

　これまで俺はルーティを殺し合いから遠ざけてきた。

　もしかしたら神様がほんの少し間違って、『勇者』に戦うことのない平和な人生をプレゼントしてくれないかと、そんな願いを抱いたのだ。

　やはり『勇者』であるルーティは戦いから逃げられない。

　だから俺はルーティの手を握る。

「一緒に行こうルーティ」

「一緒に？　お兄ちゃんと？」

「ああ、これまで寂しい思いをさせてごめんな。でも今日からはずっと一緒だ」

　俺の言葉を聞いて、ルーティの表情が輝いた。これから『勇者』として、苦難の旅が待っていることを分かっているはずなのに……。

　せめてこの笑顔が失われないよう、俺は戦うことを決意する。

　今日が『勇者』ルーティの旅立ちの日なのだ。
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　８歳で村を出た俺は王都精鋭バハムート騎士団に入団し、異例の若さで副団長まで出世した。加護レベルは現在45。

　剣術家として名高い団長から最高峰の剣術を学べた。

　王都では貴族格の身分となり、十分な財産と人脈も作った。

　身につけている装備は、騎士団御ご用よう達たしの鍛冶師や魔法使いにオーダーメイドで作らせたもので、お金で買えるものでは最上級の装備品だろう。

　様々な土地に行き、様々な経験をした。

　騎士の権限で王立図書館の書物を読み漁あさり知識を蓄えた。

　そして今では王国最強の走そう竜りゆう騎き士しと評されるまで強くなることができた。

　すべては今日この日から始まるルーティとの冒険のために！
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　俺は走竜にまたがり槍を振るう。

「ぎゃ!?」

「あがっ!?」

　略奪に夢中でまともに組織だって反撃もできないオークなど敵ではない。

　俺は村の中を走り回りオークを次々に討ち取っていった。

　次第にオーク達にも混乱が広がっていき、逃げ出す者が現れる。

「お兄ちゃん、すごい！」

　ぎゅっと俺の身体にしがみつきながら、俺の後ろに座るルーティが言った。

「あれが部隊長か」

　金の鎖を首にかけたオークがいる。

　下半身を丸出しにしたオークの部隊長は、槍を構えて走ってくる俺を見て慌てふためき、部下に突撃を命じた後地面に横たわる少女を盾のように担いで逃げ出した。

「下衆げすが」

　俺は走竜の腹を蹴って加速する。

「ルーティ、しっかり掴まってろよ！」

「うん！」

　サーベルを構えた部下のオーク達が突撃をかけてくる。俺は手綱から手を放し両手で槍を掴んだ。走竜は心得たとばかりに頭を低く下げる。

「邪魔だ！」

　走竜の頭上を槍が横よこ薙なぎに一いつ閃せんする。俺の前にいたオーク達は、ぐらりと揺れて倒れる。

　少し遅れて彼らの首が地面に転がった。

「ひっ!?　化け物かよ!!」

　オークの部隊長が叫んだ。

「次はお前だ！」

「ち、近づくな！　この女がどうなってもいいのか!!」

　オークの部隊長が叫ぶ。ヤツが盾にしている少女は裸で、そして傷だらけだ。

　酷ひどい暴行を受けたのだろう。少女はうつろな目を俺に向けた。

「殺して」

　少女の唇がそう動いたのが分かった。

「……ッ!!」

　俺は槍を右手で持ち、腕をしならせ全力で投げつける。

　武技も魔法も使えない俺にとって有効な遠隔攻撃手段は投とう擲てきのみだ。

　だから鍛えた。騎士団で回復魔法が受けられることをいいことに、腕が壊れるほどの鍛錬を何度も繰り返した。

　今の俺は50メートル以内なら投げた槍で空を飛ぶハエを貫つらぬくことだってできる。

「ぎゃああああ[image: !!!][image: !!!]」

　部隊長は悲鳴を上げて倒れ、のたうち回る。俺の投げた槍は、人質を避よけオークの部隊長の右耳と右目を貫いた。吹き出した血と共にちぎれた耳がビチャリと地面に落ちた。

「ち、畜生……なんて酷いことしやがる」

　部隊長は傷口を押さえ、よろよろと立ち上がった。

　だがまともに歩く力も残っていないようだ。

「これまで散々人間を殺してきて、自分の番になったら酷いことか」

　俺は剣を抜き、とどめを刺すために走竜を走らせる。

「お兄ちゃん！　上！」

　ルーティが鋭い声で警告を発した。風切り音と共に上空から大きな影が飛来する。

「ワイヴァーン……！」

　飛竜ワイヴァーンを操るのは、一本角のウィンドデーモン。

　真紅の鎧よろいに身を包み、飛竜の上から地上の敵を突き刺せるような長大なランスを構えている。俺の走竜とウィンドデーモンの飛竜とが猛スピードで交差する。

　ズンと手応えがあり、ランスの先端が宙を舞った。

　俺の剣がデーモンのランスを両断したのだ。

「…………」

　上空に舞い上がったウィンドデーモンはじっと俺のことを見下ろしている。

　俺とウィンドデーモンはわずかな間、睨にらみ合った。

「この勝負、預ける！」

　俺はそう叫んだ。

　ウィンドデーモンは一度だけうなずくと、腰の角笛を吹いた。

　村を襲っていたオーク達が略奪品を放り出して一斉に逃げ出していく。

　全速撤退の合図だ。ウィンドデーモンは再び降下すると、金の鎖を首に巻いたオークの部隊長をワイヴァーンに掴ませ、西の空へと飛び立って行った。

「お兄ちゃん、良かったの？」

「ああ、このまま戦えば村の被害はもっと大きくなっていた。退却させることが一番被害を少なくできる……今はそれでいい」

　俺は倒れている少女に近寄った。

「……オークはいなくなったよ」

　俺の言葉に彼女は肩を震わせただけで、それ以上の反応はなかった。

　ルーティがそっと寄り添って支える。

「ルーティ、村の中央へ行こう。そこに村の人達を集める」

「分かった」

　俺とルーティは村の様子を見渡した。家が燃え、何人もの村人が血を流して死んでいる。

　泣き叫ぶ声がいたるところから聞こえてきた。

「……村は捨てるしかないな」

　その惨状を見て、俺はそうつぶやいたのだった。
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　俺とルーティは魔王軍が残っていないのを確認しながら村の広場へ向かった。

　広場では呆ぼう然ぜんとした村人達が座り込んでいる。

「無事な人は集まってくれ！　回復魔法やスキルを使えるものはけが人の治療を！　ショック状態にある者には常に家族か友人が付き添って欲しい！　それ以外の動けるものは物資を集めろ！」

　俺は剣を掲げて叫んだ。

「ギデオン……ラグナソン家のギデオンだ！」

「騎士になったギデオンか！」

　剣というのは不思議な武器だ。

　相手を殺す武器であるのに、この白銀の煌きらめきは人々に勇気を与える力がある。

　呆然としていた村の人達は、かろうじて立ち直り俺の所へと集まってきた。

「ドロシー！」

　悲痛な叫び声が上がり、年配の女性が俺達のところへ駆け寄ってくる。

「あぁ、なんて酷いことを……」

　女性はルーティが支えていた少女を抱き寄せた。

「お母さん……」

　ドロシーは少女の名で、女性は少女の母親なのだろう。

「う、く、あああ……」

　ドロシーは母親にすがりつき、声を出して泣いた。

「辛かったね、でも生きててよかった……」

　ドロシーのことは母親に任せるべきだな。俺達は、そっとその場を離れる。

「さて、村長が無事だといいんだが」

　広場の反対側には村長の家もある。嵐が来たときにルーティと一緒に避難した思い出もある建物だ。だが、今は酷く荒らされ人の気配はない。

「お兄ちゃん、村長さんなら牧場にいると思う」

　ルーティが言った。

「牧場に？　タップの家か」

「うん、魔王軍の襲来に備えて保存食をどれくらい用意するか話し合いがあると、昨日タップから聞いた」

「タップがいるなら大丈夫か」

　タップはああ見えてなかなか胆力のあるやつだ。

　広場が落ち着いてきたら牧場に行ってみるか、と思ったとき。

「おお、ギデオン殿！」

　村長が牧場の方からやってきた。それに。

「父さん、母さん」

　村長に付き添って斧おのや槍やりで武装した村人達……その中には俺達の両親もいた。

「ギデオンか……よく帰ってきてくれた」

「こんな状況で私達もどうしたらいいか分からなくて……ギデオンが帰ってきてくれて安心したわ」

　俺の名を呼ぶ父さんと母さん。村長と一緒に牧場にいたのか。

「ただいま……タップの姿が見えないけど、一緒じゃなかったの？」

「タップ君なら牧場にいるわ。牧場へ逃げてきた小さな子もいたから、タップ君にまかせてあるの」

　母さんが説明してくれた。タップも無事か。

　どんな状況でも命を投げ出さないという信頼はしていたが、かといって魔王軍の兵士達に囲まれて戦えるわけではない。

　被害は大きいが、村でリーダーシップを取れる人間は無事だったのが不幸中の幸いだ。

「ギデオン殿」

「村長、魔王軍のオーク達は一度退却した」

「ギデオン殿が追い払ってくださったのですね、助かりました」

　村長は俺に対して敬語で話す。

　そうなったのは、バハムート騎士団で正式な騎士に昇進した時からだ。

　村長にとって、俺はこの村の一員ではなく王都の騎士という扱いなのだ。

「とにかく今は生存者と物資を集めよう」

「生存者は分かりますが物資もですか？」

「ああ、魔王軍が再び来る前に森に避難するべきだ。猟師の使う山小屋があったろう？　けが人はそこに寝かせて、無事なものは外で野営する」

「なんと……しかしそれは……」

　村長は困惑した様子だ。

　一時的にだが村を捨てろと言われたのだから無理もないが。

「魔王軍は追い払ったのでしょう？」

「略奪目的で来た少数を追い払っただけだ、次は攻略するための部隊を送ってくるぞ」

「また来るのですか!?」

「ああ必ず来る。これまではこの村は獲物でしか無かったが、今は敵として認識されたはずだ。王都への足がかりにするため敵対勢力はすべて潰しにくる」

「……領主様の軍も動いているはずです。それまで村で持ちこたえた方が良いのでは」

「オズグッド卿きようの軍は敗北した、今は籠ろう城じようしているはずだ」

「な……そんな馬鹿な!!」

「いや事実だ、この村が襲撃されたのもこの地方に戦える勢力がいなくなり魔王軍が自由に動けているからだ」

　村長は苦しそうに唸うなったあと、ようやくうなずいた。

「分かりました、それで村を離れる期間はどれくらいになるのでしょう？　王都からの援軍はいつくるのですか？」

　当然の質問だろう……だが。

「援軍は無い、アヴァロニア王国軍にこの地方を守る余裕は無い」

「はぁ!?」

　俺の言葉に村長を含め周囲がざわついた。

「俺がここにいるのは俺個人の意志だ、騎士としての任務じゃない」

「し、しかしそれでは我々は魔王軍に殺されてしまいます！」

「ここだけじゃない、王都へつながるすべての土地が侵略されてるんだ。俺は貴族の身分を得ているから自由に動けるが、王都の兵達は予備役まで含めて総動員されている。自分の命は自分で守る他ない」

　俺の言葉に村長は両手で顔を覆って唸った。

　今更だがこの村長は考えに窮すると顔を覆う癖があったのかと、そんなことを思った。

　８歳の頃に村を出た俺は、故郷であるこの村の人達のことをあまり知らない。

　そして同様に、俺のことを村の人達はよく知らないのだ。

　そのことがやはり不安材料だ。

「それではなんのために税を納めているのか分からんな」

　力強い声がした。振り返ると、獅し子しのたてがみのような髪色をした逞たくましい青年が、オークの首を片手にぶら下げ立っていた。

　その後ろには彼の仲間である若者達が武装して並んでいる。

「ゴールド!!」

　村長の声には期待があった。アンゲル村の英雄ゴールド・ジョン。

　村長にとっては王都の騎士よりも信頼できる身内か。

「久しぶりだなギデオン」

「ゴールド、君も無事だったか」

「無事かだと？　当然だ」

　ゴールドは俺の足元にオークの首を投げた。

「あんたが取り逃がしたヤツだろう？　仕留めておいたよ」

　俺が戦った部隊長のものではない。仲間とはぐれた兵卒のオークだろう。

「まさか俺達がゴブリン退治に行ってる間に村が襲われるとは、不覚だった」

「いや、それは不幸中の幸いだったな。貴重な戦力を減らさずに済んだ」

「どういう意味だ」

「もし村にいたらゴールドは真っ先に戦おうとしただろ？　そうしたら囲まれて終わりだ、魔王軍のオーク達は集団で少数の相手を倒すスキルに特化している」

　ゴールドは俺を睨にらみつけた。

「俺が魔王軍の兵卒ごときに遅れを取ると言いたいのか、騎士様の言葉でも聞き捨てならないな」

「別にゴールドだけじゃない。俺は多くの戦士達がそうやって討ち取られてきたのを見てきたんだ」

　ゴールドは猛獣を連想させる獰どう猛もうな表情を浮かべた。

「ならばお前は違うというのか！」

「俺は騎士として何度も魔王軍と戦ってきた経験がある、それだけだ」

「嘘うそをつけ!!」

　ゴールドは怒鳴った。

「お前が強いのは『導き手』という特別な加護を持っているからだろう！　だが俺にも『魔法戦士』という上級加護がある、お前だけが特別なんじゃない！」

　ゴールドは俺への敵てき愾がい心しんをむき出しにしている。

「俺達が争っても意味はないだろう。それでゴールドはこの状況どう考えている」

「ここは俺達の村だ、ここから離れるわけにはいかない！　魔王軍と一戦交え、俺達に手出しするのは損だとやつらに教えてやればいい！」

「戦うというのか？」

「今回は俺がいなかった。それにギデオン、あんたも襲撃が起こってから村に入ったんだろ？　だったら俺とあんたが中心となって戦えば魔王軍だって撃退できるはずだ」

「２人で戦争はできないぞゴールド」

「真の英雄はたった１人で戦争に勝利する。王都の騎士の１人でしかないあんたと違って、俺はこの村の英雄ゴールドだ」

　戦争を知らない英雄志望の青年。

　ゴールドはたった１人で魔王軍に勝てると、本気で思っているようだ。

「それに俺達だけじゃない。俺はこの日のために村の仲間を屈強な戦士へ鍛えてきたんだ。魔王軍が相手でも戦えるはずだ。村を守らせていた彼らはどうだった？　どれくらいのオークを倒してみせた？」

「……ゴールド」

　ゴールドは自信に溢あふれた表情で言った。俺は暗い気持ちになりながら、ゴールドに鍛えられた彼らがどうなったのか伝えなければならない。

「みんな死んだよ」

「なに？」

「彼らは勇敢だった、だが無謀だった。魔王軍と真正面から戦い、みんなオーク達に殺された」

「……馬鹿な」

　ゴールドは慌てて周りにいる村人達の顔を見る。その中に彼の鍛えた有志達はいない。

「いや、１人いる！　ドロシー!!」

　俺とルーティが助けた少女のところへゴールドは駆け寄った。

　母親にすがりつく少女は、怯おびえたように肩を震わせる。

「君は無事だったんだな、みんなが死んだというのは本当か!?　一体何があったんだ」

「ひっ、いや……」

　男性に詰め寄られ、暴行された記憶が蘇よみがえったようだ。

　少女は苦しそうな表情を浮かべて顔を背けた。

「ドロシー？」

「やめておくれよ！」

　たまらず母親がかばった。

「この子はオーク達に酷ひどいことされたんだよ、分かるだろ？」

「……う、む」

　ゴールドは困惑していた。だが。

「ドロシー、君は戦士だ！　負けてはいけない！　ここで立ち上がって皆に模範を見せるべきだ！」

　ゴールドはドロシーの肩を掴み、無む理り矢や理り自分の方へ振り向かせた。

　怯える少女に向かってゴールドは大声で叫ぶ。

「いや……あ……」

　ドロシーの顔から表情が失われる。ただ、ヒュウヒュウと苦しそうに呼吸している。

「頑張るんだドロシー！　頑張れ！」

　ゴールドの大きな声はあまりにも暴力的だった。

　俺は慌ててゴールドの腕を掴む。

「おい止めろ！　彼女から手を離せ！」

「邪魔をしないで欲しい、ドロシーならまだ戦える、俺が鍛えたんだ！」

「止めろと言ってるんだ！」

　パンッと乾いた音がした。俺が平手でゴールドの顔を殴った音だ。

　さらに俺はゴールドの胸ぐらを掴つかんで、地面に投げ飛ばす。

「な、何をする……」

　ゴールドは呆ぼう然ぜんとして俺を見上げた。

「ゴールド、頭を冷やせ」

「あ、あんたに彼女の何が分かると言うんだ！　あんたは村を捨てた人間だろ!!」

「そうだな、俺は彼女の名前すら知らなかった」

　だがそれでも。

「それでも俺はお前よりこの光景を知っている。戦場となった場所で、傷ついた人達を何度も見てきた。だからやめろ」

「くっ……」

　ゴールドは少女の姿をもう一度見た。

　少女はゴールドの方を見ず、ただ焦点の定まらない怯えた目をして震えていた。

「ドロシー……」

　ゴールドはうつむくとそれ以上何も言わなかった。
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　夜。村の近くの森。村が襲撃されてから９時間が経過していた。

　村人達は俺の指示通り、森の中へと避難していた。

　その後はタップやゴールドと協力して付近のモンスターを倒し野営地の安全を確保。

　そして今俺はモンスターが野営地に近づいてこないか、少し離れた場所で見張りをしているところだ。

「お兄ちゃん」

　ルーティがやってきた。

「隣にいてもいい？」

「もちろん」

　ルーティは嬉しそうに俺の隣に座った。

「村の人達の様子はどうだ？」

　俺の質問にルーティは首を横に振った。

「みんな不安になってる。今は疲れ切って何も考えてないけど、明日あしたになれば不満がたくさんでると思う」

「やはりか」

　森はモンスターも出る危険な場所だ。

　俺は幼い頃毎日のように出入りしていたが、普通の村の人が森に入ることは無い。

　村から１時間も歩いていない場所なのだが、ここは彼らにとって何が起こるか分からない未開の場所なのだ。

「小さい頃は森に入るとエルフの魔女に食べられるとかよく言われたっけな」

　俺は昔のことを思い出し、少しだけ懐かしくなった。

　隣に座るルーティは、俺に身体を擦り寄せる。この森にエルフの魔女などいない。

　子供に言うことを聞かせるための、どの村でもあるような話だ。

　だがこの村で育った人達によって代々親から伝えられ続けたおとぎ話は実体を持っている。普段はそんなものはいないと分かっていても、村を失ったという極度のストレスを抱えこうして森の中で過ごせば、宵闇の影や、木の葉の囁ささやきにエルフの魔女の姿を見つけてしまう。

　１人がエルフの魔女を見たと言えば、恐怖は伝染していき、すぐに何人もの村人がエルフの魔女がいたと言い出すだろう。

　いつまで森にいるのかという期限を決めなくては、数日中にパニックが起こる。

「明日には次の手だな」

「次の手」

　ルーティの赤い瞳が俺を覗のぞき込む。

「北の山にある古城に向かおう」

「古城？」

　ルーティの目が驚きで少し大きくなった。

「お兄ちゃんは物知り、本当にあるとは知らなかった」

「昔探索したことがあってね」

　古城。森のエルフの魔女と同様、村に伝わるおとぎ話の１つ。

　北の山にはずっと昔エルフの王が住んでいたという。

　先代魔王がこの地に攻めてきた時、エルフの王は妖魔の軍団を率いて先代魔王と戦った。

　業を煮やした先代魔王は、古城の井戸に毒を投げ込み、エルフと妖魔達を皆殺しにしてしまった。

　以来、城に近づいた者を、恨みで怨霊となったエルフの王が祟たたり殺してしまうのだそうだ。ただのおとぎ話。だが俺が北の山に行ってみたところエルフの王の亡霊はいなかったが、古城は実在した。

　長年放置されボロボロだが城壁は残っており、あそこなら魔王軍もそう簡単には手が出せないだろう。

「……それって３日間くらい帰らなかった時？」

「うん、あの時」

「むぅ」

　今度はちょっとむくれる。

　あの時のことを今更抗議するように、ルーティはぎゅっと俺の腕を握った。

「あの頃はお兄ちゃんとずっと一緒だと思ってた。だから少しなら会えなくても我慢したのに……村から出ていっちゃうなんて思わなかった」

　ルーティは悲しそうな顔をする。

　胸が痛い。

「すべてはこの日のためだ、今まで１人にして悪かったな」

「これからはずっと一緒だよ？」

「ああ、ルーティが俺を必要としてくれる限りずっとだ」

「ふふ、だったらいいよ、ずっと一緒だね。ありがとうお兄ちゃん」

「そうだ、ルーティにプレゼントがあるんだ」

「プレゼント？」

「うん、明日のお楽しみだな」

「分かった、楽しみにしてる」

　俺の身体に体重を預けたルーティを、俺はそっと抱き寄せた。

　ルーティの身体はリラックスしている。

　ここは村の人達が皆恐れる森だというのに。

「お兄ちゃんが一緒にいてくれるから」

　ルーティはそう言うと、安心したように目を閉じた。




　　　　＊　＊　＊




　翌日。森。

「反対です！」

　山小屋の前に集まった村の人達は、俺の北の山の古城に避難するという提案を強い口調で拒否した。

「北の山はエルフによって呪われた地。領主様が作った鉱山も事故が多発し、今や捨てられゴブリンの住すみ処かとなっております」

「村長の言う通りだ、こっちには怪け我が人もいるんだぞ！」

「子供だっています、エルフは子供をさらって食べるんでしょう!?」

　うーん、やはり文句が出たな。

「みんな、少し落ち着いてギデオンの話を聞いてくれ」

「父さん」

　非難する村の人達を制したのは、俺の父親イーサン・ラグナソンだった。

　元冒険者でもある父さんは、この非常事態で頼られる側となっている。

　父さんの背中に背負われた鉄の斧おのは、この森に入ってからすでに１体の鎧よろい百足むかでを仕留めていた。

「ギデオン、お前は北の山に行ったことがあるんだな？」

「ああ、子供の頃に強いモンスターを探して」

「……そうか、では北の山に危険はないんだな」

「古城までいけば危険はないが、道中にモンスターはいる」

「それではお前の案とはいえ俺も賛成するわけにはいかない。この人数を守りながら山を登るのは無理だ」

　父さんは首を横に振って言った。

「方法はある」

　俺はそう言い返す。

「これを見てくれ」

　俺は地図を地面に広げた。

「これは、周辺の地図か」

「俺が昔描いたやつだ」

　父さんや村長も座って俺の地図を覗き込む。

「目的地の古城はここだ」

　北にある山の中腹を俺は指差す。

「随分距離がありますな、こんなところ猟師も近寄らないでしょう」

　村長が言った。俺はうなずいて答える。

「確かに数人ならともかく、ここにいる全員を守りながら山を登るのは難しいだろうな」

「ではどうするのです？　けが人や女子供を見捨てろと言われたら、いくらギデオン殿のお言葉とはいえ承知しかねますぞ」

「ここに鉱山があるのは知っているな？」

　俺は山の麓ふもと側の一点を指差す。

「領主様が作ったやつですな」

「この鉱山を進めば古城の側へ抜けられるんだ」

「なんですと？」

「もともとここには洞窟があったらしい。オズグッド卿きようは、埋もれていた洞窟を坑道に整備して鉱石を採掘しようとしていたんだ。この坑道を使えば古城まで安全に移動できる」

「しかし鉱山にはゴブリンが」

「それは俺がなんとかする」

　村長は驚いた目で俺を見た。

「俺が先行してゴブリンを倒し道を作る。ゴブリンが住んでいるということは、他のモンスターはゴブリン達が駆除しているはずだ。ゴブリンさえいなくなれば安全な道となる」

「駄目だ」

　そう言ったのは父さんだった。

「村の戦力は限られている、この中からゴブリンを討伐する戦士を送り出したら、その間どうやってここで待つ仲間達を守ればいいんだ」

「行くのは俺とルーティだけだ」

「お前たちだけでだと!?」

「父さんやゴールドが残れば、森のモンスターから村の人を守ることもできるはずだ。それに魔王軍も今は村を占領するだけで満足するだろう。俺達を捜しに来るのは、領主の城や他の村をすべて制圧してからだ」

「無む茶ちやだ、たった２人で何十体のゴブリンを相手にするつもりだと思っている。それにルーティはまだ加護レベル１だぞ！　連れて行くなんて正気の沙汰じゃない！」

　父さんは声を大きくして言った。だが、俺はルーティを連れていかなければならない。

『勇者』であるルーティは、苦しんでいる人を見捨てられない。

『勇者』の加護には、そういう強制力としての衝動がある。

　魔王軍が村を襲撃したとき、ルーティが勝てないと分かっていながらオークと戦ったのは、この『勇者』の加護による衝動が原因だ。

　もしここで何か起これば、ルーティは逃げることができず村の人を守るために戦わなければならない。俺のいない場所でそれが起これば致命的だ。

「ルーティには癒いやしの力がある。それに俺と一緒に戦うのなら一番心が通じている相手が最良だ」

「ルーティはまだ15だぞ!!」

「俺は６歳の頃にはモンスターと戦っていたよ」

「お前とは違う！　お前は誰とも違うんだ!!」

　父さんの怒鳴り声が森に響いた。

　今のはまずいな。俺は周囲を見回す。そこにあるのは村の人達からの不信の目。

　誰もが感じていたであろう、俺という異質な存在への恐れ。

　俺の加護『導き手』に与えられた唯一の能力は、最初から加護レベルが高いこと。

　だが他人の加護を覗のぞくことは普通できない。

　村の人達からすれば、俺の加護は常識にないただただ異常なモノでしかないだろう。

　最も身近な人間であるはずの父親……イーサン・ラグナソンの言葉によって、恐れは不信へ成長した。

　こうなると俺が何を言っても、俺の意見は通らなくなる可能性がある。

　……まぁそうなっても、俺とルーティの２人が勝手に動けばいいだけの話だが。

　どちらにせよ村の人達に逃げる場所などないのだから。

「お兄ちゃん」

　俺がそう考えていた時、ルーティの声がした。

「準備できたよ」

　驚く村人達の間からルーティとタップが現れた。

「お兄ちゃんからのプレゼントはぴったりだった」

　ルーティは嬉しそうに俺に言った。もうルーティは村娘の格好をしていない。

　身につけているのは、白と青を基調とした鎧、首には合金のチョーカー、胸には赤い勇者の紋章。

　腰に佩はいている炎のように赤い刀身のロングソードには火の魔法が込められている。

　どの装備も屋敷が建つほどの価値がある最高級のものだ。

　ルーティの持つ超然とした雰囲気もあり、その姿はもうただの少女とは思えない風格があった。

「よく似合ってるよ」

「お兄ちゃんが私のために用意してくれたものだから似合わないはずがない」

　ルーティは何故なぜか得意げだ。

「タップもルーティが鎧を着るのを手伝ってくれてありがとうな」

「は、はい！」

　本当なら俺が着せたかったのだが……仕方がない、いや本当に残念で無念だ。

「ルーティ、一体その格好は」

　父さんの言葉に、ルーティは父さんの目を真っ直すぐに見つめて答える。

「私はお兄ちゃんと行く」

　それは迷いのない言葉だった。

　15歳の少女の言葉に、父さんも村長も誰も言い返せない。

　そこに立つルーティはもう『勇者』だった。
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「よしじゃあ行くか」

「うん」

　俺は走竜にまたがり、ルーティに向けて手をのばす。

　ルーティが俺の手を取ると、俺は力を込めてルーティの身体を引き上げた。

　ルーティは２人乗り対応の鞍くらの上でぴたりと静止した。

「お、上手うまいな」

　昨日初めて走竜に乗ったはずだが、もう１人でも問題なく乗れるだろう。

「お兄ちゃんの乗り方を見たから」

　見ただけでこれとは、俺の妹は天才だな！

「じゃ、俺の腰にしっかり掴つかまってろよ」

「うん」

　俺達が進もうとした時。

「待ってくれ兄貴！」

　タップの声がした。

　振り返ると、豚に乗ったタップが俺達の方へ向かってくる。

　タップは、小さな体に鍋やフライパンをつないで作った自作の鎧を身にまとい、昨日のオーク達が残していった戦利品の槍やりを担いでいる。

　タップの加護は『騎兵キヤバリア』。

　しかし豚に乗る『騎兵』なんて聞いたことがない。

　だが豚の方もやる気に満ち溢あふれ、鼻息を荒くして勇ましく歩いていた。

「タップ、どうしたんだその格好は……」

「ギデオン兄貴、ルーティさん、おいらも連れて行ってくれ！」

　喋しやべった拍子にずれ落ちた兜かぶとを慌てて戻し、少年は俺を真っ直ぐに見た。

「おいらも兄貴達と一緒に戦いたいんだ！　上手く言えないんだけど、ここで村のやつらみたいに助けてもらうのを待っていたら駄目な気がするんだ！」

　少年の眼まな差ざしは強い。俺は走竜を操りタップの隣へ近づいた。

「貸してみろ」

　俺はタップのあごひもを結び直し、兜がずれないよう固定する。

「こうやって結ぶんだ」

「あ、ありがとう兄貴」

「……タップ、今回は俺達２人だけで行く」

「でも、おいらだって役に立つことがあるはずだよ、兄貴に教えてもらった槍だってずっと上手く使えるようになったんだ」

「分かるよ、今のタップは王都の騎士にだって負けない男だ」

　俺は走竜の鞍に付けていたミスリル銀の槍を取る。

「タップ、この槍を譲ろう」

「えっ!?　そ、それってすごく高価なものだろ！」

「そうだな、これ１本で牛が１０００頭くらい買えるかな」

「い、い、１０００頭!?」

「タップにはこの槍を使って村の人の守りを任せたい」

「そ、そんな高価なもの受け取れないよ!!　兄貴だって槍が無いと困るだろ!?」

「俺は剣の方が得意だ。槍は走竜に乗っている時くらいしか使わない」

「でも……」

「それに高価だと言っても、今のタップほど価値のあるものじゃないさ」

「おいらが？」

「ああ、覚悟した男の顔をしていた。戦場では何よりも頼りになる仲間の顔だ」

「そんな……買いかぶりだよ、おいらはチビで……戦士の顔って言ったら兄貴やゴールドのやつのことだよ」

　弱気になるタップの目の前に、俺は槍を掲げる。

「ほら、はやく受け取れ。腕が疲れるだろ」

「はは……兄貴の腕がこれくらいで疲れるわけないじゃないか」

　それでもタップは俺の槍を受け取った。

　タップは銀の穂先を眺め、その鋭さに驚いている様子だ。

「おいらの役割はこっちなんだね。分かった、任されたよ。兄貴の弟分として皆を守ってみせる！」

　タップはそう言って頼もしい表情で笑った。

「ああ、頼むぞタップ」

　……タップの表情を見たとき、ふと不思議な考えが頭をよぎった。

　もしここでタップの同行を認めれば、タップは俺と違って最後まで『勇者』ルーティと共に戦う〝真の仲間〟となったのではないだろうか。

　ルーティの隣で、豚にまたがり槍を振り回すタップの姿が見えた気がした。

　魔王へと続く辛く苦しい旅の中にあって、『勇者』と同じ村で育った理解者として、そしてあの素朴で優しい性格はきっとルーティの助けになることだろう。

「何を考えているんだろうな俺は」

「お兄ちゃん？」

　ルーティは怪け訝げんそうに俺の顔を覗き込んだ。俺がその頭を撫なでるとルーティは嬉しそうに笑った。俺達はタップに別れを告げ、坑道の入口に向けて森を進む。

「なぁルーティ」

「何？」

「ルーティは、タップに一緒に来てもらったほうが良かったか？」

「なんで？」

　ルーティはキョトンとした表情を浮かべた。

「お兄ちゃんの言う通り、こちらは私とお兄ちゃんの２人で行くのがベスト。それにお兄ちゃんのことを信頼しているタップがいないと、村長さんやゴールドがおかしな動きをするかもしれない」

「そっか、ルーティが良いならいいんだ」

「それに……私タップのことは嫌いじゃないけど嫌い」

「へ？　でもタップはルーティのこと、色々気にかけてくれてるじゃないか」

「分かってる、でもタップはお兄ちゃんのこと兄貴って呼ぶ。お兄ちゃんは私のお兄ちゃんなのに」

　そう言ってルーティは顔を隠すように俺の背中に自分の額を押し付けた。

「ははっ、そうか、それなら仕方がないな」

「うん、仕方がない」

　俺は声を出して笑うと、ルーティの体温を背中に感じながら走竜のお腹なかを軽く蹴って速度を上げた。ありえなかった可能性を考えても仕方がない。

　これが俺達の旅立ちなのだ。
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　北の山の坑道。

　人間が大地を支配する前、もっと古い時代に掘られた洞窟を領主のオズグッド卿きようが鉱山に再開発しようと掘り返したものだ。

　だが原因不明の事故が多発し、鉱山労働者達が気味悪がって逃げてしまい、それ以降放置されていた。

　今ではゴブリン達が住み着き、近隣の村々を襲う邪悪な拠点となってしまっている。

「ここからは歩くか」

「分かった」

　俺達は走竜から降りた。走竜は「ギャウ」と唸る。

「お兄ちゃん、この子はどうするの？」

「連れて行くよ。こいつは並のモンスターより強いからな」

　俺が走竜の首を軽く叩たたくと、走竜は任せろと言うかのようにガチンと牙を鳴らした。

　頼もしいやつだ。

「よし、行くか」

「うん」

「ギャウ！」

　先頭に立つ俺は、ランタンを掲げると坑道へと進んで行った。

　しばらく歩くと……。

「!!」

　暗がりから何かが飛び出した。

　俺は、光を反射して鈍く光るそれを剣で叩たたき落とす。

「投げ斧おの？」

　ルーティが言った。

「ああ、ここのゴブリン達の武器だ、すぐに次が来るぞ」

　地面に転がっているのは、トマホークという種類の手て斧おのだ。あまり手入れはされていないようで、錆さびが浮かんでいる。俺はルーティと走竜に後退を指示する。

　後方にある岩陰に後退しようとする俺達に向けて、次々にトマホークが投げつけられた。狙いは不正確で、落ち着いていれば避よけることも難しくない。

「さて」

　俺は剣を手に待ち構える。雄お叫たけびと共に、ゴブリン達が飛び出してきた。

　ゴブリン達は片手にトマホークを持ち、跳躍しながら俺達へ襲いかかってくる。

「構えろルーティ！　こいつらは二ふた斧おの族のゴブリン！」

「うん！」

「最初の投とう擲てきさえ外せば、あとは戦略もへったくれもなく暴れるだけだ！」

　飛び込んできた４体のゴブリンを、俺は次々に斬り伏せる。

「１体は任せる！」

　俺はあえて１体をルーティの方へ通す。

　これからはもっと強い敵とルーティは戦わなければならない。

　人類の脅威である魔王軍に比べれば、この坑道に住むゴブリン達はせいぜい村の脅威でしかない。ルーティの最初の戦いの相手には丁度いい。

「分かった」

　ルーティは雄叫びを上げながら飛びかかってきたゴブリンに臆すること無く、冷静にトマホークの間合いの外から剣を振り下ろした。

　肩口から深く斬りつけられ、ゴブリンは血を流しながら地面を転がる。
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　そしてそのまま動かなくなった。鮮やかな剣だった。

　昨日まで戦ったことすらない少女だったことを一瞬忘れてしまうほどだ。

「お疲れ様ルーティ。惚ほれ惚ぼれするような一撃だったよ」

「お兄ちゃんが褒めてくれるなら嬉うれしい」

　剣に付いた血を拭き取り、刃こぼれが無いか見たあとでルーティは剣を鞘さやに納めた。

　頬ほおを赤くしているのは俺に褒められたことへの喜びからで、ゴブリンとの戦いはルーティの心に何の影響も及ぼしていない。

　これが『勇者』。

　生まれついた時から、〝恐怖への完全耐性〟を持つルーティにとって、戦うことは恐怖ではないのだ。

「お兄ちゃん」

「いや、本当によく頑張ったな、でも無理はするなよ。いざというときはいつでも俺が助けるから」

「……うん!!」

　ルーティの顔がパッと輝いた。

　俺が頭を撫でると、ルーティは俺の腕に触れて嬉しそうに目を細める。

「ん、お兄ちゃん」

　ルーティが不意に顔をしかめた。

「どうした？」

「加護レベルが上がった」

「……そうか」

　ついにルーティは初めて加護レベルを上げた。『勇者』として第一歩を踏み出したと言っても良い。

　本当なら、『勇者』など成長させず、ずっと平和に暮らしてほしかった。戦いなんて知らなくて良かった。平和に、幸せに暮らしてほしかった。

　だが、魔王軍との戦いが始まり、もう『勇者』の戦いから逃れることはできない。

　ならばルーティが『勇者』の宿命に負けないよう、強い『勇者』へと導くことが、俺にできる最善だろう。

　どんな悪意も打ち破れるくらい強く、どんな理不尽とも戦えるほど強く。

「お兄ちゃん、スキルって何を取ればいいの？」

「そうだな、まずルーティが今取れるスキルを教えてくれ」

　俺の『導き手』はコモンスキルしか取得できないが、俺はルーティのためにあらゆるスキルの知識を蓄えてきた。最適なスキル構成についてもアドバイスできるだろう。

「たくさんあるよ」

　ルーティはつらつらとスキルの名前を言っていく。

　ふむふむ、さすが『勇者』。

　様々な上級加護の武技。いろんな系統の魔法を良いとこ取りしたような勇者オリジナルの魔法。それ以外にも豊富なスキルが扱える。

　剣も魔法もそれ以外も、できないことを探す方が難しい。

　しかし、だからこそ選択肢が多すぎる。

　同じレベルでもスキルの成長させ方によって強さは大きく変わるだろう。

「ふむ、その中だとまずは固有スキルの〝見切り〟がおすすめかな」

「〝見切り〟？　武技や魔法じゃないの？」

「武技や魔法は派手だが、効果があるのは使った時だけだ。まずは基礎となるスキルを固めることから始めたほうがいい」

「分かった」

「武技や魔法はもう少しレベルが上がってから考えよう」

「うん、レベルが上がったらまた相談していい？」

「もちろん、いつでも相談してくれ」

　ルーティは嬉しそうに微笑ほほえむと、自分の中にある『勇者』の加護に触れるため目を閉じて意識を集中した。
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「待て」

　坑道を進んでいた俺は、気配を感じて足を止めた。

「ゴブリンがいるの？」

「ああ、この先の広くなっているところに16体」

「16……！」

　こちらは俺、ルーティ、走竜の２人と１匹。

「ギャウ」

　走竜もゴブリンの気配を感じたのか、牙をむき出しにして坑道の先を睨んでいる。

「俺が先に行く」

「大丈夫？」

「ああ、待ち伏せといってもゴブリン達の作戦だ。俺が姿を見せれば追いかけてくるだろう。この狭い通路で戦おう」

　俺は剣を納めてゆっくりと先へ進む。

　緩やかに曲がる通路を抜けると、そこには鉱山労働者達が休憩所に使っていたらしい広場があった。壁の上を見れば、ゴブリン達が岩陰に身を隠し、俺のことを睨んでいた。

　俺は気が付かない振りをしながら一歩、また一歩と歩いていく。

　ジリッとゴブリンが動いた。カランカランと石が転げる音がした。

　動いた拍子にゴブリンが石を蹴飛ばしたのだろう。

　そろそろ頃合いか。俺はあえて音の方を見てゴブリンと視線をあわせる。

「死ね!!」

　ゴブリン達は俺を目掛けて一斉にトマホークを投げつけた。

　頭上から降り注ぐ16本の斧。

「快速スキルマスタリー、〝雷光の如き脚〟」

〝雷光の如き脚〟は、自身の移動速度を10倍にするマスタリースキル。

　マスタリースキルとはスキルのレベルを最大まで上げたときに使えるようになるスキルのことだ。

　俺に与えられた加護『導き手』は勇者の旅立ちを守るための加護。

　そのための固有スキルは初期レベル＋30。

　生まれつきレベルが高いことだけが能力だ。

　それ以外に、『導き手』には武技や魔法といった固有スキルはない。

　習得できるのは、すべての加護共通で取れるコモンスキルのみ。

　コモンスキルには応急処置、快速のような戦闘でも役立つものから、初級鍛冶や初級調合といった製作系の基本スキル、また生存術サバイバルや釣りといったスキルもある。

　俺は最初から加護レベルが高かったため、少し取っただけでは役に立たないコモンスキルでもスキルレベル最大まで一気に取ることができた。

〝雷光の如き脚〟は〝快速〟という移動速度がちょっと速くなるコモンスキルを最大まで取ったことで使えるマスタリースキルだ。

　効果は単純に移動速度が10倍となり、俺の走っている姿は常人にはぼんやりとした影にしか見えなくなる。

　ただ、欠点もある。ここでいう10倍の速度とはトップスピードのことで、加速は変わらない。単純に言えば、走り始めてから最高速度に達するまで10倍の時間がかかるということだ。

　スキルを取った最初の頃は、俺も速度を上げるのにかなりの距離を走る必要があった。

　これじゃあとても戦闘には使えない。ではどうしたのか？

「何ぃ!?」

　ゴブリン達が驚き叫んだ。俺の姿が一瞬にして入口まで移動したからだ。

　投げたトマホークは地面に跳ね返って宙を舞う。

「逃げるな！　殺す！」

　ゴブリン達は残ったトマホークを片手に壁から滑り降りてきた。

　やはりこちらが何をしようと、取ってくる戦略は投げて突撃のワンパターンか。

　狙い通りだ。

　俺はルーティのところまで追いつかれない程度に速度を落として走る。

〝雷光の如き脚〟を使うために俺がやったことは、ただひたすらに練習だ。

　静止した状態からどういう走り方をすれば速度をあげられるか、研究と練習を何度も何度も繰り返した。固有スキルがないなら、コモンスキルを磨くしかない。

　それも加護が与えてくれる力ではなく、俺自身の力を使うしかなかった。

「ルーティ、くるぞ！」

「お兄ちゃん！」

「ギャウ!!」

　足を大きく引いて、地面を削りつつ身体を反転させ速度を殺し急停止。

　急停止の方法も繰り返し練習した。俺はルーティの前に立ち、剣を抜いて構える。

　ルーティと走竜も並んで通路を塞ぐように陣取った。ゴブリン達が押し寄せてくる。

「死ね死ね！」

「皆殺しタイムだ！」

　16体のゴブリンだが、やつらはここまで走ってきたことで陣形はバラバラ。

　通路も狭く、いっぺんに襲いかかってこられるのは４体程度だろう。

　これでは数の有利を活いかせない。

「防御が甘い！」

　俺は最初に飛び込んだ２体のゴブリンを叩き斬る。

「あいつ死んだぜ！」

「これでワケマエが増える！」

　戦意をくじかれるどころか、ゴブリンらしい貪欲さで彼らは勢いづいた。

「これだからゴブリンは！　どんな状況でも自分だけは大丈夫だと本気で思い込んでいるんだ！」

「これがゴブリンなんだ、面白いね」

　ルーティは次々に襲いかかってくるゴブリン達を防ぎながらそう呟つぶやいた。

　戦いの最中、ルーティはゴブリンという種族に興味を持っている。

　やはり普通の戦士とは違う冷静さだ。

「ちっこいやつから殺す！」

「ヒャッハー！」

　ルーティに飛びかかった２体のゴブリン。上下同時の連係攻撃。

　あのゴブリン達は他のゴブリンより加護レベルが高いようだ！

「ルーティ!!」

　俺は心配になって叫ぶが、ルーティの赤い瞳は冷静だ。

「スキル〝見切り〟」

　ゴブリンの斧おのは空を切った。〝見切り〟のスキルは、相手の動きが緩やかに見えるようになる。同時にルーティの剣が二度振るわれた。

「「うぎゃああ！」」

　ゴブリン達は倒れるのも同時だった。

　ルーティはすでに普通のゴブリン程度なら全く問題ないようだ。

「ちっこいの手て強ごわい！」

　ゴブリンが後ずさった瞬間。

「ギャウ！」

「!?」

　走竜がゴブリンに噛みついてブンブンと振り回す。

　ゴブリン達は身体の大きい走竜が恐ろしいようで、走竜の周りから慌てて逃げ出した。

　ただでさえ狭いのに、走竜に近づかないものだから、ゴブリン達の攻撃はさらに限定されている。

　俺達は被害を受けること無く、無事ゴブリン達をすべて倒したのだった。
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　坑道に立てこもるゴブリン達を倒しながら、俺達は坑道を抜けるルートから外れ、採掘場のルートから奥に進んでいく。

　砕石を運ぶためのトロッコのレールは、ゴブリン達がトマホークを作る材料にするため引っ剥ぺがしたらしく残骸だけが残っていた。

「面白い」

　ルーティはその様子を見て感心したようにうなずいていた。

「ゴブリンは身近な脅威だけど、独自の文化を持っているんだ。ここのゴブリン達は好戦的で人間からの略奪を行っているけど、人間の生活圏の外でひっそりと狩猟生活を送っているゴブリンもいるぞ」

「知らなかった、きっと私は他にもたくさんのことを知らない」

「ずっと村で暮らしていたものな」

「これからは違うのかな」

「そうだな、これからはいろんなことを知っていくだろう。ルーティの世界はとても広く大きくなる」

　多分、この世界の誰よりも。

「……まずはお兄ちゃんの世界が知りたい」

「じゃあ今日の野営のときに色々教えようか」

「うん！」

「でも、あまり夜更しはダメだぞ」

「ちょっとくらいにする」

　今日のルーティは楽しそうだ。ニコニコと楽しそうに笑い、走竜の首を撫でている。

　走竜もルーティのことを信頼できる人間だと理解したようで、ルーティの側にピッタリと寄り添っていた。

「さて、そろそろゴブリン達の住すみ処かの中枢だ。強いものが偉いゴブリン社会では、奥にいるやつほど強い。気を引き締めていこう」

　ゴブリン退治も大詰めだ。

　俺達はランタンをかざし、採掘場から古洞窟へと進んで行った。
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　古洞窟の奥。俺達はゴブリンの族長とそのお供達と対たい峙じしていた。

「うっ」

　ルーティがくぐもった悲鳴をあげた。

　ルーティの腕にゴブリンの族長の投げたトマホークが当たったのだ。ルーティは赤い血を流す腕を押さえ、痛みで表情を歪ゆがめていた。

「ルーティ！」

　俺はすぐにルーティの前に立ちはだかる。さらに飛んできたトマホークを２つ、剣で叩たたき落とし、ルーティを抱きかかえ、すばやく岩陰へと後退した。

　走竜も俺達をかばうように、頑丈な尾を振り回しトマホークを打ち落としつつ下がる。

「お兄ちゃん、ごめん……」

　ルーティは岩に体重を預けながらそう言った。

「謝ることはないさ。ルーティが剣を取ったのはつい昨日のことなんだから」

　俺のミスだ。

　あまりにルーティが順調に戦うものだから、ルーティが戦いの初心者だということを忘れてしまった。その結果ルーティに傷を負わせてしまったのだから悔やみきれない。

　俺はルーティを安心させるために笑うと、剣を構え岩陰から躍り出た。

　次々に飛んでくるトマホークをかわし、ゴブリン達のところまで走り抜け、群がるゴブリンを斬り捨てた。

　残った最後の１人はルーティにトマホークを当てた『斧使いアクスマン』の加護を持つゴブリンの族長。

　これまで戦ってきたゴブリンは『闘士ウオーリアー』という、最下級の加護持ちだったが、こいつは違う。『斧使いアクスマン』は、斧の扱いに専門化した戦士系加護で、斧での戦いに限定すれば上級戦士系加護に匹敵する力がある。

　ルーティにトマホークを当てたのも、他のゴブリンのようにただ投げたのではなく、武技：飛ひ来らい斧ふを使ったからだ。

　ルーティはトマホークをかわしたはずだったが、トマホークは物理法則を無視した軌道で背後からルーティを襲った。軽傷で済んだことは不幸中の幸いだった。

　しかし……ルーティを傷つけるとは。

　俺は族長をにらみつける。剣を握る手に思わず力が入った。

　族長は俺をにらみ返すと、地面に置いてあった両刃のバトルアクスを拾って両手で構える。

　その構えは幾度もの修羅場をくぐり抜けてきた自信を感じさせるものだったが、怪け我がしたルーティが背後にいる俺は待つこと無く剣を構え一気に間合いを詰めた。

　大上段から振り下ろされた斧が頭上に迫る寸前、俺は前足を強く踏み出し、走っていた身体を急停止させる。

「死ね人間！　武技：戦斧爆発アクスバン!!」

　目の前で空を切った斧が地面を削って音を立てた。轟ごう音おんと共に、地面が爆破されたかのようにめくれ上がる。族長の使ったあの武技は斧に込めた戦気を爆発させるというもの。

　至近距離で使われたら回避は難しい。

「だが肝心の威力が足りないな！」

　あれは爆発で怯ひるませ、そこを別の仲間がとどめを刺すというのが本来の使い方だ。

　ゴブリン達を脅して従わせるには十分だったのだろうが、俺にとっては大した衝撃ではなかった。

　そして、あの武技は大振りの一撃を放った後、大きな隙を晒さらす危険な技でもある。

「く、くそっ……！」

「遅い!!」

　族長が斧を再び振り上げるよりも早く、俺は族長の首を剣で貫つらぬいた。

　武技より基礎。この『斧使い』には基礎が欠けていた。

　ゴブリンの族長が死んだことを確かめると、俺はすぐにルーティのところへ戻る。

「大丈夫かルーティ！」

「少し痛い……」

　傷口を手で押さえながらルーティは呻うめくようにそう言った。

　俺はポーチから薬と水を取り出し、ルーティの傷口を洗った後、ヒヨス草とコクの葉をすり潰しペースト状にした薬を塗ってから、布を当て包帯をする。

「これで大丈夫だ」

「……痛くなくなった」

　ルーティは腕を少し動かし、痛みを確認する。

「３時間後に薬を貼り替えよう。夜には傷も塞がるはずだ」

　魔法とは違うが、スキルを使って調合された薬は驚くべき効果を発揮する。縫合が必要なほどの傷でも、俺の薬は傷口を塞ぎ、すぐさま肉や皮膚を再生させるのだ。

「お兄ちゃんすごい」

「でも余り無理するんじゃないぞ。ルーティが怪我をしたら俺も痛い気がするくらいなんだから」

「そうなんだ」

　ルーティは少し考えている様子だった。それから俺のことをじっと見る。

「……でも、私はお兄ちゃんが薬を塗ってくれるなら痛くないよ」

　ルーティは、腕の包帯に触れ穏やかな顔をしていた。

　これで坑道のゴブリンはすべて倒したようだ。

「よしゴブリン退治はこれで終わり。まずは出口に向かわないとな」

「ギャウ！」

「この子も広くて明るいところに行きたいって言ってる」

「ギャ！　ギャ！」

　そうだそうだと言うように、走竜はルーティの隣で鳴いている。

　その光景がなんだか微笑ましくて、俺は笑ってしまった。

「そうだお兄ちゃん」

「なんだ？」

「この子の名前はなんというの？」

「名前？」

「ギャウ？」

　走竜は首を傾げている。

「……なんだったっけ？」

「ギャウ!?」

　走竜は目を丸くすると、怒って俺の頭に噛かみ付いた。

「痛っ……！　ま、待て、魔王軍の襲撃が急だったから名前を聞きそびれたんだ！」

「ギャウーーー!!」

「思い出す！　今思いだすから！」

　俺と走竜が騒いでいるのを見て、ルーティはフフッと笑う。

「その子はお兄ちゃんの走竜じゃないの？」

「俺の走竜なんだけど……俺は任務で必要になったら牧場から走竜を購入して、任務が終わったら牧場に売却するってやり方をしていたんだ。だからこの走竜も先週買ったばかりで」

　走竜は高価だ。

　特に維持費が高い。飼うための竜小屋は頑丈に作らないといけないし、それに走竜は肉食なのだ。先輩の騎士達は自前の走竜を持ってこそ一人前だと言い切っているが、俺達の世代で実家が貴族で無い奴やつらは都度購入方式を取っている。

　乗ってみて気に入れば牧場に返すこと無く、そのまま自分のものにしてもいいわけだし。

「ギャウギャウ！」

「あいたた、待て、本当もうちょっとで思い出すから」

　ええっと、たしか……。

「ねえ」

「ギャウ？」

　ルーティに話しかけられ、走竜は俺の頭を口から離した。

「あなたの名前はなんというの？」

「ギャウ！　ぎゃ、ぎ、る」

　おお、走竜が自分の名前を伝えようとしているようだ。

「なるほど、ぎゃぎると言うのか」

「ギャウ！」

　ぺちっと尻尾で叩かれた。違うようだ。

「ギルル？」

　じっと考えていたルーティがそう言った。走竜はフルフルと首を振る。

「ぎゃ・ぎ・る」

「…ジキル？」

「ぎゃ・ぎ・る」

　ルーティと走竜は顔を突き合わせて、なんとか名前を見つけようと言葉を繰り返していた……可愛かわいいな。

　俺は思わずニヤける顔を隠しながら坑道の出口を目指して歩くのを再開した。
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　坑道を抜けると山の７合目くらいの位置に出る。

「ギャウウ！」

　明るい場所に出て走竜も嬉しそうだ。

「空気が美味おいしい」

「ゴブリンが生活していた坑道だったからな、確かに空気は悪かった」

　それに結構汚れてしまった。確か少し歩けば川があったはずだが……。

「動くな!!」

　その時、鋭い声がした。

　ルーティは剣の柄つかに手をかけ、走竜は屈かがんでいつでも飛びかかれるように構えている。

　だが俺は両手を広げ、武器を手にしていないことをアピールしながら声をかける。

「久しぶりだなマルクト」

「何？　なんで俺の名を」

「ハーフエルフは10年経たっても姿が変わらないな」

「……もしかして、ギデオン坊やか？」

「坊やなんて言われたのも懐かしいなぁ！」

　物音一つ立てず茂みの中からあらわれたのは、耳の尖とがったハーフエルフの青年。

「久しぶりだなぁ、まったく人間は毎日会わないとすぐに姿が変わって分からなくなるよ」

　俺とハーフエルフは握手を交わす。

「お兄ちゃん……？」

「ああ、ルーティにもちゃんと説明しないとな」

　俺は村の人達に説明を伏せたことが１つあった。

　山にエルフの魔女もエルフの呪いも存在しないが……ハーフエルフの村は存在する。

　もし村の人が知ったら、迷信を恐れて古城に避難するという提案を受け入れはしなかっただろう。話すタイミングは古城という安全地帯を確保したあと。

　迷信よりも今そこにある安全を選べる状況になってからだ。

「なるほど、確かにそれがいいと思う」

　話を聞いたルーティも頷うなずいた。

「次はエルフの村に？」

「ああ、古城に避難することを伝えないと。村で少し休ませてもらったら、その次は古城にモンスターが入り込んでいないか調査」

「うん」

「終わったら一晩泊まって、山を下りて村の人達を古城まで護衛しながら案内して、とりあえずは任務完了だな」

「大変だ」

「大変だな」

　お互いに大変だと言いながら、俺達は顔を見合わせクスクスと笑った。

「でもお兄ちゃんと一緒の大変なら、私は大変じゃないよ」

「そうだな。俺もルーティと一緒の大変なら、あんまり大変じゃないな」

　この時のために俺は強くなろうと思ったのだ。だから大変なことも大変ではない。

　この困難も２人なら無事乗り越えられると俺は確信していた。
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　先代勇者の時代がいつだったのか正確には分かっていないが、数百年は昔の話だという。

　その頃はまだ人間達の王国は無く、この大陸を支配していたのはウッドエルフという種族だった。

　自然と共に生きるウッドエルフ達は、大きな争いもなく平和に暮らしていたそうだ。

　だがある日、西の海の向こうにある暗黒大陸から魔王軍があらわれた。

　ウッドエルフ達は勇敢に戦ったが、魔王軍の圧倒的軍事力によってウッドエルフ達の国はすべて滅び去ってしまった。

　その後、人間の『勇者』によって、魔王は討伐され魔王軍のデーモン達はみな暗黒大陸へと逃げ帰ったのだが、虐殺されたウッドエルフ達はもう種族を維持できるだけの数が残っていなかった。彼らは人間の集団に交じって生活し、今では人間との子であるハーフエルフとしてその血を残している。

　この山間の村に住む者も、ウッドエルフの生き残りと山で暮らす人間の部族との末まつ裔えいだろう。

　そこは山間に築かれた小さな集落だった。

　10年前に来たときの人口は33人だった。その頃と変わった様子はない。

　村の中央には柵に囲まれた畑があり野菜が植えられていた。

　村を歩いていると軒先で子供のエルフをあやす母親がいた。

「こっちだ」

　俺とルーティは並んでいる家の１つに案内される。

　走竜は家の前で待機してもらう。

　村のハーフエルフ達は物珍しい走竜の周りに集まってしげしげと観察している。

　走竜はその視線をうるさそうにしながら鼻を鳴らし、座って昼寝を決め込んだようだ。

　他の家は一部屋のみの小さな家だが、ここは入ってから左右に扉があり部屋を２つ備えている。この集落では豪華な屋敷という扱いだ。

「ん、右の扉じゃないのか？」

　10年前は右の扉に案内されたのを憶おぼえている。

　中は応接室のようになっていたのだが。

「いや、左の寝所であっている」

　ハーフエルフの青年はそう言った。嫌な予感がした。部屋に入ると、香の匂いが鼻をついた。そして香の匂いの中に、嗅いだことのある臭いがする。

　死の臭いだ。

「ああ坊や、もうそろそろ来るんじゃないかと思っていたよ」

　ベッドの上にはハーフエルフのお婆ばあさんが横たわっている。その顔はやつれ、唇は乾いてひび割れていた。だけど穏やかな笑顔は10年前と変わらない。

「久しぶりですイルマタルさん……」

「あはは……昔のようにエルフのお婆さんでいいわよ」

　かつてグリフォンに襲われていたハーフエルフのお婆さん。

　彼女を通じて、俺はこの集落のことを知ったのだ。
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　エルフのお婆さん。彼女の名前はイルマタル・シーカーというのだが、子供の俺はエルフのお婆さんと呼んでいた。

「魔王軍が近づいてきているのは知っていたわ。だからきっとあなたがあらわれると思ってた」

「すみません、できればこの村を巻き込みたくはなかったのですが」

「順番の問題だけね。人間が殺されこの地が占領されれば、いずれ私達も見つかって殺される。勝算があるとすれば、あなたと妹の存在だけ」

「私のことを知っているの？」

　ルーティの言葉に、お婆さんは頷いた。

「あなたの名前は？」

「ルーティ」

「ルーティ、綺き麗れいな名ね……」

　そこでお婆さんはふぅと息を吐いた。

「私は占い師、顔を見ればその人の運命が少しだけ分かるわ」

「私の運命？」

「『勇者』ルーティ、私も『勇者』を見たのは初めてだわ。だからあなたの運命はほとんど分からない。ただ、あなたの運命には多くの戦いが待ち構えていることだけは確かでしょうね」

「……１つだけ、聞いてみたいことがある」

「なにかしら？」

「なぜ私が『勇者』なの？」

「「……っ！」」

　お婆さんも俺も言葉をなくした。

　なぜルーティが世界の命運を背負わなければならないのか。

　俺も代われるなら代わってやりたかった。王立図書館で逃れられる方法がなにかないかと探した。だが何もない。

　加護の力で強大な悪を打ち倒す伝承は無数にあっても、自分に宿った加護から逃れる方法は誰も教えてはくれなかった。

　お婆さんはルーティの小さな手を取った。

「その答えは私にも分からない。そればかりは加護をお与えになった神様しか分からないのよ」

「そう」

　ルーティに落胆した様子はない。答えなどないと分かっていたのだろう。

　俺はルーティの肩をそっと抱き寄せた。

「だけど、あなたのお兄さんに『導き手』の加護が宿った理由は分かるわ」

「……お兄ちゃんの加護」

「それはあなたを守るためよ。これから『勇者』には苦しい旅が待っているでしょう。裏切られることも、傷つけられることもあるでしょう……だけどあなたのお兄さんだけは、ずっと味方でいてくれる、それを忘れないで」

「大丈夫、分かってる」

　ルーティは俺の手に触れて微笑んだ。

「お兄ちゃんは私のことをずっと守ってくれた」

「それなら大丈夫だ……ね」

　お婆さんは言葉につまると顔をしかめた。

「ごほっ……う、ごほっ、ごほっ！」

　激しく咳せき込むお婆さん。部屋にいたハーフエルフの青年が、慌てて介抱した。

「ふぅ、本当なら……私もあなた達の力になりたかった」

「お婆さんの加護は『賢者』ですね？」

「あら、よく勉強したようね。その通り、占い師なんて自称してたけど、私は他人の加護を覗のぞくことができたのよ。加護によって人生が左右されるなら、加護を覗ければ運命を語るなんてお手の物ってね」

　青白い顔でお婆さんは笑った。

『賢者』の加護は、魔法使い系最上位の加護。

　魔法使いの扱う秘術魔法だけでなく僧侶クレリツクの法術魔法まで極めることのできる強力な加護だ。そして最大の特徴は、『賢者』の他には僧侶系最上位の『聖者』にしか使えない〝鑑定〟という固有スキルを持つこと。

〝鑑定〟とは相手の加護を見ることができるスキルで、加護が支配するこの世界で相手の加護を知ることは、能力や性格、送ってきた人生までも知ることに等しい。

「あなた達の力になりたかった。せめて真の仲間と出会えるまで、この老骨の力が役に立てるのならと、坊やと出会ってからそう想おもい続けていた。あと１年でいい、私の命運があと１年長くあれば……それだけが心残り」

「お婆さん……」

「悔しいわねぇ……まさかこれだけ長く生きていながら、あと１年だけ時間が足りないとは」

　お婆さんは寂しそうにそう言った。

　ルーティはお婆さんの手を両手で包むように握る。

「〝癒いやしの手〟」

　ルーティの両手が淡く優しい光で輝いた。

　お婆さんの青白い顔に少しだけ血色が戻ってきたようだ。

「これが『勇者』なのね」

「……だめ、今の私の力じゃ届かない」

　ルーティは残念そうに首を振って両手を離した。

「少し楽になったよ、ありがとう。でも、『勇者』だからこそ寿命を覆すことはできない、いや覆しちゃいけないのでしょうね」

「違う、もっとスキルを成長させていれば届いた」

　ルーティは淡々と否定する。

「『勇者』はそんなものじゃない。救えるものは何でも救わないといけない、守れるものは何でも守らないといけない。寿命だとか運命だとか、そんな言い訳を『勇者』は許さない」

「それが『勇者』なのね……こんな小さな少女に背負わせるにはなんて重い加護なのだろう」

　お婆さんは驚いた様子でつぶやくと、力なく目を閉じた。

「……だからこそ、ああ、私はあなた達の力にならなければいけなかったのに」

　お婆さんは悔しそうに、本当に悔しそうにそう言うと……疲れたのだろう、眠ってしまったのだった。
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　エルフの村で一休みしたあと、俺達は目的地である古城へと向かった。

　天守の城は崩れてしまっているが、いくつかの建物は無事だ。

　これなら村の人全員が屋内で生活できる。

　７メートルほどの高さの城壁もほぼ健在だ。

　壁の厚さも十分にあり、破は城じよう槌ついを打ち付けた程度ではびくともしないだろう。

　古い時代の戦争に耐え抜いた風格がその古城にはあった。

　中にはジャイアントバットなど一般的なモンスターが少し住み着いていたくらいで、大したモンスターはいなかった。

　10年前には結構大きな大蛇がいてハーフエルフを襲ったりもしていたのだが、加護レベルを上げる為ために当時の俺が倒している。あれ以来強力なモンスターは住み着かなかったようだ。

　ただモンスターが住み着いていたことで随分汚れているから、避難が完了したら生活環境を整えるのが次の課題だろう。

　調査を終えた頃には夕方となり、俺達はエルフの村で一泊した後村の人達の待つ森へと戻ることにした。
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　さらに翌日。

「ここが古城か」

「本当に何事もなくたどり着けるとは」

「こんな立派なお城があるだなんて知らなかった」

　俺とルーティ、それにタップやゴールドなど戦える者が村の人々を護衛しながら進み、俺達は全員無事古城へとたどり着いた。

　はじめは渋っていた村の人達も、想像以上に立派な古城の様子に安心したようだ。

「同じ大地に住まう者同士、共に助け合ってこの窮地を乗り切りましょう」

「い、いえ、こちらこそ、見ず知らずの我々にこのような贈り物を頂き本当に感謝しております」

　村長とハーフエルフの顔合わせも旨うまくいった。

　ハーフエルフの村からは、十分な薪を譲ってもらったのが良かったのだろう。

　ハーフエルフの村に食料の備蓄は多くなかったが、山の中で暮らしているからか薪は十分な備蓄があった。人間は火がなくては生きていけない。

　暖を取るにも、料理を作るにも、清潔な飲み水を確保するのにも、照明にも、人間は頻繁に火を使う。

　そしてその火を使うために、大量の燃料が必要なのだ。

　村の人達も薪の重要性はよく分かっている。

　薪を無償で提供されたことやハーフエルフ達の友好的な物腰、そして古城というせっかく手に入れた安全な場所を今更捨てたくないという感情から、村の人達はハーフエルフがいることを受け入れた。

　ここまでは順調。

「なるほどな」

　ふと、ゴールドが呟つぶやいた。

　他の村の人達がハーフエルフから送られた薪や食料を見ている中で、ゴールドだけはハーフエルフの腰にぶら下がった鋼の剣を見ていた。

「ギデオン」

「なんだゴールド？」

「エルフは鋼の武器を持っているんだな」

「……ああ」

「そうか」

　ゴールドの顔に再び野心が灯ともったようだ。
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「さぁさぁ清掃の時間だ！　モンスターの糞くその上で生活していると病気の原因になるぞ！　生活する場所だけでも綺麗にするんだ！」

　俺は村の人達を集めて言った。

　俺の隣には、三角巾を頭につけ口を布で覆ったルーティが箒ほうきとちりとりを持って立っている。川から汲くんできた水も十分に用意した。

「よし、いくぞ！」

「「「おー」」」

　俺の掛け声に、村の人達も応えてくれた。

　だが彼らの目には騎士様が掃除なんてできるのかよ、という感情があった。

　ふふ、君達は騎士というものを知らないのだ。

「従士エスクワイアご奉公技ごほうしアーツ４８フオーテイーエイト、その21廃はい砦さい清掃の構え」

　俺は水の入ったバケツを持ち、腰のベルトには武器の代わりにナイフやボロ布やスコップ、ブラシなど野外掃除用具を付け構えた。

　俺は村の人達に手本を見せるべく、汚れた床の清掃を始める。

　石の床にこびりついた汚れを濡らしたボロ布で柔らかくしナイフでこそぐ。

　剥はがした汚れはルーティが箒で集めるから、俺は汚れをこそぐことに専念すればいい。

　広い場所での掃除の基本は役割分担。

　どうすれば与えられた人員を遊ばせることなく、効率的に作業できるのか考えるのだ。

「騎士のギデオンさんが掃除しているわ」

「しかもすごく手際が良いぞ」

　村の人達が戸惑っているな。だが不思議なことはなにもない。

　騎士というと華やかな貴族であったり、戦場を駆ける軍人をイメージするかもしれないが、その実態は強烈な縦社会でもある。

　従士のうちは、先輩騎士の身の回りの世話を行うため、屋内屋外町に森と、あらゆる場所で雑用をこなすのだ。

　そうした従士達の、血と汗と涙と先輩騎士からの理不尽との戦いの結晶が、王都の従士達の間で受け継がれる、その名も従士エスクワイアご奉公技ごほうしアーツ４８フオーテイーエイト。

　炊事洗濯掃除をすれば怒られ、どこが悪かったのかと聞けば自分で調べろと怒鳴られ、調べようとすれば別の雑用を押し付けられる。

　そんな下積み時代を生き抜くために幾多の従士達が知識を共有して体系化した技なのだ。

「さあこんな感じだ。グループごとに担当エリアの掃除に取り掛かってくれ」

「「「分かりました！」」」

　村の人達が掃除に取り掛かる。

　普段から家の掃除を行っている女性達を中心にグループを組ませ、掃除に慣れていない男性達をフォローできるようにしてある。

「そこはもう少し丁寧にこそぎ落としたほうがいいな」

「は、はい……」

　俺は掃除の仕方が甘かった１人に注意した。

　目の前で一緒にやりながら見本を見せつつ、上手く掃除できるようになるまで説明する。

「うん、良くなった。すっかり綺麗になったよ」

「ありがとうございます！」

　できるようになれば褒めてから別の人のところへ行く。

　ある程度様子を見たら、俺も清掃作業に専念する。

　現場監督としてではなく、一緒に汚れながら作業するというのが大切だ。

　ルーティもテキパキとゴミを集めて外に捨てに行く。

「騎士様ってこういう仕事もするんだな」

「ルーティちゃんも無愛想な子だと思ってたけど、こうしてみると真面目で良い子ね」

「村を捨てろって言われたときは騎士様に何が分かるって思ったけど、考えてみれば俺達が無事なのもギデオンさんのおかげだし、憎まれても村の為に行動したんだよな」

　ヒソヒソと話している声が聞こえる。

　だが俺は知覚スキルも十分高い。

　あれくらいの声なら、聞こうと思えばはっきりと聞こえるのだ。

　狙い通り一緒に泥臭い作業をすることで、俺がラグナソン家のギデオンという村の一員だという認識ができてきている。

　ルーティについても、これまでの印象を良い方向へ変えることができているようだ。

　この非常事態においてルーティの落ち着いた様子は心強く映るだろう。

　村の人達を全員動員しての掃除が終われば、指揮官としての次の仕事だ。

　俺は村長や父さん、他にもタップの父親である牧場主のケントさんなど、村で立場のある人間を集めて会議をする。

　目の前に広げているのは、俺が描いた手描きの見取り図。

　この古城において、どの部屋をどう使うか話し合っているのだ。

「居住区画はこの建物とこちらの２つを使おう」

「２つもですか？　片方だけでも全員入りそうですが」

「廊下まで溢れてしまうよ。それに家族ごとにある程度プライベートスペースをもたせたい。不安な状況下で精神的負担はできるかぎり減らしたほうがいい」

「分かりました。となると倉庫は……」

「居住エリアの隣の建物だ、扉が残っていて修理すればネズミが入ってくることもない」

「炊事場はどうします？」

「炊事場のあった建物の煙突が詰まっている。使えるようにするより外に竈かまどを用意して新しく炊事場を作ろう」

「連れてきた牛や豚はどこで世話をすればいい」

「厩うまやは完全に倒壊しているから、中庭に柵を作って世話をしよう」

「なるほど、この位置なら臭いで文句を言われることもなさそうだな」

　トイレは穴を掘って使った側から埋めていくしかないか。

　薬草取りのお婆ばあさんが詰める医務室はここを整備して、子供の面倒を見るのは医務室に近いこの部屋で神父さんに頼もう。

　神父さんは多少の回復魔法が使えるから、いざとなれば医務室に向かえるように待機してもらう意味合いもある。

「こんなところか」

　必要な区画割りはすべて終わった。村長達もほっとしているようだ。

「待ってくれ」

　緩んだ空気を切り裂くような強い声がした。

「ゴールド」

「俺からも１ついいか」

　ゴールドは会議の間、これまで一言も発言していない。

　ただ俺の目をじっと見ていて一度も視線を外さなかった。

「ああ、何でも言ってくれ。ここは会議の場だ」

「ほとんどあんたが決めていたがね」

「それで？　茶ちや化かすのが目的じゃないだろう」

「ふん、鍛冶場と訓練所はどうするつもりだ」

　ゴールドの言葉に村の人達は首を傾かしげた。ゴールドは苛いら立だった様子で立ち上がる。

「我々には武器がない！　この有様で魔王軍とどうやって戦うつもりだ！」

「魔王軍と戦うだと!?」

　ケントさんが驚き叫んだ。

「そうだな、魔王軍はいずれ攻めてくるだろう」

　俺は声の調子を変えることなく言った。動揺する村の人達に、俺は落ち着くように笑いかける。ゴールドはますます苛立っていた。

「ギデオン、分かっているならどうするつもりか教えて欲しい」

「生活環境を整えるのが先だ。ただ鍛冶場については本格的なものは無理だな。高温の炉を作る余裕がないし、鍛冶師も１人しかいない。訓練所も特別用意するつもりはない。魔王軍が攻めてきた場合を想定し、実際に城壁を使って訓練するつもりだ」

「武器も無いのにどうやって戦うつもりだ？」

「石でも熱湯でも、城壁から投げつければ十分な威力があるさ。城内に侵入されないというのが大前提だ」

「悠長なことだ、いつまでこの古臭い城に引きこもっているつもりだ。運び込んだ物資は何週間も持ちこたえられるほどの量はない、周囲の森から得られる食料だって村の人間を食わせるには不十分だろう。包囲している敵もいないのに兵糧攻めとは、バハムート騎士団様の兵法とやらには感服するよ」

「おいゴールド」

　ケントさんがたしなめるが、父親ほども年齢が違うケントさんに向けてゴールドは遠慮もなく睨にらみつけた。

「お、お前その目はなんだ……！」

　ケントさんの顔が怒りで赤くなる。

「ゴールド、無作法だぞ」

　今度は俺がゴールドをたしなめた。

「ふん……」

「意見は感謝するが、それらは今優先することじゃない。何をするにもまずはここで生活できる環境を整えてからだ」

「そうか」

　ふむ、村の有力者である牧場主に喧けん嘩かを売った割りには、随分あっさりと引き下がったな。

　ゴールドの口にはうっすら笑みが浮かんでいた。

　何か企たくらんでいそうだが、さてどうするか。




　　　　＊　＊　＊




　翌日。

　村を出てから４日目。

「お兄ちゃん、おはよう」

「ん、ルーティか。おはよう。でももう少しゆっくり寝てても良かったんだぞ」

　ルーティは首を横に振ると俺の隣に座った。

　日の出の頃。

　まだあたりは暗く、俺が昨晩作った窯の火がぼうっとあたりを照らしている。

「お兄ちゃんずっと起きてたの？」

「ああ、急ごしらえの窯だから、安全かどうか見ておかないとな。それに、起きている間に、これも用意しておきたかったからな」

「レンガ？」

「そ、今窯で焼いているのもレンガ」

　夜の間に、俺は窯の様子を見守りながら、水と粘土からたくさんのレンガを成形していた。あとは窯で焼けば、立派なレンガができあがる。

「壊れている壁の修理に必要だからな。調理用の竈だって増やさないといけない。それに城壁から投げつければレンガも立派な武器になる」

「たくさん必要なんだ」

「そう、たくさん必要だ」

　ふむふむとルーティはうなずく。

「お兄ちゃん、私にもレンガの作り方教えて欲しい。私も手伝いたい」

「手伝ってくれるのか？　ありがとう、助かるよ」

「むふー」

　ルーティは俺の言葉を聞くと満足げな顔をしていた。

　俺の手伝いができることが嬉うれしいらしい。可愛かわいい妹だ。

「じゃあ、一緒にやるか」

「うん！」

　俺は窯の火から、もう１本松明たいまつに火を点つけた。

　あたりが少し明るくなる。

「ではバハムート騎士団流レンガ作りをお見せしよう」

「騎士はレンガを作るの？」

「騎士は戦場で即席の砦とりでを建てるからな。騎士達がみんなでレンガを積んで砦を作るんだ」

「お兄ちゃんもレンガを積んだんだ」

「もちろん、安心して眠るためにみんな必死だったよ」

　話しながら俺はスコップで粘土を木の枠の中へと入れる。

「入れたら蓋をして上から足で踏む」

　ギュッと圧力を加えて粘土を固める。

「そしたら木の枠を外して、ナイフで４等分にすればできあがり」

　俺はできたレンガを持ち上げ、ルーティに見せた。

　ルーティは面白そうに色んな角度からレンガを眺めている。

「これを窯に入れて焼けば赤色のレンガになるんだ」

「不思議だね」

　ルーティは手にしたレンガを、すぐ近くに並べてあるレンガの隣へ置いた。

「じゃあルーティもやってみるか」

「うん」

　俺達は朝日が上りきるまで、２人でレンガ作りを行った。

　作業を終えた後、並んだレンガを見ていたルーティは満足そうだった。
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　俺とルーティは、焼き上がったレンガを並べて調理用の竈を３つ作った。

　竈のサイズは村の祭りで使う大鍋に合わせて２つ、通常の鍋用に１つ。

　村の人全員の食事を作るとなると祭り用の大鍋が主力となるだろう。

　時間に余裕があったので飲料水用に煮沸し、食材の皮むきなど下ごしらえをやっておく。

「ギデオンさん!?」

　驚いた声がした。炊事担当になった村の母親達が起きてきたようだ。

「おはよう皆さん」

「驚いたよ、一体この炊事場はいつの間に作られたのさ」

「夜のうちに俺とルーティで作ったんだ。時間があったから下ごしらえも終わらせておいたよ」

「たまげた、竈も無いのにどうやって朝ごはんを作ろうかって昨日みんなで悩んでたのに」

「間に合って良かった。あとはお任せしても大丈夫かな？」

「ああ！　任せといとくれ！」

　俺とルーティは炊事場から立ち去ろうとする。

「あ、あの！」

「うん？」

「ギデオンさんは、私らと同じ料理を食べるのかい？」

「もちろん、朝食楽しみにしているよ」

「こんな状況じゃ大おお雑ざつ把ぱなシチューしか作れないけど……腕によりをかけて作るよ」

　村の母親達はそう嬉しそうに言うと朝食の準備を始めた。
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　昼。

「牧場の人間は全員こちらで使っていいのか？」

「できれば２人ゴミ捨て場を作るのに回して欲しい」

「２人だけでいいのか、それくらいならお安いご用だ」

「ありがとうケントさん」

　俺とルーティは各所を回って人員の配置や作業状況を確認していた。

「壁の補修も順調だな、昨晩レンガ作りを頑張った甲斐かいがあった。炊事場に屋根を作るのも今日中に終わるだろう。倉庫へ物資を入れるのはあと１時間程度で終わるだろうから、別の仕事を割り振らないと」

「水が足りないと思う」

「そうだな、川から水を汲くんできてもらうか」

　俺とルーティは話しながら廊下を歩く。

「ん、何か騒がしい」

　ルーティが首を傾かしげて言った。

　どうやら猟師と一緒に食料調達に出ていたゴールド達が帰ってきたようだ。

　だがずいぶん早い。狩りをするなら普通夕方まで戻らないものだが。

　俺とルーティは城門へと向かった。

「ギデ坊!!」

　猟師は俺を見るなり肩を怒らせ駆け寄ってきた。

「勘弁してくれ！　ゴールドのやつと一緒じゃ野ネズミ１匹だって獲とれやしないぞ!!」

　猟師の剣けん幕まくを見て、俺は事情を察した。

「ゴールドが指示に従わなかったのか？」

「ああそうだ！　威張りくさって気配も隠さないもんだから、動物に逃げられちまったよ！」

　ゴールドの方を見ると、不機嫌そうに腕を組んでいる。

　改善は難しそうだな。

「分かった、明日あしたからは父さんに頼むよ。あと俺の走竜も一緒に連れて行くといい」

「走竜だと!?　猟犬ならぬ猟竜ってか!!　だが俺の言うこと聞くのか？」

「賢いやつだよ、あと猟犬じゃなくて護衛な。ここらへんにどんなモンスターがいるかまだ分かってないんだから。走竜はプライド高いから猟犬扱いされると怒るぞ」

「おお、そうか。しかし走竜か……うへへ」

　猟師はすっかり機嫌を良くしたようだ。ゴールドの件くだんの不満はこれで大丈夫だろう。

「だがまぁ、俺はギデ坊が一緒に来てくれるのが一番なんだが。お前さんとなら食料問題なんてすぐに解決してやれるのに」

「俺が今ここを離れるわけにはいかないだろう？」

「分かってる、ギデ坊は猟師になれば国一番の腕利きになれたのにもったいねぇなぁ」

　猟師は昼飯をもらってくると言って立ち去った。

　ふぅ、さて次は……ゴールドか。

「ゴールド」

　俺が呼びかけると、ゴールドはじろりと俺を睨にらんだ。

「なんだ」

「なんだって……猟師の護衛は旨うまくいかなかったようだな」

「俺は上級加護持ちだぞ、なんで猟師なんぞの命令を聞かなければならないんだ」

「……そうか」

「説教ならいらん」

「いや、慣れない仕事をさせているんだ。ゴールド以外にも旨くいってない者はいる、どのみち今日の状況を見て配置換えをするつもりだった」

「俺が仕事のできないノロマだと？」

「そうは言っていないだろ、慣れていないと言ったんだ」

　ゴールドのこめかみに青筋が浮かんだ……が、そこでゴールドは目をつぶり息を吐き出した。

「そうだな、獣を追う仕事なんて俺には向かなかった。なぁギデオン、俺に訓練を任せてくれ、彼らを魔王軍に立ち向かえる勇敢な兵士に鍛えてみせる」

「昨日も言った通り訓練よりも優先すべきことがある、悪いがそれは許可できない」

「だったら俺は何をすればいい！」

「井戸掘りを頼もうと思う」

「い、井戸掘り？」

「ああ、古井戸があるんだが長年使われていなかったから涸かれてしまっているようなんだ。籠ろう城じようするなら井戸はどうしても必要だ」

「なぜ俺が」

「魔法の力と戦士としての屈強な肉体を持つゴールドなら適役だと思ったんだが」

「断る！　俺はこの村の英雄だぞ！　その俺に井戸を掘れなどと……」

「そうか」

　俺はあっさりとゴールドのワガママを認めた。

　ゴールドは毒気を抜かれてポカンとしている。

「ならばあとは見張りの仕事か。もし魔王軍が近づいてきたら知らせてくれ、危険な仕事だがゴールドなら大丈夫だろう」

「あ、ああ……」

「となると……やはり井戸は俺がやろう」

「お前が井戸掘りだと!?」

　ゴールドが驚き叫んだ。

　俺とゴールドの様子をうかがっていた村の人達も驚き、顔を見合わせている。

「俺は魔法こそ使えないが、加護レベルは十分高い。井戸での作業も適役だろう」

　そう言って俺は肩をすくめた。

　ゴールドはなにか言いかけていたが……結局何も言わず、俺をにらみつけると見張りの仕事のため城壁へと登っていった。
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　俺とルーティ、そして走竜とハーフエルフの『精霊使い』が古城の井戸の周りに集まった。

「頼むぞ」

　俺は走竜の首を軽く叩いて指示を出した。

「ギャウ！」

　走竜は力強く吠ほえると、井戸の側に立ち大きく息を吸い込んだ。

　走竜の胸が膨れ上がる。

「ボフゥゥゥ……！」

　走竜の口から強烈なブレスが吹き出し、井戸の中に炸さく裂れつした。

　枯れ葉と土煙が井戸の口から巻き上がり、俺達は慌てて後ろに下がる。

「すごい」

　ルーティが感嘆して、走竜の頭を撫でた。

「換気完了、有毒ガスが溜たまっていたとしてもこれで大丈夫だな」

　走竜は他の竜種のように火や電撃などのエネルギーブレスは持たないが、爆発的な空気を吐き出すブレス能力自体は持っている。

　野生の走竜はこれで鳥を落として狩りをしたりするらしい。

「よくやったな走竜」

「ギャウ」

「ん、どうした？」

　なんだか走竜が不満げだ。
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「お兄ちゃん、この子の名前は走竜じゃない」

「ルーティ、名前が分かったのか？」

「うん」

　ルーティは頷うなずいた。

　どうやら、あれからもルーティは走竜の名前を特定しようと頑張っていたようだ。

「シルク」

「ギャギルー！」

　走竜が嬉しそうにルーティの周りを走り回っている。

　シルクという名前だったのか。

「シルク」

「ギャウ！」

　俺が名前を呼ぶと、シルクは元気よく返事した。急いでいたとはいえ名前を忘れていたことは申し訳なく思う。

　お詫わびに肉を与えると、シルクは機嫌よく俺の身体に額をこすりつけた。

「走竜って人懐っこいんだな」

　ハーフエルフはそう言いながら、恐る恐る走竜に手を伸ばした。走竜に触れるのは初めてなのだろう。シルクの顔にいたずらっ子のような表情が浮かんだ。

「ギャウ」

「うわっ!?」

　シルクが不意にハーフエルフの顔をベロリと舐なめた。

　驚いたハーフエルフは尻もちをついた。

「ギャウギャウ♪」

　シルクは楽しそうに笑っている。呆ぼう然ぜんとしていたハーフエルフも、つられて笑い出した。

　俺達はそうして少しの間楽しい時間を過ごす。

「そろそろ井戸の中の土つち埃ぼこりも収まったようだな」

　ハーフエルフが井戸を覗き込んで言った。

「よし、じゃあ降りてみよう」

　俺もうなずき、ロープを垂らす。俺達３人はロープを伝って井戸の底へ降りた。

「どうだ？」

　ハーフエルフは井戸の地面に両手で触れ、目をつぶって精霊の気配を探った。

「水は２メートル半くらい下だな。だが、あれだけの人数が使う井戸として利用するなら３メートル近くは掘る必要がある」

「思ったより深いな」

「しばらく使われなかったにしては浅い方だよ」

「ありがとう、助かった」

　地上に戻ると、ハーフエルフは村へと帰っていった。

「お兄ちゃん、どうする？」

「頑張るしか無いな」

　約３メートルの穴掘り。

　地上ならそう大変なものでもないが、井戸だと重労働になる。

　狭いせいもあるが、何より問題なのは掘り返した土をはるか頭上にある井戸の外まで運ばなければならないことだ。だが、飲み水はどうしても必要だ。

　川もあるが城壁の外を流れており、もし魔王軍が攻めてきて籠城するとなったときに使うことができず致命傷となる。

「よし、やるぞ」

「えいえいおー」

「キュイキュイギャウ！」

　俺達２人と１体は威勢よく声を上げて作業へ取り掛かった。
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　暗い井戸の中。ジメジメとした空気は、ここの下に水があるという証拠だろう。

「ふぅ……上げてくれ」

　俺がロープを軽く引いて知らせると、「ギャウ」とシルクが反応した。

　走竜の力強い脚でロープが引っ張られ、土を詰め込んだ麻の袋がスルスルと昇っていく。

　もう１つの袋にも土を詰め、同じように合図する。

　こちらもグイッとロープが引っ張られ、土が入った重い麻の袋が持ち上がっていく。

「もうこれほどの力があるとは」

　このロープを引っ張っているのはルーティだ。

　少女の細腕で引っ張り上げられるような重さではないのだが、ルーティの加護はゴブリンどもを倒したことでここまで成長していたようだ。

　すでに村の大人達にも負けないくらいの力がある。

「村でルーティより強いと言えるのは、もうゴールドくらいか」

　そのゴールドを越えるのもすぐだろう。

『勇者』ルーティは特別だ、いずれ誰よりも強くなる。

「……おっといけない、手が止まっていた」

　ルーティが頑張っているのに俺がサボっているわけにはいかない。俺はスコップを持つ手に力を込め、井戸を掘り進めた。

　その時。

「おーい」

　頭上から声がした。

「ルーティちゃん、何やってるんだ？」

　村の人の声だ。

「井戸を掘ってる」

　ルーティは淡々と答えた。

「井戸って……下で作業してるのは誰なんだ？」

「お兄ちゃん」

「ギデオンさんが!?」

　他の足音も聞こえる。休憩をとっていた村の人達だろう。

　上に戻って俺が応対しようとも思ったが……。

「うん、お兄ちゃんが下で作業している」

　ルーティが答えているのを聞いて、任せてみることにした。

「こんな重労働、他のやつに任せればいいのに……」

「重労働だから一番力のあるお兄ちゃんがやる」

「それはそうかもしれないが、ギデオンさんは騎士様なんだから」

　さて、ルーティはどう答えるか……。

「お兄ちゃんは騎士だけど、この村のために戦っている１人であることに違いはない。お兄ちゃんも私も最善を尽くしている。自分だけ楽をしようなんて思っていない」

　そうルーティが言い終わると、ロープが上へと引っ張られていく。

　やがて井戸の外へ土の入った麻の袋が取り出される。

「な!?　ルーティちゃん、そんな重いもの１人で持ち上げたのか!!」

「うん、お兄ちゃんの手伝いが少しできるようになった」

「……そうか、偉いな」

　そう言って村の人は黙ってしまい、井戸の側から立ち去ったようだ。

　ルーティは上手くやってくれた。すぐに効果があらわれるだろう……。

　30分後、再び人が集まってくる気配がした。今度は数も多い。

「おーい、ギデオンさん、ルーティちゃん、俺達にも手伝わせてくれ」

　声がした。井戸を覗のぞき込む村の人の顔が見える。

「力自慢を集めてきたんだ！　交代しながらやろう！」

「ありがたい申し出だが、もとの仕事は大丈夫なのか？」

　俺は頭上に向けて声を張り上げ言った。村の人は首を振る。

「大丈夫だ！　各持ち場から１人ずつ選んで集めてきた！　仕事は遅れない！」

　よし。

「ありがとう！　じゃあ今から説明しに戻る！」

　俺はこの状況を狙っていた。古城に着いてからこの２日間の行動は、そのためにあったのだ。俺は井戸の外へと上がり、６人の村の人達に詳しい説明をする。

　全身を泥で汚した俺の姿を見て、６人はますますやる気を出したようだ。

　彼らが代わってくれたことで、俺とルーティとシルクは作業を見ながら少し休憩することになった。

「お兄ちゃん」

「よくやったなルーティ」

「うん」

　ルーティは嬉しそうに笑っている。

　俺達の行動の目的には仲間を増やすということもあった。

　村の人達にとって、俺は村を出た王都の騎士であり、ルーティは得体のしれない加護を持つ異端の少女だ……ルーティが『勇者』の加護を宿しているだけの可愛かわいい普通の少女だと知っている俺からすると心外なのだが。

　そんな俺達がいくら声をかけても、村の人達はふとしたきっかけでも俺達の指示を無視するようになる。それを防ぐ為ために村の人達の一員と思われる必要があったのだ。

　井戸の方を見れば、村の人達が３人がかりでロープを引っ張っている。

　最初は掛け声で引っ張っていたが、途中から歌で調子をあわせるようになっていた。

「のこぎり山の麓ふもとには・♪　アンゲル爺じいさんのニワトリが・♪」

　アンゲル村に昔から伝わる歌だ。村の人達の間には笑みすら浮かんでいた。

　村を奪われたという絶望は少し遠くなったようだ。
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　２日後。

「水だぞー!!」

　村の人達の歓声が古城に響いた。井戸が復活したのだ。

　桶おけに汲くまれた透き通った水を、村の人達が回し飲みしている。

　村を出てから６日目の快挙だった。ここらで一度、緊張を緩めておくか。

「みんな、聞いてくれ」

　俺の言葉に井戸の周りに集まった村の人達が一斉に振り向く。

　その目にはもはや不信の色はない。

「みんな、村を追われて不安な中よく頑張ってくれた。古城の整備もまだやるべきことはあるけれど、ひとまず生活できる環境が整った。窮地は脱したと言っていいだろう」

「おおっ！」

「張り詰めた糸は切れやすい、人間も同じだ、ここらで一旦緩めたい。これから村長に明日あした１日全員休養することを提案しようと思う」

「「「休みだ!!」」」

　古井戸の復活という達成感と休日という解放感。

　村の人達は今だけは戦争中であることを忘れ、心から笑うことができるだろう。

　指揮官である騎士にとって、兵士達の心身の健康をどう保つのかというのは重大な課題だ。兵士でもない村の人達ならなおさら。

　軍というのは弱い兵を基準に考えるべきなのだ。

「ギデオン!!」

　怒声がした。向こうから早足で歩いてくるのは『魔法戦士』ゴールド。

　弱者を基準にするという軍の考え方を、生まれつき強いゴールドが理解するのは難しいだろうなぁ。ゴールドの表情からは不満が窺うかがえた。

「ギデオン、井戸から水がでたそうだな」

「ああ、みんなの協力のおかげで思ったより早くできたよ」

「ご苦労なことだ、そんなことよりも明日は休むという話が聞こえたが」

「うん、これから村長に提案しに行こうと思っている」

「なぜ休む必要がある！　今の状況を分かっているのか？」

「分かっているよ、できればゴールドも一緒に村長のところへ行ってくれないか？　この村の英雄であるゴールドが言えば村長もすんなり頷うなずいてくれるだろう」

「ふざけるな!!」

　空気が震えるほどの怒声。

　村の人達はビクリと肩を震わせ、何事かと俺達の方を見た。

「休んでいる暇があるのなら訓練しろ！　武器を作る鍛冶場を作れ！」

「ゴールドの言うことも分かるが、みんなよくやっている。井戸ができたおかげで魔王軍が来ても安心して籠ろう城じようできるようになった。成果を喜ぶ時間も必要だよ」

「それが英雄のやることか！　どんな苦痛にも耐え、最後まで心折れず戦い続けることが英雄だろう！」

「だが井戸を掘り、誰もが水を飲めるようにしたのはここにいるみんなだ。英雄を自称するお前じゃない」

「な、それはお前が……」

「井戸のことは重要な仕事だった。だから最初はゴールドに頼むと言ったろう、それを断ったのは誰だ」

「くっ……」

「それにゴールド、こういうことは二度とするな」

「……どういう意味だ」

「俺達の方針が食い違っていたら、みんなが不安になるだろう。次から文句を言うときは誰もいないところに連れて行ってから言え。英雄なら周りのことも考えろ」

　俺はゴールドに周りを見るように言った。周囲の村の人は不安そうに俺達の様子を見ている。ゴールドも理解したようで、きまりの悪そうな表情を浮かべ黙った。

「……ギデオン、俺だってこの数日遊んでいたわけじゃない」

「そりゃ知ってるよ、見張りも大切な仕事だ」

「そうじゃない、今に見ていろ。この村を救うのはこの俺なんだ」

「村が救われるのなら、誰が救ったっていい。俺達の敵は魔王軍だろう」

「そんなことは分かっている、俺は俺の信じる方法で村を救ってやる」

　ゴールドはそう言い捨てて立ち去った。

　その背中に俺は向こう見ずな危うさを感じてしまうのだった。
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　翌日。村を出てから７日目。今日はお休みの日。

　私とお兄ちゃんは古城の近くの小川へとやってきていた。

　私はルーティ、お兄ちゃんの妹だ。

「ルーティも休んで良かったんだぞ」

「大丈夫」

　私は首を横に振った。

　お兄ちゃんと一緒なのだから、常に私の心も身体もパーフェクト。

「よし、それじゃあ基礎を教えようか」

　お兄ちゃんは私に木ぼつ剣けんを手渡した。

　今日、お兄ちゃんと２人っきりでここに来たのはこのためだ。

「剣術には種類がある。兵士の剣は学びの剣、騎士の剣は術理の剣だ」

「どういう意味なの？」

「兵士は先人の技をそのまま使って相手を倒す剣術を学ぶ。短い時間で身につける剣ならそれがベストだろう。だが騎士の剣は先人の技を分解しその術理を知って自分の技とする。これから旅立つルーティにも時間はないが、それでもルーティには騎士の剣を身につけて欲しい」

「騎士……つまりお兄ちゃんの剣術？」

「そうだ」

「分かった」

　私の胸が高鳴った。遠くに行ってしまったお兄ちゃん。

　それが今は私の目の前にいて、お兄ちゃんのことを私に教えてくれようとしている。

　こんな幸せなことがあるだろうか。

「では、実際に剣を振ってみよう」

「うん」

　それからお兄ちゃんとの剣術の稽古が始まった。

「どんなに疲れても、切っ先を動かして防御してはダメだ、柄つかが身体の前にあると受けた相手の剣が自分の身体へと向かってくる。手元を動かして相手の剣が外へ流れるようにするんだ」

「こう？」

「そうだ上手うまいぞ。敵の剣を外へと受け流し、自分の剣を内へと潜り込ませることを心がけるんだ」

　お兄ちゃんの教え方は丁寧だ。

　腕の位置、脚の位置までしっかりと教えてくれた。

「これだ、この角度が一番腕に力が入るんだ。この角度さえ保っていれば、ルーティの剣はドラゴンの鱗うろこだって両断できる」

「うん」

「常に先手を取るべし、と多くの人は言うけれど、この先手というのはただ先に攻撃すればいいという意味じゃないんだ。相手の手の内を予測し、戦いの主導権を握る動きをする。それが先手なんだ」

「先手を取る」

　お兄ちゃんの剣術は最初に言った通り、理論を重視していた。

　あらゆる動きに理由があり、状況が違えば別の動きを組み合わせて最適化する。

　普通なら１日で憶えられるものではないのだろう。

　でも私ならできる。

　それは『勇者』だからではない、教えてくれるのがお兄ちゃんだからだ。

　私はお兄ちゃんとの思い出は、会話の一字一句まですべて記憶している。

　今日の訓練も幸せな記憶なのだ、忘れるわけがない。

「すごいな、いろんな部下に剣を教えたけれど、ルーティほど上達するのが速いヤツはいなかった」

　お兄ちゃんに褒められた。

　すごく嬉うれしい。

　私はもっと褒められたくて、一生懸命に練習した。

「そろそろいい時間だな」

　気がつけば太陽は随分地平線に近くなっていた。

　時間を忘れて楽しんでしまった。

「ルーティはがんばり屋だな」

　お兄ちゃんは嬉しそうにそう言って、私の頭を撫でた。

　私はただお兄ちゃんと一緒に居られるのが楽しかっただけなのに、嬉しいな。

「手のひらを見せてくれ」

「うん」

　お兄ちゃんは私の手を取った。

　お兄ちゃんの体温が伝わってきてドキリとする。

「やっぱり手のひらの皮が破れてるな」

　１日中慣れない木剣を振り回していたのだから、手のひらの皮は破れて当然だ。

　悲しそうな顔をしているお兄ちゃんを安心させようと、私は笑おうとする。

　だけど私は笑うのが下手らしい。

　村の人はもちろん、お父さんお母さんからも私は表情がない子供だと思われている。

『ルーティの笑顔はいつ見ても可愛かわいいな』

　お兄ちゃんだけは、私が笑っているのに気がついてくれる。

　私はそれで十分だった。

　この世界で、お兄ちゃんさえいてくれれば他には何もいらない。

「ちょっとしみるだろうけど、川で傷口や身体の汚れを洗ってきてくれないか？　戻ってきたら薬を塗るよ」

「分かった……お兄ちゃんは一緒に入らないの？」

「俺は誰も近づかないよう見張っておくよ。ルーティの可愛い手に薬を塗った後で体を洗うつもりだ」

「そう」

　残念。

　お兄ちゃんと一緒に川遊びがしたいという言葉をぐっと堪こらえて、私は川へ向かった。

　私は肌着姿になって川に身体をひたした。

　ここは外だが、お兄ちゃんが見張っているといったのだから心配はない。

　お兄ちゃんはすごいのだ。

「冷たい」

　でも気持ちいい。

　酷使した身体の火照りも、べっとりとした汗も川の流れと一緒にどこかへ行ってしまったようだ。

「……？」

　本当に疲れや痛みが消えてしまった。

　ゴブリンを倒し、『勇者』の加護が成長したことで回復力が上がったようだ。

　私は強くなっている。

「強くなれば、お兄ちゃんとずっと一緒にいられるかな？」

『勇者』であることを望んだことは一度もなかったが、もしお兄ちゃんの役に立てて、お兄ちゃんがやりたいことを私が手助けできるようになれば……そうすれば私はずっとお兄ちゃんと一緒だ。

　そう考えれば、『勇者』であることも少しは良いことだと思えた。

「そうなったら嬉しい、とても素敵」

　冷たい川の水を感じ、白い雲の流れる空を眺めながら私はそう呟つぶやいたのだった。
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　日暮れ。ルーティの剣術訓練を終えた後、古城に戻った俺はシルクに餌をやっていた。

「今日はゆっくり休めたか？」

「ギャウ」

　竜種は無理をさせれば、死ぬまで無理ができる種族だ。

　プライドが高いこともあり、弱っているところを隠そうとする性格の個体も多い。

　だからパートナーがちゃんと休ませてやることが大切だ。

「シルクのおかげで助かっているよ、ありがとうな」

「ギャウ」

　シルクは目を細めて俺の身体に額をこすりつけた。

　時間がなかったので一番良いと薦められた走竜のシルクをそのまま買ったのだが、本当に良い買い物をした。シルクは素晴らしい名竜だ。

「ギデオン」

　俺の名を呼ぶ声がした。振り返ると、そこには父さんと母さんが立っていた。

「父さん、母さん、どうかした？」

「いや……お前が走竜の世話をしているのが見えたから手伝おうかと思ってな」

「手伝うって、走竜の世話をした経験があるの？」

「ええ、昔ちょっとね」

　父さんと母さんは走竜の寝床を掃除しはじめた。

　最初は動きに戸惑いがあったが、やっているうちに思い出したのだろう、すぐに手慣れた動きになる。

「憶おぼえているもんだな」

「ええ、そうね」

　３人だと作業はすぐに終わった。

　俺達は、横たわってあくびをしているシルクを眺めながら地面の上に腰を下ろした。

「……親子だというのに、こうしてゆっくり話すのは７日目になって初めてか」

「そうだね」

「悪い親だな、お前と喧けん嘩かしたあの日からずっとそうだ」

　父さんはそう自嘲した。

「……父さんと母さんが昔走竜を扱ったことがあるとは知らなかったよ」

「冒険者をやっていた時にな」

「走竜を扱う冒険者は珍しいと思うけど」

　俺がそう聞くと、２人は楽しそうに笑った。

「あの頃、私とお父さんのパーティーリーダーが小さなキャラバンもやっていたのよ。私達もキャラバンを護衛しながら旅をしていたわ。その時、私達のキャラバンには、リリーとボッチっていう名前の２体の走竜がいたの」

「あの頃の母さんは旅の役者もしていたんだ。王都で公演したこともあるんだぞ」

　２人は冒険者時代の話をした。

　それは、盗まれた宝石を取り戻す冒険だったり、病人のために危険な場所に生えている薬草を採りに行く冒険だったり、この世界ではありふれた冒険だった。

　ありふれていたが……それは父さんと母さんの青春であり人生だった。

「……ギデオン、あなたとこういう話をするのは初めてね」

「そうだね、もっと早く話してくれても良かったのに」

　母さんは「ふぅ」と息を吐いた。

「そうね、私達もそうするつもりだった。あなたが生まれる前はね。きっと私達の子供だから冒険好きに決まっている。危ないことをしようとしてたくさん叱ることになるだろう。それでもいつか旅立つだろう。その時に私達の冒険の話をして送り出そうって……そんな話をしていたわ」

「……少し意外だな」

「でも生まれてきた子供は、私達が思っていたよりずっと出来た子供だった。ギデオンもルーティも……私はあなた達が怖かった、あなた達を見ていると私なんて必要ないんじゃないかって思えてしまって、私が親であることを否定されている気がしたの」

　母さんは目を伏せてそう言った。

　父さんはそんな母さんの肩を抱いて、俺を見る。

「ギデオンとルーティの運命は、平凡な加護しかもたない俺達とは違うのだろうな……俺と母さんは特別なお前達とどう接していいのか分からなかった……12年前、６歳だったあの日のお前は、俺よりもずっと立派な人間に見えたんだよ」

　俺の加護『導き手』は勇者の旅立ちを守る役割を持つ。

　そのために初期加護レベル＋30というスキルを持っていた。

　だが勇者が成長するまでという条件を考えると、それだけでは足りない。

　おそらく、俺の自我の発達が異常に速かったのは『導き手』の影響だろう。

　ルーティが生まれた時、俺は２歳だったが、すでに自分の周囲のことを理解していたし、自分の感情を大人のようにコントロールできるようになっていた。

　子供には何をしてもかんしゃくを起こして泣き出す反抗期があると聞かされていた母さんは拍子抜けしたことだろう。

　そして次はあまりに手のかからない俺達を不気味に思ったのだろう……。

　でもそれは仕方のないことだ。

『導き手』は『勇者』が親から愛されなかった可能性にも対応できるように作られている。加護を作った神は、『勇者』が、周囲から孤立する可能性のあるものだと理解した上で『勇者』の加護を作ったのだ。

　父さんと母さんが俺達を愛せなかったのは、神も想定していた事態だった。

　だから俺は気楽に笑ってこう答える。

　俺の感情を伝えたところで２人を苦しめるだけだろうから。

「俺とルーティをここまで育ててくれたんだ、２人には十分愛してもらえたよ」

「……やはりお前は出来すぎた息子だな」

　俺の言葉に、父さんはそう言って力なく笑った。
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　翌日の朝。村から出て８日目。問題が起きた。

　俺は城門前の広場へと駆け込んだ。

　集まっていた村の人達は、俺の顔を見るとあからさまにホッとした様子だった。

「おはようギデオン」

「ゴールド！」

　そこにいたのは『魔法戦士』ゴールド。そして後ろにはゴールドと仲の良い村の若者達。

　彼らはみな、鋼の剣を携えていた。

「その剣はどうした」

「くくっ、どうだギデオン。あんたが手に入れられなかった鋼の武器も俺ならこうして用意できる」

「それをどこから持ってきたのかと聞いているんだ」

「あのエルフどもの集落だ。あんたが休んでいる間、俺はあの集落を調べていた。鍛冶場も武器も食料も、あそこにすべてあるじゃないか」

「それはハーフエルフ達の物だ、どうやって譲ってもらった」

「どうやって？」

　ゴールドは傲ごう慢まんに笑った。

「俺達が魔王軍と戦ってやろうというんだ、協力するのは当然だろう」

「奪ったのか！」

「徴発したと言うべきだな」

　ゴールド達はハーフエルフの村から武器を奪ってきたのだ。

　もちろん、そんな権限が俺達にあるわけがない。

「奪ったものをすべて返せ」

「は？　何を言っている。武器は使うためにあるものだ。山奥で隠れて暮らしていたエルフどもより、英雄たる俺が使ったほうが有意義だろう」

「お前が英雄だろうが何だろうが友人から盗むことは許されない、今すぐ返せ」

「む、む……」

　俺の様子を見て、ゴールドは思わず口をつぐんだ。

　俺が本気で咎とがめているのだと理解したのだろう。

　ゴールドの手が剣の柄つかに伸びたのを見て、俺も剣の柄に手を伸ばす。

「ゴールド、本気か？」

「ギデオン……俺は上級加護持ち、『魔法戦士』ゴールドだ、お前なんか恐れちゃいない」

　一触即発だ。

「待ってください！」

　慌てて飛び出してきたのは村長だった。

「仲間同士で戦って何になりますか！　どうか止めてください！」

　ゴールドは一瞬ホッとした表情を見せ、剣の柄から手を離した。

　それを見て、俺も剣の柄から手を離す。

「村長、これらはゴールドが盗んできたもので本来はハーフエルフ達のものだ、今すぐ返却し謝罪しなければならない」

「はぁ、まぁ、そうなのでしょうが」

　村長の言葉は歯切れが悪い。ゴールドを見ると、口元にニヤニヤと笑みを浮かべていた。

　なるほど、今回のことはすでに村長も了承していたのか。

「ギデオン、あんたは村のやつらを味方につけようとしていたようだが、俺から言わせれば無駄なことだ」

「…………」

「戦いでもそうだが、狙うは最も力のある者、この場合は権力者。村の奴やつらがどう思おうが、村長の考えこそが村の考えだ」

「大人しいと思っていたら、村長に取り入っていたのか」

「もともと村を捨てたあんたは村長から信用されてなかったんだ」

　ゴールドの言葉に村長は俺から目をそらしながら、

「いえ、そのようなことは……ギデオン殿のことは大変頼りに思っているのですが、ええ、やはり外の人間には我々の村への思い入れなど汲くみ取っていただけないところがあるかと」

　と、ぶつぶつ言い訳している。これが村長の性格なのだろう。

　面と向かって対決することを嫌い、窮すると誰かの意見に流される。

　それに俺の存在が村のリーダーという立場を危うくすると考えた様子もある。

「というわけだギデオン、ここは俺の言葉に従ってもらおう。これがアンゲル村のやり方だ」

「アンゲル村のやり方か」

　俺は勝ち誇るゴールドから視線をそらし、周りにいる村の人達へと目を向けた。

　村の人達は戸惑っているが、村長とゴールドに対して反論するようなそぶりはない。

　村という小さな共同体の中で、村長とは独裁者でもある。

　話し合いは行われても、すべての最終的な決定権は村長にあるのだ。

「みんな、俺の話を聞いて欲しい」

　俺は村の人達１人１人を見て言った。

「俺達は村を奪われ厳しい状況にある、不安な気持ちがあるのはよく分かる」

「ギデオンさん……」

「だけどゴールドと村長がやったことは俺達から村を奪った魔王軍と同じだ。罪もない相手から奪い、ああして笑っている」

「それはそうだけど……」

　村の人達の表情が罪悪感で曇った。

「お兄ちゃん！」

「ルーティ！」

　城門の向こうからシルクに乗ったルーティが走ってきた。

　ルーティは広場に飛び込み、俺の前で止まる。

「ハーフエルフの村を見てきた」

　走竜を駆るルーティの凛り々りしい姿は、人の目を惹ひき付ける力があった。

「あれがルーティちゃん？」

　その場にいるすべての人の視線がルーティに集中する。

　ルーティが何を言うのか、その言葉に耳を傾ける。

「ゴールド達は武器を奪う時、抵抗した２人のハーフエルフを傷つけた、私が〝癒いやしの手〟で治療しなければ死んでいたかも知れない」

　村の人達が息を呑のむ、そしてゴールドを見た。

　その視線は村の英雄に向けるものではなく、村を荒らす怪物に向ける視線と同じだった。

　さすがのゴールドもたじろぎ、気勢が削そがれた。俺もルーティの言葉に続く。

「これでも俺達は魔王軍とは違うと言えるのか？　いや、魔王軍だって仲間を裏切ってはいない、ゴールドのやったことは魔王軍以下の行為だ。もしゴールドと村長の悪行をこの村が認めるというのなら、俺は走竜騎士としてこれ以上みんなと一緒には戦えない」

「それはもう私達を守らないということなの!?」

「ああ」

　ざわざわと騒ぐ村の人達。

「ついに馬脚を現したなギデオン！　あんたはこの村のことなんてどうでもいいんだ！　いいさ、またどこかへ行ってしまえ！　ここには俺がいるのだから！」

　ゴールドは俺へと言うより、騒ぐ村人に言い聞かせるように叫んだ。

　だが。

「それは違う」

　落ち着いた声がした。

「イーサン・ラグナソン……！」

　ゴールドが声の主をにらみつける。

　発言したのはイーサン・ラグナソン、父さんだった。

「ギデオンは邪悪な者のためには戦えないと言っているんだ」

「だ、黙れ！」

「俺も同じ気持ちだ。お前のやったことは許されることではない、もしこの邪悪がまかり通るのなら、俺もギデオンと共にこの村を捨てよう」

　古城から他の村人達も外に出てきた。その中にはタップもいる。

「おいらも同じ意見だ！　見損なったよゴールド、あんたのやったことはただの強盗じゃないか」

　父さんもタップも、村の中では戦闘能力が高い側にいる人間だ。

　この２人が離脱するということは、村の戦力は激減することになる。

「タップ」

　タップの父親である牧場主ケントさんがタップの肩を掴つかんだ。

「ごめんよ父ちゃん、でもおいらは魔王軍の同類にはなりたくない」

「いや俺も同じだ」

　ケントさんは豪快に笑った。

「なぁイーサン！　俺達は良いせがれに恵まれたな！」

　それからケントさんは村長をギロリと睨む。

「俺と牧場のヤツらも村を出る」

「け、ケント、貴様!!」

　村の有力者であるケントさんの言葉で流れが変わった。

「俺も！」「あたしも！」「魔王軍と同類なんてごめんだ！」

　もはやゴールドと村長に従う者はなく、村長は村の人達の反逆に衝撃を受けながらゴールドに武器の返却を命じた。屈辱で顔を赤くしたゴールドは震える手で武器を捨てる。

　俺達は武器を拾い集め、俺とルーティと父さんと母さんの４人でハーフエルフの村に武器を返しに行った。

　ルーティの活躍で傷ついた者も癒されていたこともあり、ハーフエルフは謝罪を受け入れ、今回の件を水に流してくれることとなった。

　無事一件落着だ。




　　　　＊　＊　＊




　古城への帰り道でのことだった。

「これで村長は失脚した、村の全権はほぼお前が握ったことになる」

　父さんが小声でそう俺に言った。

「別にそういうつもりじゃ」

「いやギデオン、お前に邪心がないことは分かっている。お前は村を救うための最善の行動をとっているだけだ……俺はただ１つだけ伝えたいことがある」

「伝えたいことって？」

「俺はやっぱりお前達２人の力が恐ろしい、俺達なんかが親であることが今も不安だ。でもな、こういう状況になって、お前達ですら死ぬかも知れないと考えてやっと分かったよ」

　父さんの目から涙が１つこぼれた。

「それでも俺は親だったんだ。お前達のためならばこの村を捨ててもいいと、命さえ投げ出してもいいと本気で思えた。なんだかそれが今更嬉しくてな」

「父さん、母さん……」

　母さんもうつむき泣いている。

「ギデオン、ルーティ、俺達は良い親ではなかった……俺達は弱いから。でも俺達はなにがあろうとお前達の味方だ、それだけは、どうしても伝えたかった」

　２人の言葉に、俺は何も言うことができなかった。

　ただ、俺達の間に流れるその時の空気は穏やかで優しいものだった……少なくとも俺にはそう思えたのだった。




　　　　＊　＊　＊




　翌日。

「お兄ちゃん！」

　ルーティが部屋へと駆け込んできた。

「どうした？」

「ゴールドが……逃げた！」

　立場をなくしたゴールドと仲間達、そして村長は夜のうちに古城から逃げ出していた。

　しかもゴールド達は古城から食料を持ち出し、ハーフエルフの村から武器を盗んでいったのだった。




　　　　＊　＊　＊




　それから１週間。村を出てから16日目の朝。

「お兄ちゃん、朝ごはんできたよ」

　倉庫で物資の在庫を確認していた俺をルーティが呼びに来た。

「ん、今行くよ」

　俺は作業を中断してルーティのところへ向かう。

「今日のご飯はなんだって？」

「ベリーとゴートヨーグルトのクレープと、きのこシチュー」

「美味しそうだな」

　俺とルーティは食堂へと移動する。

「おはようギデオンさん、また朝から仕事してたんですか？」

「ルーティちゃんもおはよう、今日もお兄ちゃんの手伝いかい？　偉いね」

　食堂に現れた俺達に、村の人達は気さくな様子で話しかけてくる。

「ギデオン君、食事が終わったら走竜のことで相談したいことがあるんだが」

「分かった、食後はそちらに向かうよ」

　ゴールドのやつが食料と武器を奪って逃げ出したあと、俺とルーティは、物資を手に入れるため古城の周囲の探索に出た。鉱山の近くにあるこの古城。

　鍛冶場の跡地もあり、この城で武器が生産されていたのは間違いない。

　城壁が無事だったことから推測すると、この城に君臨していた王は降伏して城を敵に明け渡すという結末を迎えたのだろう。

　では、生産していた武器も明け渡したのか？

　そうではない。どこかに隠し、いずれ城を取り返す時のためにとっておいたはずだ。

　そう考え俺とルーティは探索を始めたのだが……結果は大成功だった。

　まず予想通り隠された武器庫があった。

　山の中にあった洞窟の奥には、数百年の時が経過しても錆さび一つ浮いていないウッドエルフが作った武具の数々。

　さすがに革製品はだめになっており、弓も腐ってしまっていたが、剣や槍やりは無事だ。

　金属製の鎧よろいもほとんどのパーツは無事で修理すればすぐに使えるだろう。

　兵士向けの量産品だというのに、その品質はどれも傑作だ。さすがは先代魔王と渡り合ったウッドエルフの遺産。またベリーなど食べられる植物の群生地も見つけた。

　これらは明らかに可食部が大きくなるよう品種改良されたもので、ウッドエルフ達が持ち込んだ物だろう。

　またさらに野生の走竜の群れも発見した。

　彼らもウッドエルフ達が城に連れてきた走竜の末まつ裔えいだ。

　野生の走竜は人間に懐くものではないと思っていたが、シルクの活躍で俺達の仲間になってくれた。

　いきなり群れのリーダーとシルクが喧けん嘩かを始めたときは何が起こったのかと慌てたが、シルクの俺を信じろと言わんばかりの落ち着いた声に任せてみようとなったのだ。

　今ではシルクをリーダーに、乗騎としての訓練を行っている。

　３体の走竜は猟師と一緒に狩りを行っており、これが素晴らしい成果を上げていた。

　おかげで食肉の供給も向上した。良質の武具、食料供給量の増加、さらに走竜。

　ハーフエルフの集落とは、あれから良好な関係を築いている。

　多数派であるアンゲル村の人々だが、ゴールドが迷惑をかけたという負い目から少数派であるハーフエルフ達を尊重し共存している。

　俺達をとりまく状況はすべて好転していた。

「……ゴールドのやつはどうしているだろうか？」

　食料と武器を持っているとはいえ、魔王軍が占領してしまったこの地から無事逃げ出せたのか……難しいだろうな。
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「ライトニングボルト!!」

　ゴールドの左手から稲妻が走り、２体のオークを焼き払った。

「でぁぁ!!」

　続けて側面から突っ込んできたオークの騎兵をすれ違いざまに右手の剣で斬り捨てる。

　たまらず落馬したオークを、ゴールドの仲間達が槍でめった刺しにしてとどめを刺した。

「ゴールドさん！　私達やれますよ！」

「当たり前だ！」

　ゴールドは獅し子しを思わせる獰どう猛もうな表情を浮かべ魔王軍のオーク達を睨にらんだ。仲間達の加護レベルは低いが、ゴールドを慕い村を捨てた者達だ。士気なら正規兵にも劣らない。

　そして自分が先陣を切って戦えば魔王軍に勝てる……そうゴールドは確信していた。

「危ない！」

　ゴールドに飛びかかろうとしたオークを後方から放たれた矢が射い貫ぬく。

「よい狙いだクラウディア」

「ありがとうございます！」

　クラウディアと呼ばれた桃色の髪の女性は嬉しそうに答えた。彼女はゴールドが最も信頼する仲間。『射手アーチヤー』の加護を持ち、ゴールドがモンスター退治に行くときも必ず同行していた。

『魔法戦士』ゴールドが前衛を受け持ち、『射手』のクラウディアが後衛から掩えん護ごする。

　基本的な戦術だが、近隣のモンスターで太刀打ちできたものはいない。

「さすがゴールド！　やはりお前こそが我が村の英雄だ！」

　村長は後ろの方で盾を構えて応援していた。村の英雄ゴールドの華々しい戦いを見て、興奮した様子だ。ギデオンのような余所よそ者ものに頼る必要など無かったのだ！　と。

「ちっ、あんなのに手間取ってるんじゃねぇよ」

　ゴールド達の健闘を見て、略奪品を載せた荷車に座っていた、顔半分を包帯で覆われたオークの部隊長が立ち上がった。

「き、貴様……!!」

　その姿を見てゴールド達は怒りで震えた。オークの部隊長は鎧も身に付けず裸のまま人間の女性を侍はべらせていたからだ。これから戦う姿には到底見えない。

「あぁん、いっちゃうの？」

「ぐへへ、すぐに終わらせてやるよ、そしたらまたヒィヒィ泣くまで可愛がってやるぜ」

　女性の胸を乱暴にまぐさり、頬ほおをべろりと舐なめた。女性の媚こびた表情の裏には嫌悪感がある。彼女は死にたくないからオーク達に媚こびを売り必死に奉仕しているのだ。

「この外道!!」

　クラウディアが矢を放つ。狙いは正確だった、だが。

「慌てるな、お前もあとでたっぷり可愛がってやるからよ」

「う、嘘うそ……!?」

　オークの部隊長は右手で飛んできた矢を難なく掴つかみ取った。クラウディア達は絶句した。

　相手は不真面目そうなオークの部隊長……しかしアレですら自分達とは隔絶した戦力差があると見せつけられた。ただ１人、ゴールドだけが恐れること無く剣を構える。

　オークの部隊長は抱えていた女性を乱暴に突き飛ばし、地面に抜き身のまま転がっていたサーベルを手にした。しかし、その２人の間に黒い影が立ちふさがる。

「待て、その人間は我が相手をしよう」

　空から飛来したのは、ワイヴァーンに騎乗したウィンドデーモンの将軍。

「か、閣下!?　こんなやつに何もあなたが出ることは……」

「相手は弱くとも英雄だ。貴様のみすぼらしい姿で勝負を汚すのは見るに堪えん」

　デーモンの騎士は長大なランスをゴールドに向けた。
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「我こそは魔王軍の四天王、風のガンドール様が直臣。魔王様より大隊を預かる風将八騎が一角ウィンドデーモン」

　名乗りを上げたデーモンの将軍にゴールドは心が滾たぎるのを感じた。

　あれこそギデオンが取り逃がしたこの地方を侵略する魔王軍の将。

　やつさえ倒せばこの地は救われ、ゴールドはギデオンを越えた真の英雄となる。

　これまでの屈辱もすべて過去のもの。

「俺はゴールド・ジョン！　アンゲル村の英雄ゴールドだ！」

　ゴールドは雄お叫たけびを上げ走った。

　飛竜ワイヴアーンに騎乗したウィンドデーモンはランスを構えて真っ直すぐ突っ込んでくる。

「魔の風よ竜を殺せ！　飛ひ墜つい確かく殺さつ！　サイカリバーン!!」

　翼で空を飛ぶ相手に絶大な効果を持つ風の魔法。

「勝った!!」

　その効果は風による拘束と斬ざん撃げきを同時に行う必殺の魔法……のはずだった。

「風の魔法で我に挑むとは笑止千万！」

　だがゴールドの魔法はウィンドデーモンの手前で制御を失った。

「馬鹿な！　何が起きたんだ!?」

　敵を拘束するはずの風は、ウィンドデーモンの身体に集まり追い風となってその勢いを増した。

「うおおおおお[image: !!!][image: !!!]」

　絶叫を上げながらゴールドは剣で迎え撃つ。

「憐あわれなり！」

「うぎゃあああ[image: !!!][image: !!!][image: !!!]」

　ゴールドの身体をデーモンのランスが貫つらぬいた。

　仲間達が息を呑のむ中、吹き飛んだゴールドは地面を転がり倒れる。

「ゴールドさん!!」

　クラウディアが呼びかけるが……血を流し、白目をむいて倒れているゴールドが答えることはなかった。

「部隊長」

「は、はい！」

「あとは任せる」

「ヒャッハー！　了解しました！」

　ゴールドを失ったクラウディア達にもはや戦う気力はなく、笑いながら近づいてくるオーク達にただただ怯おびえるしか無かったのだった。
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　村を出てから19日目。

　古城近くの木の上。

「もうそろそろか」

　俺は望遠鏡で山の外の様子を見ながらつぶやいた。

「私にも見せて」

「いいよ」

　俺は、隣の枝に座るルーティに望遠鏡を手渡す。

「村はすべて占領され、領主のお城の包囲もしっかりしてる」

「村々から奪った食料があれば、城の兵士達が飢えるまで十分包囲を続けられるだろうな」

　落城は時間の問題だ。

「よし、古城に戻るか」

「うん……ちょっと待って」

「どうした？」

「あれを見て」

　ルーティは俺に望遠鏡を返し、一点を指差す。

「……あれは！」

　俺はすぐさま望遠鏡を構え覗のぞき込んだ。

「オークの部隊が行軍している……すべての村は占領済みのはずだが……この方角はやはり」

「うん、目的は私達だと思う」

　ルーティは馬に乗って進むオーク達を見据えながら言った。

　ついに魔王軍が古城へ攻めてきたのだ。
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　古城の一室。会議室として利用できるよう、丸太を削って作った即席のテーブルを囲み、俺とルーティ、ケントさんや父さんなど村の有力者達が集まっている。

　またタップにはハーフエルフ達を古城に連れてきてもらっている。

　防御機能のない集落に残っていたら魔王軍が来た時ひとたまりもないだろう。

「どうしてここがバレたんだ、何かの間違いじゃないのか」

　村の人は頭を抱えていた。

「おそらく、ゴールド達が捕らえられたんだろう」

「まさか……！」

「いや、魔王軍に占領されている状況で、ゴールド達が逃げられる可能性は高くなかった。こうなる可能性は考えていたんだ、だから最近は訓練の量を増やしていた」

「増やしていたって、あの、城壁に並んでレンガを投げるやつですか？　ゴールドのやつの訓練に比べたら全然軽そうで」

「訓練が厳しければ良いというものでもないさ。訓練した動作を確実にこなす、それさえできればこの戦いは必ず勝てる」

「おおっ……！」

　俺が断言したことで村の人達も勇気づけられたようだ。

「これが兵士の剣」

　俺の隣でぼそりとルーティが呟つぶやいた。

　迷うこと無く、訓練で行ったことを再現すれば勝てるというのが兵士の剣だ。

　高度に洗練された戦術が優れているとは限らない……兵士の剣とは下等な剣を意味するのではなく、恐るべき敵を前にやるべきことを教え戦う勇気をくれる剣である。
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　そして翌日。

　村を出てから20日目。古城。正午に近い時刻。ついに魔王軍は俺達のいる古城を取り囲んだ。全体指揮と城壁の上に立つ村の人達の指揮を執るのは俺。

　城壁の内側で、投げる物を城壁へと運ぶ部隊を指揮するのは父さんとケントさん。

　ハーフエルフ達は勇敢で弓の上手うまい２名を城壁に配置し、残りは負傷者の救護を任せる。

「うん、いい感じだ」

　民兵軍にしては十分、様になっている。

「さて、魔王軍はどうでるかな？」

　もうじき包囲が完成するだろう。そうしたら魔王軍は何かしら動きを見せるはず。

　村の人達は緊張しているが……俺は余裕を持って城壁から魔王軍を見下ろしていた。

　この状況で負けるわけがないと俺は確信していたからだ。
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　城壁を囲むように並ぶオーク達。

　身を包む防具は重量の軽い革かわ鎧よろいのみ。だから人間とは異質な筋肉質の身体がはっきり見える。軽騎兵ハサーとして悪名を馳はせるオーク達の威容は、小さな村の住人達を怯おびえさせるだけの迫力があった。

「だが、オーク達も戸惑っているな」

　村の人達が見ているのは屈強な魔王軍の尖せん兵ぺい達だが、オーク達が見ているのはそびえ立つ城壁だ。戸惑うオーク達の中から、見たことのあるヤツがあらわれた。

　金の鎖を首に巻き、右目を包帯で覆ったオークの部隊長。俺が戦ったやつだ。

「人間ども、死にたくなければ降伏しろ。俺達も労働力を必要としている、降伏すれば命だけは助けてやるぞ、奴隷としてだがな！」

　オークの部隊長はニヤニヤと笑みを浮かべながらそう言った。

「虚勢だな」

　俺は城壁の上からそう言い返した。

　オークの部隊長は、右目を押さえて俺をにらみつける。

「会いたかったぜ、今もやられた傷が痛みやがってな……お前を奴隷として這はいつくばらせてやるのが楽しみだぜ」

「奴隷か。顔の半分をえぐられたのに優しいじゃないか。俺はお前みたいなやつを生かしておくつもりはないぞ」

「は、ははっ、ムカつく野郎だ！　おい、アレ持ってこい！」

　不機嫌な部隊長に怯えながら、オーク達が慌てて槍やりを担ぎ上げた。

「こいつを知っているんだろ？」

　垂直に掲げ上げられた槍の先には、人間の首が突き刺さっている。

「村長……！」

　城壁に立つ村の人達は息を呑んだ。

　それはゴールドと一緒に逃げ出した村長の首だった。

「さあどうする、お前らもこうなりたいか？」

　白目を剥むき、開いた口からだらりと飛び出た舌。

　この間まで村を率いていた村長のあまりに無残な姿にみんな動揺していた。

　やはりケントさんや父さんを城壁に配置しなくて良かった。

　指揮官の動揺は全体の士気を下げる。２人とも村長の首を見れば激しく混乱していただろう。俺はルーティに合図を送った。

「分かった」

　ルーティは小さくうなずき印を組む。

「セイクリッドデイブレイク」

　槍を持つオークの足元に聖なる魔力が集まった。

「あん、何だ？」

　オークが首を傾かしげ、足元を見た瞬間……閃せん光こうが走った。

「グアアアッ!!??」

　天上から降り注いだ一筋の稲妻によって、槍を持ったオークは燃え上がりたまらず倒れる。

「何が起こった!?　今のは何の魔法だ!!」

「あれこそ『勇者』の力だ」

　オークの部隊長の叫びに俺は答える。

「今こそ明かそう！　俺の妹ルーティは『勇者』だ！　魔王軍によって滅ぼされようとしている人間を救うために神から選ばれし者だ！」

「『勇者』？　嘘うそだろ？」

　味方も敵も、俺の叫びを半信半疑で聞いている。

「今の魔法は正義の雷いかずちを呼び出す『勇者』の魔法だ！　この中で、あの魔法を扱えるというものが１人でもいるなら名乗り出るがいい！」

　当然誰もいない。お互いに顔を見合わせざわざわと言葉をかわすだけだ。

　俺は次に村の人達へ視線を向ける。
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「今この瞬間より、俺達は『勇者』の軍だ！　ならば村長の亡なき骸がらを辱めた仇かたきに向けるのは、恐怖ではなく応報の怒りであるべきだ！」

「応報……『勇者』の軍……！」

　わっと歓声が上がる。ハーフエルフ達によるものだ。

　合図をしたら歓声を上げるようあらかじめ伝えておいたのだ。

「ほ、本当なんだな！」

「まさかルーティちゃんが『勇者』だったなんて」

「アンゲル村の『勇者』！」

　やがて歓声は村の人達からも上がる。

　恐怖は忘れられ、『勇者』の側にいるという高揚感が心を満たす。

「く、くそ、全軍前進！　人間どもをぶち殺せ！」

「みんな、臆するな！　ただ訓練通りにすればいい！」

　オーク達が前進を始め、村人達が石やレンガや熱湯を投げ落とす。

　戦いが始まった。

「お兄ちゃん、これで良かった？」

　ルーティの言葉に俺は頷うなずいた。

「ばっちりだ、さすが俺の妹……でもついに『勇者』だと明かしてしまったな」

「ううん、もう隠すことは意味がなかった。魔王軍が来てしまったら、私は『勇者』として戦わなければならない」

「そうだな、せいぜい少しでも有利になるよう『勇者』を利用してやろう」

「うん」

『勇者』は世界を救わなければならない。

　加護による衝動は、ルーティに他人のための戦いを強要する。

　だからせめて、戦いが少しでも楽になり、ルーティが傷つくことがないように、俺は『勇者』を利用する。俺が戦うのは『勇者』のためではない。ルーティのためなのだ。

「た、退却！」

　戦いは１時間もかからず終わった。

　負傷者を抱え、オーク達は城壁から離れていく。

　分かっていたことだ、あの程度の数で城壁を突破するなんて最初から不可能だったのだ。

　オーク達は脅しで俺達の士気をくじこうとしたようだが、『勇者』がいると分かった人々の士気は高く、オーク達の攻撃は完全に失敗した。

「よし、勝かち鬨どきを上げろ！　我々は魔王軍を撃退した！」

「「「おおおお!!!!」」」

　古城に勝鬨が轟とどろいた。『勇者』ルーティとして戦った初めての合戦は、『勇者』の完全勝利で終わったのだった。
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　５時間後、夕暮れ。

　魔王軍は城壁から十分距離をとった位置で包囲をしている。

　とはいえ１００人程度のオーク達で距離をとって包囲しているものだから、その陣容はスカスカだ。簡単に突破できそうな包囲では村の人達の士気に影響はない。

　それにこちらには十分な物資も井戸もある。

　魔王軍の方はどうやらこんなしっかりとした城があると思わず、軽い気持ちで攻めてきたようで明らかな物資不足の兆候が見えた。

「さて、どう出てくるか」

　俺が指揮官なら諦めて撤退するところだが……。

「お兄ちゃん、動いた」

　隣に立つルーティが俺の望遠鏡を覗のぞき込みながら言った。

　魔王軍が再び城壁へと前進を開始する。

「鐘を鳴らせ！　戦闘準備！」

　俺が叫ぶと、ハーフエルフの射手がすぐさま知らせの鐘を叩たたく。

　休憩していた村の人達は城壁へと駆け上がり配置についた。

　一度撃退したことから村の人達の表情には多少余裕がある。

「人間ども！」

　懲りもせずに出てきたオークの部隊長が叫んだ。

「お前達を侮っていたぜ、こんな苦労させられるとは思わなかった、お前達は一いつ端ぱしの戦士だったようだ」

　部隊長の口から出たのは意外なことに俺達の戦いぶりを称賛する言葉だが、大げさな仕草で敬礼をしているオークの部隊長の表情には悪意がにじみ出ている。

　何か企たくらんでいることは明白だ。

「これは俺達も本気でかからないといかんと思ってな、まずは軍旗を用意した」

「軍旗だと？」

「おい、持ってこい！」

　オークの部隊長が叫んだ。

　オーク達の群れの中から甲高い女性の悲鳴が聞こえ、何かが運ばれてくる。

　オーク達が軍旗と言い張るそれを見た城壁に立つ村の人達は、怒りの声をあげた。

「畜生！　魔王軍の野郎!!」

「俺らの軍旗はどうだ？　なかなか良いデザインだろ？　しかも士気の上がるよう悲鳴だって出せるんだぜ？」

　オークの部隊長は得意げに言うと、手にしていた鞭むちを振るう。

「いやああああ!!」

　悲鳴が上がった。

「ひゃははは!!」

　その様子を見てオーク達は腹を抱えて笑っていた。

「クソ野郎……」

　村の人達は歯を食いしばり、怒りで震えていた。

　ヤツが軍旗と言い張ったもの……それは、棒に縛られ、磔はりつけにされた裸の女性達だった。

　ゴールドと一緒に出ていった女性もいれば、別の村からさらわれてきたと思われる女性もいる。

「クラウディア!!」

　城壁に立つ１人の男が叫んだ。

　磔にされている女性の１人である、桃色の髪をした少女がゆっくり顔を上げる。

「お父さん……私、こんなになっちゃった」

　少女は泣き笑いの表情でそう言った。

　言葉にならない絶叫を上げて、城壁から飛び出そうとする男を周りの人が必死に止める。

「俺達の軍旗はいいもんだろぅ？　これをみたら士気も股ぐらも奮い立つってもんだ！　だから軍旗を奪われたら俺たちゃビビっちまって逃げ出すかも知れないな」

「何が言いたい」

　俺の言葉にオークの部隊長は真っ赤な口を大きく開けて言った。

「女どもを慰み者にされて悔しかったら城から出てきて戦えって言ってんだよ！　でなけりゃこれからお前らの女どもがヒィヒィよがっているところを見ることになるぜ！」

　村の人達に動揺が走った。

　城壁に登り訓練通りの動きをすれば良かった今までとは違う。

　ここにいる人々は上官の命令で感情を押し殺せる兵士ではない、ただ村で暮らしていた人達だ。この状況は耐え難いだろう。

「お兄ちゃん……」

「大丈夫だ、今回は俺がなんとかするよ」

「なんとかって……？」

　俺は剣を抜いた。

「シルク!!」

「ギャウ！」

　俺が叫ぶと走竜のシルクが城壁まで駆け上がってきた。

「いずれルーティもこれくらいできるようになるさ、今は俺に任せろ！」

「お兄ちゃん!!」

　シルクに飛び乗ると、俺は迷いなく城壁から飛び降りた。

　走竜の翼は空を飛ぶだけの力はないが、滑空することはできる。

「ば、馬鹿が！　１人で降りてきやがった」

　着地した俺達へと、オーク達がサーベルを振りかざし一斉に飛びかかってくる。

「シルク！　跳べ！」

　再びシルクが空を跳ぶ。

　頭上を見上げるオーク達に向けて、俺は閃せん光こう棒という使い捨てのマジックアイテムを投げた。激しい閃光が起こる。

「ああああ[image: !!!]」

　オーク達から悲鳴があがる。本来、地底で暮らすオーク達は強い閃光に弱い。

　目がくらみ、よろめいているオーク達へ、俺はシルクから飛び降り剣を構えて突っ込む。

「ひぎゃ!?」

　着地するまでに５体のオークを斬り殺し、着地してから弧を描くような斬ざん撃げきで２体のオークの脚を両断する。続いてシルクが着地した。

　シルクは２体のオークを踏み潰し、１体のオークを引き裂いた。

　一瞬の間に10体のオークが血を流して倒れた。

「嘘うそだろ……」

　オーク達はあまりの出来事に怯おびえ、動きを止めて呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　その隙に俺は囚とらわれている女性のところまで走り抜ける。

「ひ、ひぃ!?　来るな!!」

　女性を縛り付けた棒を抱えているオーク達にまともな反撃ができるはずもない。

　棒を手放す猶予すら与えず、俺はオーク達と女性を縛っているロープを斬る。

「きゃっ!?」

　拘束から解き放たれた女性達が地面に落ちて倒れた。

「すまん、受け止める余裕がない！」

　俺とシルクは女性達を素早く回収し、シルクの背に乗せる。

「ギャウゥ……」

　６人の女性を背に乗せ、さすがのシルクも重そうだ。俺は腰のポーチからパワーオブベアの魔法を封じ込めたマジックポーションを取り出し、シルクに飲ませる。

「ギャウ!!」

　今のは熊のような力を与えるマジックポーションだ。

　シルクの身体能力が強化され、６人の重量をものともせず垂直に近い角度の城壁を駆け上がった。

「ルーティ！　彼女達のことは任せた！」

「分かった！　でもお兄ちゃんはどうするの!?」

「戦うさ」

　俺は剣を構えて笑う。

「あ、相手は１人だぞ！　ビビるな！　数で囲んで叩き殺せ！」

　オークの部隊長は叫びながら近くにいたオークを殴りつける。

「戦え！　戦え！」

　オーク達は咆ほう哮こうをあげながら再び飛びかかってきた。

　今度は数の優位を活いかすよう、四方八方から絶え間なく攻撃を行えるよう動いている。

「だが足りないな」

　古城に攻めてきたのは１００体程度のオーク達だが、城を包囲するため半分以上のオーク達はこの場にいない。城門側にいたのは40体程度。

　すでに10体以上斬ってしまったから、もう残りは30体未満。

　俺を相手にするには兵力が足りない！

　俺は間合いに入ってきた順にオーク達を斬っていく。

「ぶ、部隊長！　こいつ強すぎます!!」

　包囲して連続攻撃しなければいけないはずのオーク達は、倒れ続ける仲間に怯え、戦うことに消極的になっていった。

　後ずさりを始めたオーク達は部隊長に新しい指示を乞うが……。

「部隊長？」

　振り返ったオーク達が見たものは、踵きびすを返し敵に背を向けた部隊長の背中。

　脇目も振らず、部下のオーク達を突き飛ばしながら、オークの部隊長は戦場から離れようと走り出す。

「部隊長が逃げた……？」

　指揮官の逃亡。オーク達は顔を見合わせる。

「ふざけるなあああ[image: !!!]」

　士気が崩壊した。もはや戦う意志はなく、武器も捨てて逃げ出すオーク達。

　勝負は決したな……だが！

「〝雷光の如き脚〟」

　体勢を低くし、オークの中を駆け抜ける。

「今回は見逃す理由はないな」

「げぇ!?」

　オークの部隊長は、自分のいる位置がすでに俺の間合いだと気がついたのだろう。

　悲鳴を上げながらサーベルを振り回して応戦してきた。

「そんな情けない剣で俺の一撃が防げるか！」

　俺は両手で握った剣で全力の一撃を叩たたき込む。甲高い金属音がした。

「あひぃぃぃ!?」

　サーベルは根本からぽっきりと折れてしまっている。

「だ、誰か武器をよこせ!!」

　他のオークから武器を奪おうと、オークの部隊長が俺から視線をそらした瞬間。

「これまでの報いだ」

「ぴぎゃ!?!?!?」

　俺は鞘さやでオークの部隊長の股間を強打した。何かが潰れる感触が手まで伝わってきた。

「あ、あぁ……」

　オークの部隊長は膝を突き、脂汗を浮かべて震えている。

　俺は剣を振り上げ、ひざまずくような体勢の部隊長の首目掛け、とどめの一撃を振り下ろした。

「ひっ……」

　オークの部隊長の首が地面に転がった。

　股間を潰された時の表情のまま死んだオークの部隊長の首を、俺は掴つかんで掲げる。

「討ち取ったぞ！」

　城壁から歓声が起こった。アンゲル村を襲ったオークの部隊長は死んだのだ。
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　戦いが終わり、俺とルーティはオーク達の残していったものを確認するため、オーク達が陣を張っていた場所へ向かっていた。

　城門付近に残していったものは、父さんに指揮を任せて回収作業を行っている。

「お兄ちゃんは無む茶ちやをした」

　ルーティはふくれっ面で、さっきから俺の背中をポカポカ叩いていた。

「そう怒るなよ、あの状況ならああするしか無かっただろう？　それにオーク兵くらい俺なら楽勝で倒せるよ」

「２回」

「ん？」

「２回危なかった」

　驚いた。

　ルーティが指摘した通り、今回の戦いでひやりとした場面が二度あった。

　俺は加護のスキルではなく俺自身の剣術に頼っているため、相手の刃やいばを防ぐ手段は自分の技と判断力しかないのだ。格下相手でも絶対に安全ということはない。

「ルーティはすごいな」

　ルーティに剣を教え始めたのはほんの２週間ほど前。

　それが、すでに俺の剣を理解するようになっているとは。

　俺がルーティの頭を撫なでると、「むー」と唸うなった。

　可愛かわいい。

「お兄ちゃんはそうやってごまかすつもりなんだ」

「違う違う、俺が思っていたよりずっとルーティに才能があるんで誇らしく思っているんだよ。ルーティが走竜騎士の道に進んでいたら、きっと歴史に名を残す偉大な騎士になっていただろうね」

「むむむ」

　ルーティは唸りながら首をひねって考え込んだ。

「今度お兄ちゃんが飛び降りるときは、私も一緒に飛び降りる。私がお兄ちゃんの背中を守る」

「ルーティが？」

「うん」

　ルーティは両手を体の前で握りしめ、決意表明をしているようだ。

　俺はルーティを守るために強くなったというのに、そのルーティが俺の背中を守ってくれると言ってくれた。なんだかそれが嬉しくて、俺の顔は緩みっぱなしだった。

　そんな話をしているうちに俺達は魔王軍が逃げ去った後の陣地へとたどり着いた。

「全部捨てていったようだな」

　食料、武器、馬。

　貴重な物資が惜しげもなく捨ててある。ありがたくもらっておこう。

　その時、ガチャリという金属が触れ合う音がした。

「誰だ！」

　俺とルーティは剣を抜いて音の方へと近づいていく。

「この天幕の裏だな、ルーティは右から回ってくれ。俺は左から行く」

「うん」

　俺とルーティは同時に踏み込んだ。

「お前は……！」

　そこには鎖に繋つながれた傷だらけの男がいた。

「ぎ、ギデオン……助けてくれ……」

　獅し子しのたてがみを思わせる色の髪はボロボロに乱れ、血が固まって汚れた顔は痛々しい。

「ゴールド」

　それはアンゲル村の英雄ゴールドの変わり果てた姿だった。
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　ゴールドは古城の個室の１つに毛布を敷いて休ませることにした。

　ハーフエルフの集落から物資を盗んで出て行ったこともあり、村の人達からこのまま受け入れるべきなのかという声が出ている。

　共同で使っている医務室を使うのは軋あつ轢れきが懸念された。

　ゴールドの怪け我がの具合は、見かけこそひどい傷だが命に関わるような重傷ではなかった。

「ふむ」

　窓の外を見ると、夜空には弓のように細い三日月が浮かび、春の星が瞬いていた。

　戦利品のリストを作っていたらすっかり遅くなってしまったな。

「ルーティはもう眠ってしまっただろうか？」

　俺は一度伸びをすると、ルーティの待つ部屋へと向かうため立ち上がった。

「……おや」

　井戸のところに蝋ろう燭そくの明かりが見えた……誰かいるようだ。

　少し寄り道していくか。俺は剣を携え外へと向かった。
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　ギデオンが明かりを目にする10分ほど前のこと。

『射手』クラウディアは、ゴールドの母親であるジーナと一緒にゴールドの様子を見に、ゴールドが眠っている部屋へと向かっていた。

　オークから受けた暴行はクラウディアを深く傷つけていた。

　美しかった桃色の髪もショックからか色あせ、乱暴に扱われ痛めた脚は腫れ上がりどす黒く内出血している、杖つえがなければ歩けないほどの傷だ。

　さらにこうなった原因が、ゴールドと一緒に村を捨てたことによる自業自得なのだから何を恨めばいいのかクラウディアには分からない。

　それでもこうして生き残れた。

　ゴールドの訓練を受けた仲間で生き残った者はもう４人しかいない。

　その４人もクラウディア以外はオークから受けた暴行で、心を閉ざしてしまっている。仕方のないことだ、私だって今の自分がどこまで正常なのか分からない……クラウディアはそう心の中で呟つぶやいた。

　だが、それでも彼女がこうしてゴールドのもとへ杖をついてでも向かっているのは、ゴールドにはもう味方が彼女とジーナしか残っていないからだ。

　村の英雄として尊敬されていたはずのゴールドを見舞う者は誰もいなかった。

　だから私達だけは最後まで味方でいようと、クラウディアとジーナは決めたのだ。

　ゴールドは間違ったのかも知れないが、その意志はアンゲル村を救うためだと、そう信じていたから。２人はゴールドが眠っている部屋へとたどり着いた。

　クラウディアは少しだけ躊ちゆう躇ちよしたあと、意を決して中に入る。

「ご、ゴールドさん、起きていますか？」

　声が少し震えてしまった。自分が傷ついているところを見せればゴールドは嫌な気持ちになるだろう。だから、昔のように話したかったのに。

　クラウディアは歯を食いしばり、身体と心に走る痛みをこらえようとする。

「ゴールド？」

　うつむいているクラウディアの後ろからジーナが部屋の奥へと進むが。

「ゴールドがいないよ！」

　ジーナは毛布をめくり叫んだ。毛布の中には誰もいなかったのだ。
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　２人はゴールドを捜して外へ出た。今夜の月は三日月。

　外は夜の闇に覆われ、光ひかり蟲むしのぼんやりとした小さな光が点々と見えるだけだ。

　クラウディアは蝋燭を掲げて歩く。城壁の中とはいえ、ここはモンスターの徘はい徊かいする山の中の古城だ。夜に出歩くなら武器の１つくらい持つべきだろうが、ゴールドを捜す２人にはそんな余裕はなかった。

「もしかして、罪悪感から１人で出ていったんじゃ」

「そんな！　今度こそ魔王軍に殺されてしまうよ！」

　ジーナはせっかく生き延びてくれた息子が、今度こそ死ぬのではないかという恐怖で震えた。

「まずは井戸の方に行ってみましょう、水が欲しかったのかも」

「そうだね……ああ神様、どうかあの子をお守りください」

　もし外の山の中へと向かったのなら負傷しているクラウディアと、『料理人』の加護を持つジーナではどうしようもなくなる。

　２人は祈りながら夜の古城を進んだ。たどり着いた井戸に明かりはなかった。

「……誰かいる」

　だがそれなりにレベルの高い『射手』であるクラウディアは人の気配を感じ取った。

　蝋燭の明かりの弱さがもどかしい。

　クラウディアは傷ついた足に鞭むち打って人の気配に近寄った。

「ゴールドさん！」

　そこに立っていたのは果たしてゴールドだった。

　幽鬼を思わせるぞっとする陰いん鬱うつな表情を浮かべ、ゴールドはクラウディアとジーナを見つめている。クラウディアは「心配しました」と声をかけようとした。

　だが言葉が出てこない。

　鈍った頭のどこかで、戦士としてのクラウディアが激しく何かを叫んでいる。

「ああ、ゴールド、水が飲みたかったのなら言ってくれれば良かったのに。心配したんだよ」

　立ちすくむクラウディアの代わりにジーナがゴールドへと近づいた。

　近寄ってはダメ、そうクラウディアは叫びたかったが声が出てこない。

　ゴールドは母親の優しさに応えるように駆け寄る。喜ぶ母親の口をゴールドはそっと手で塞いだ。幼い子供がするように、ゴールドは母親の身体に身を寄せる。

　ジーナの身体がビクリと震えた。

　あぁ、私は何を見ているのだろう。クラウディアはうめいた。

　あれだけ酷ひどい目にあったのだ。それを我慢して、ズキズキ痛む足と心を引きずって、こうして歩いてきたというのに、その結果がこの光景なのだろうか。

　ジーナの身体が崩れ落ちる。ゴールドの手には血濡ぬれたナイフ。

　彼は母親を刺したのだ。クラウディアの両目から涙が溢あふれた。

「どうして……」

　ゴールドがゆっくり近づいてくる。その顔は冷たく、何の表情も浮かんでいない。

「私達はただ私達の村を守りたかっただけなのに……どうしてこんなことになってしまったのかな……ねぇゴールド……」

　ゴールドは何も応えない。彼の胸には大きな肉塊が貼り付いていた。

　肉塊には目玉がついていて、ギョロリと動いてクラウディアを見た。

「ひどいよ……あんまりだよ……」

　クラウディアの手から蝋燭がこぼれ落ちた。クラウディアは理解する。

　彼女の愛した英雄ゴールドは死んだのだ。

「ゴールド……」

　炎に照らされ、ゴールドの手の中にあるナイフがきらめいた。

　ゴールドの身体がすっと沈む。飛びかかってくるのだろう。

　彼女の身体に容赦なくナイフを突き立て殺すつもりなのだろう。

　クラウディアに恐怖は無かった、ただ悲しかったのだ。

　視界が涙で何も見えなくなり、そして暗くなった。
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　グシャリ！

　ゴールドの身体がのけぞった。

　ナイフを振り上げたゴールドの顔に、俺の投げた石が命中したからだ。

「ゴールド、止めろ！」

　俺は飛び込み、抜刀してから間髪を容いれずにゴールドの肩口へ打ち込んだ。パッと赤い血が飛び散る。

　だが。

「再生スキルか」

　肩口から鎖骨を斬り裂き、肋ろつ骨こつにまで達したはずの傷は、俺の見ている前でみるみるうちにふさがってしまう。

「パラサイトデーモンだな」

　ゴールドの身体に取り付いているのは間違いなくそれだ。人間やエルフや他のデーモンの身体に寄生する異形のデーモン。肉の塊のような外見だが、あれでも上級デーモン。

　魔王軍でも大隊を任せられる高等士官だ。

「ギデオン……」

　寄生されたゴールドの口が開いた。

「俺をよく見ろよギデオン、お前がいたから俺はこう成り果てちまった」

「すまない……パラサイトデーモンに寄生された時点で、宿主の心臓は停止している。お前を助ける手段はない」

「くく、まだそんなことを言っているのか……俺を見ろギデオン！　英雄であるお前に立ちはだかる最大の敵がこの俺だ！」

「最大の敵だと？」

「俺は魔王軍に操られている憐あわれな村人なんかじゃない、魂を悪魔に売り渡してでもお前を越えようとする『魔法戦士』ゴールドなんだ！」

　叫びながらゴールドは空へと飛び上がった。背中からはコウモリのような飛膜状の翼が生えている。皮膚を突き破って出てきたその翼は血で濡れていた。

「いずれ決着をつけよう！　だがまずはお前の守ろうとしていたモノが崩れていく様をその目に焼き付けるがいい！」

　魔人と化したゴールドは、そのまま夜の闇へと飛び去っていった。

「……追いかけたいが、まずはこっちだな」

　俺は剣を納め、倒れているゴールドの母親であるジーナさんの傷を診る。

「……失礼」

　服をナイフで斬り裂き傷口をあらわにし、ペースト状の薬を傷口に押し込む。

　痛みでジーナさんが悲鳴を上げた。

「大丈夫だ、これなら助かる」

　俺は小瓶に入ったキュアポーションを取り出し、ジーナさんの上半身を抱きかかえてキュアポーションを飲ませた。

「ぎゃあああ!!」

　一際大きな悲鳴が起こった。ジーナさんの身体から力が抜ける。あまりの痛みに気を失ったようだ。だがナイフで刺された傷はもう塞がっていた。

　俺が使った薬はキュアポーションの効果を高めるものだ。

　痛みがしばらく残るので戦闘が終わった後でないと使えないのが難点ではあるが、その効果は絶大だ。ジーナさんはこれで助かる。

　あの薬はこの付近の薬草では作れないもので貴重なものだったが今が使い所だろう。

「クラウディアは……目立った外傷はないが」

　肩を軽く叩いてみても反応がない。

　ただの気絶ではなく、精神に絶大なストレスがかかったことによる昏こん迷めいのようだ。

　無む理り矢や理り覚醒させる薬もあるが……これ以上精神に負担をかけるべきではないな。

　神父さんに看護してもらいながら、ゆっくり回復させていった方がいいだろう。

「なんだ、悲鳴が聞こえたぞ！」

　建物の中から村の人達が出てきた。クラウディアとジーナさんは彼らに任せよう。

　その前に俺には確認すべきことがあった。

　俺は井戸の水を汲くみ上げる。蝋ろう燭そくの明かりだと見た目ではよく分からない。

　手にとって臭いを嗅ぎ、指先にひたして舌の上に載せる。

　舌にしびれを感じた、すぐさま吐き出す。

「やはり毒か」

　あのオークの部隊長は最初から捨て駒として利用されたわけか。

　魔王軍の本当の狙いは俺達の生命線である井戸だったのだ。
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　深夜。

　俺とルーティ、父さんやケントさんなど村の代表者が集まっていた。

　ハーフエルフの村からは『賢者』イルマタルさんが来るべきなのだろうが、お婆ばあさんは病気で夜遅くまで起きていることに耐えられないので、代理のハーフエルフ達が３人参加している。

「井戸の毒を取り除くことは不可能なのか？」

　ケントさんの言葉に俺は首を横に振った。

「ここには『錬金術師』のような加護持ちはいないし、毒の種類を調べる器具も資料もない。俺達には不可能だろう」

「弱ったな」

　ケントさんは苦しそうな顔で頭を抱えている。

　頼れる牧場の男も、今回のことは堪えているようだ。

「井戸なしで防衛は難しいか？」

「無理だな、城壁の内側にいる限りそう簡単に落城はしないが、水がなければ数日包囲されるだけで終わる」

「事前に水を溜ためておけば……」

「この古城にいる全員分の水だぞ」

「うむむ」

　ここまでは話し合いというより、決まっている結論を納得させるための会議だ。

　結局、こうするしかない。

「古城を出よう」

　俺の言葉にルーティ以外の参加者達は呻うめいた。

「それしかないのか」

「無い」

　俺ははっきりと言い切る。

「今から考えるべきは、古城を出てどう戦うかだ」

「戦うと言われてもだな……」

「村を出てから21日間。みんなはよく頑張ってくれた。この古城の倉庫には十分な物資があるし、野生の走竜とオーク達が残していった馬もある」

　民兵の戦力としては破格だ。俺は手製の地図を広げた。

「それに魔王軍はこの地を占領するために広く展開している。まとまっていたら勝ち目はなかったが、今なら各個撃破のチャンスがある」

　地図の上に、魔王軍を表す石を並べていく。

　魔王軍の本隊は領主の城を包囲しているがその数は最低限。

　物資を集めるため、それと背後からの反撃を防ぐためにほとんどの村に部隊を配置している。王都から援軍が来たら集結して戦うという配置なのだろうが、これは内側から攻撃されることを想定していない。

「ゴールドの二の舞になるのでは」

　ケントさんがポツリと言った。村の人達はうつむいてしまう。

「勝てる」

　静まり返った会議の場に、澄んだ声が響いた。

「ルーティちゃん？」

　村の人達は発言した少女……『勇者』ルーティを見た。

　ルーティは古城のある位置を指差し、それから山を下って麓ふもとにあるイーストウッドという村へと指でなぞった。

「このルートを進んで、イーストウッド村を解放する。ここなら敵の数も手薄。私達の戦力で取り返せる」

「だがそんな村１つ取り返して何の意味がある」

「ここを解放したら、村で戦える人を集めてすぐに次へ向かう」

「次だと？」

　ルーティはちらりと俺の顔を横目で見た。俺は頷くことでルーティの考えを支持する。

　本当にルーティは立派になった。ルーティは口を少しだけ緩めて、俺にだけ分かる程度に微笑んだ。それからまた指で地図の一点を指し示す。

「次はここ、領主様のお城にも近い要所」

「レイクサイド村か」

「ここを素早く攻略すればお城を包囲する魔王軍は孤立する。それにこの村には鎧よろいを作る職人達がいる。鎧の扱いに熟知した人達だから、私達に足りない重装歩兵を補える……そして全員でお城を包囲している本隊を撃破する」

　ルーティが提案したのは分散している魔王軍に対し、解放した村の戦力を集中してぶつけるという作戦だ。

「待ってくれ」

　ハーフエルフが手を上げた。

「我々は一緒に行けない。イルマタルさんは行軍に耐えられるような状態じゃないんだ」

　病床のイルマタルさんを置いていくことはできないと、ハーフエルフ達はそう言った。

　重苦しい沈黙が流れる。その時、カツンカツンと杖つえが床を叩たたく音がした。

「!!」

　ハーフエルフ達は、驚き振り返って部屋の入口を見た。

「私が一緒に行けないだなんて、勝手に決めないで欲しいわね」

「イルマタルさん！」

　入口からあらわれたのはハーフエルフのお婆さん、『賢者』イルマタルさんだった。

　慌てて駆け寄るハーフエルフ達を振り払い、イルマタルさんは自分の足で席に座る。

「もう残り少ない命だけど、あなた達と一緒に歩くくらいできるわ」

「無む茶ちやだ！　ここ半年は寝床から起き上がるのも難しかったのに！　この古城に避難するのだって、どれだけ心配したか」

「心配だって？　それを言うなら私の方がよっぽどよ！　老い先短い私のために、一緒に残って魔王軍にみんな殺されたいなんて言い出すあなた達の姿を見て私がどう思うか、考えもしなかったの？」

　イルマタルさんは気丈に振る舞っているが、その顔色はやはり悪く、呼吸もヒュウヒュウという不安な音が混じっている。

「麓の村まで持たせるわ。そこであと一度……一度だけ全力で戦う。私は病で死ぬんじゃない、あなた達を守るために戦って死ぬ……それなら文句はないでしょう」

　魔力は老いても衰えない。衰えるのは魔力の回復量だけだ。

　魔法使い系の加護持ちは、死の間際にあっても一度だけなら全力で戦える。

　だが、魔力は生命力から生み出される。一度魔力を使ってしまえば、その魔力を回復させようとする身体の働きで……おそらくイルマタルさんは死ぬだろう。

「そうはならない」

　ルーティが言った。

　ルーティの声は落ち着いている。

　指揮官がよくやるように叫んで気持ちを奮い立たせるような激しいものではない。

　だがルーティの声を聞くと、不思議と不安が消えていく。

　ルーティは立ち上がり、席に座るイルマタルさんへと近づく。

「古城に来てから何度も戦った。初めてお婆さんと会った時より私の『勇者』は成長した」

　ルーティは右手でイルマタルさんの額に手を触れる。

「今日の戦いが終わってから魔力の回復に専念していた。足りない分は私の生命力を燃やす」

「ルーティ、何を……？」

「〝癒いやしの手〟」

　カッとルーティの右手が輝いた。

「お、おお……」

　ハーフエルフ達が息を呑のんだ。

　土気色だったイルマタルさんの肌が血色を取り戻していく。

「これが『勇者』」

　イルマタルさんから手を離すと、ルーティは深く息を吐いた。

　揺れたルーティの身体を、俺は素早く抱きとめる。

「今度は届いた」

「よくやった」

　ルーティはちょっと疲れた様子で笑った。

「全快というわけではないけれど、旅に耐えられるくらい治療できたと思う」

「あ、ああ！　身体が軽いわ、こんな気分が良いのは何ヶ月ぶりだろう！」

　イルマタルさんは大きな声で笑うと、椅子から立ち上がりルーティの前にひざまずいた。

「私はあなたの考えに賛同する。この窮地において『勇者』ルーティがここにいてくれた幸運に心から感謝する」

　ハーフエルフ達も続いてルーティの前にひざまずく。

「……『勇者』ルーティ」

　村の人達も席を立ちひざまずいた。

「『勇者』を信じよう。苦難の時代において、あなたこそ至高神デミスの遣わした救世主なのだから」

　最後に父さんがルーティの前に立つ。

「お父さん」

「ルーティ……なんと言って良いのか分からないが、そうだな」
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　父さんは少し泣きそうな顔で笑う。

「俺達の娘ルーティが『勇者』であることを誇りに思う。俺も『勇者』の考えに賛成だ」

　そう言ってひざまずいた。ルーティのことを軽んじていたアンゲル村の人々が、今はルーティを『勇者』だと認め、村の命運を託し一緒に戦おうとしている。

　そのことがなんだか嬉しくて俺は笑った。

　……そうか。

　俺は自分の心の動きを理解した。

　俺はみんなに、俺の妹がどれだけ優しく、強く、素晴らしい人間かということを認めて欲しかったのか。

　ずっとルーティが『勇者』ではなく普通の少女として生きて欲しいと思っていたはずなのに、人の願望というのは難しい。ルーティを見ると俺の顔を見て笑っていた。

　ルーティも俺と同じ気持ちなのかも知れない。
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　お兄ちゃんが笑っている。それがとても嬉うれしいから、私も笑った。

　私がとった行動は正解だったようだ。

　お兄ちゃんならどうするのかと、考えたのが良かった。

　私の中の『勇者』は、いつも苦しんでいる人をたくさん救おうとしか言ってこないから何の役にも立たない。だから私は、私の中に〝お兄ちゃんを作る〟ことにした。

　困ったことがあったら答えてくれる、心の中のお兄ちゃんだ。

　最初はぼんやりしていたけれど、本物のお兄ちゃんと話をしながら中身を作っていって、今では私にどうすればいいのか教えてくれるようになっている。

　姿だって最初の頃は影だったのが、顔ができて身体ができて、今では服も剣も揃そろっているし……着せ替えることだってできる。えへへ。

　今回、私がやったことも、私の中のお兄ちゃんに相談して決めたのだ。

　……本心を言えば、私のことは全部本物のお兄ちゃんに決めてもらいたい。

　私はお兄ちゃんの思う通りの妹として生きていきたい、それだけで幸せ……だけどそれはお兄ちゃんが望んでいないので諦める。

　それに最近は別の夢もできた。お兄ちゃんの背中を守るパートナーになる。

　お兄ちゃんに守られる妹もいいけれど、お兄ちゃんを守る妹というのも素敵だ。

　そうすればきっと私はお兄ちゃんとずっと一緒。私にとってそれ以外はどうでもいい。

　私とお兄ちゃんさえいれば、他がどうなろうが、世界が滅んだって構わない。

　でも私は『勇者』だから。

『勇者』の加護は困っている人を見捨てることを許さない。

　今だってこのアンゲル村を救わなければ、私は一歩だってこの土地から出ることができないのだ。私はいつもそうだった。

　おもちゃを無くして泣いている子供がいれば、日が暮れるまで一緒に捜さなければならなかった。頼まれていた家の手伝いなんて放り出してだ。その後、お母さんに酷ひどく怒られるのも不快だった。お兄ちゃんだけが私に助けを求めなかった。

　それどころか、私が加護の衝動に困っていると私を助けてくれた。

　あれはお兄ちゃんがまだ村を出ていく前のこと。村のドブ川におもちゃを落とした子供がいた。それを見かけてしまった私は、どうしてもドブ川に浮かぶおもちゃを取りに行かなければならなかった。

　身体を汚すだけで泣いている子供を救えるのなら、『勇者』に選択の余地はない。村のゴミと排はい泄せつ物ぶつが流れるドブ川に全身をひたすことくらい、『勇者』にとっては些さ細さいなことだ。

　泣きそうになるのを堪こらえながらドブ川の方へ行こうとした私の肩を、そっと掴つかんで引き止めてくれた人がいた。

「任せろ」

　そう言って笑うと、お兄ちゃんは躊ちゆう躇ちよ無くドブ川へと入り、おもちゃを取って戻ってきた。お兄ちゃんは私を助けてくれた、それがとても嬉しかった。

　私は、せっかくお兄ちゃんが私の代わりに汚れてくれたのに、胸が一杯になってお兄ちゃんに抱きつき泣いてしまった。その後は一緒に服と身体を洗った。

　お兄ちゃんがいてくれたから、これも大切な思い出だ。

　お兄ちゃんは孤立していた私に、兄として、お父さんとして、お母さんとして、頼れる異性として、あらゆる種類のこの世のすべての愛を注ぎ込んでくれた。

　そんなお兄ちゃん以外の存在にどうして価値を感じることができるのだろう。

　だから私もお兄ちゃんにこの世のすべての愛で応えたい。

　それだけなのだ。

　……でもその前に１つ確認しなければいけないことがある。

　私の中のお兄ちゃんと現実のお兄ちゃんの誤差。足りないピースはしっかり埋めなくてはならない。明日あした、お兄ちゃんと２人っきりになれる時間を作らなくては。

　私はそう決心した。
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　夜が明けた。

　俺とルーティはあらためて村の人達に古城を出て魔王軍と戦うことを伝える。

　イルマタルさんのように動けなかった怪け我が人をルーティが治療したのを見て、村の人達も『勇者』ルーティを信頼し大いに士気を上げた。

　魔王軍が襲来すると、予言のように『勇者』が現れた。なら次も予言の通り『勇者』が魔王に勝利するはずだ。村の人達は勝利を疑っていなかった。

「まぁ士気旺盛なのはいいことだ」

　俺は剣の手入れをしながらつぶやいた。昨日の戦いでは戦死者ゼロだったが、次はそうはいかないだろう。最善を尽くし、それでも人は死ぬ。

　そして、それでも俺達は勝利を喜び、次の戦場へと向かわなければならない。

　これは戦争なのだ。

　威勢よく古城を出ていく準備を続けている人々を見て、俺はルーティがこのことを辛く思っていないか心配になった。

「お兄ちゃん」

「ん、ルーティ」

　ルーティが俺の隣に座った。それから自分の剣を置く。

「私も一緒に剣の手入れをしていい？　間違っているところがあったら教えて欲しい」

「もちろん」

　俺とルーティは並んで剣を研ぐ。

　魔法の剣は滅めつ多たなことでは切れ味が鈍ったりしないのだが、手入れの習慣を持つことで剣の状態をしっかり把握できる。それに剣に愛着も湧く。

　武器への愛着は、苦しい時に勇気を与えてくれるのだ。

「うん、ルーティは武器の手入れも完璧だな」

「褒められた」

　ルーティは頬ほおを少しだけ赤くした。それから赤い刀身を青空にかざす。

「綺き麗れいな剣」

「ルーティに似合うよう作った特注品だからな」

「嬉しい……一生大事にするね」

「いや、その剣はあくまでつなぎだ」

「つなぎ？」

「その剣は王都で手に入る最高級品だが、所詮はお金で買える剣でしかない。勇者が持つのは唯一無二の伝説。いずれ降ごう魔まの聖剣を手に入れることになるだろう」

「この剣よりすごいの？」

「……ああ、神様が作った勇者専用。世界最強の聖剣だ」

「でも私は神様の剣よりお兄ちゃんの剣の方がいい」

　ルーティは切なそうに炎の剣の刀身を指で撫なでる。

　魔力に反応してルーン文字がぼんやりと光った。

「私はこの剣が好き」

　ルーティの憂いを秘めた横顔は美しく、俺は思わず見とれてしまった。

　俺にとってルーティは可愛かわいい存在だったが、いつの間にかこんな女性を感じる表情を見せるようになっていたんだな。

　成長していくルーティの姿は嬉しくもあり、ちょっと寂しくもある。

　もちろん嬉しいのが大半だ。

「お兄ちゃん」

「なんだ？」

「このあと、ちょっとだけ２人っきりで話したいことがあるんだけれど、いいかな？」

　剣を鞘さやに納めながらルーティはそう言った。
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　古城から少し離れた位置にある森の中。

　村の人にはルーティに剣の稽古をつけると言っておいた。

「お兄ちゃん」

　ルーティは真っ直すぐ俺を見て言った。なんだか珍しい雰囲気だ。

　俺は背筋を伸ばして言葉を待つ。

「私には本当のことを打ち明けて欲しい」

「本当のこと？」

　何のことだろう。

「お兄ちゃんは、これまでのこと最初から全部分かっていた」

「……[image: !!!]」

　驚いた。

「どうしてそう思ったんだい？」

「ゴールドがあれだけ色々やったのに、結果的に私達はいつもすぐ損失を補っている。全部お兄ちゃんが対処した」

「そうだね」

「お兄ちゃんは村の犠牲を最小限にするため、ゴールドを利用した」

　俺は近くにあった石の上に腰掛けた。ルーティも隣にちょこんと座る。

「ルーティは賢いな……そうだ、俺は最善の方法としてゴールドを利用した」

　８歳の頃に村を出て騎士となった俺は、村の一員とみなされていなかった。

　村長は俺のことを余所よそ者ものだと思い、俺によって自分の権力が脅かされることを危惧していた。村長だけではない。

　アンゲル村には俺に救われることを拒む意思があったのだ。

　言葉で説得しても、拒む意思はいつか厳しい状況になり俺の指揮に不満が出たときに爆発する。それは軍を崩壊させる致命傷だ。

　崩壊を避けるために必要なのは不満を持つ層を減らすこと。

　それは不満を持つ層を懐柔するのではなく、あえて彼らを敵対者として集結させ、誰もが認める形で勝利し、不満を持つ側につけなくする方法が良い。

　だから俺に敵意を持っていたゴールドを利用した。

　ゴールドを懐柔せずにいれば、ゴールドはいずれ俺から離反すると予想していた。

　鋼鉄の装備を持ったハーフエルフの集落というのは、離反するちょうどいい理由になるだろう。

　その時までに俺は村の人に好意を持たれるよう、騎士としてではなく村の一員として動いた。それでも俺に不満を持つものはゴールドを支持し、俺の意見と対立する。

　その筆頭が村長だ。

　だが、友好的なハーフエルフ達からの略奪は心情的に賛同しにくい。

　またゴールドはあの時点で魔王軍との対決を主張していたが、村を追われてショックを受けている村の人にとって受け入れがたい意見だろう。

　どちらにつくか迷っている層は意見の妥当性から俺につく。

　十分な勝算を持って俺は不満を持つ者をまとめたゴールドと対決し、勝利した。

　ハーフエルフの物資を盗んでいくことも、それが村の人達とハーフエルフの協調につながることも、古城の近くに武器が隠され、山で食料が確保できることも分かっていた。

　情報は出すタイミングによって価値が変わる。

　武器も食料も、最初から情報を公開せず、必要になった時に公開することでより効果的に状況を進める事ができた。古城を出る理由にもゴールドを使った。

　援軍が期待できない以上、俺達はずっと籠城しているわけにもいかない。

　物資を十分に確保した後は、安全な古城を出ていく理由が必要だった。

　ゴールドが裏切るとは思っていなかったが、ゴールドの仲間の１人が魔王軍に寝返り、井戸に毒を入れるという可能性は高いと思っていた。

　まともな指揮官なら、この山間の古城を攻略するのが難しいと分かるからだ。

　あの金の鎖を巻いたオークの部隊長と違い、ウィンドデーモンの将軍は一いつ端ぱしの指揮官だった。必ずなにか搦からめ手を用意してくるだろうと思っていた。

　俺が無理をして捕虜にされていた女性達を助けたのもそれが理由だ。助けた誰かが裏切っているということを期待した。

　まさかパラサイトデーモンがいてゴールドを寝返らせるとは思わなかった……が結果としては予定通り。

　戦う準備を終えた俺達は、明日古城を出て魔王軍と戦い……そしてこの地を解放する。

　それは『勇者』ルーティの栄光を広めることになるだろう。

　広まった栄光はこれからルーティが苦しい旅を続ける中、きっと助けになってくれる。

　俺は溜ため息いきを吐いた。

「もちろん村を救うために最善を尽くしたつもりだ。だが俺が最も優先するのはルーティなんだ。全員を救うために危険な賭かけをしてルーティを破滅させるくらいなら、俺は迷わず少数を殺してでも勝てる可能性が一番高い最善を取る」

　それが俺、騎士ギデオン・ラグナソンだ。

　俺の加護『導き手』は、最初から強い以外の長所を何も持たない。

　愛と勇気を力に変えて、不可能を可能にして強敵を倒すスキルなんてものは持っていないのだ。俺が騎士として、俺より強い様々な相手と戦い学んだのは勝つための最善。

　賭けなどする必要がないよう、必然的に勝てる状況を作ることが俺の戦い方だ。

「それにな、正直に言えば俺はこの村のことがそんなに好きなわけじゃない。タップやケントさんのように良い人もいるのは分かっている、だけどこの村はずっとルーティに冷たかった。俺が何もしなければ、ルーティの扱いはもっと酷ひどかっただろう。それが今更ルーティに縋すがるなんて都合の良い話だ」

　俺は心の中にあった感情をルーティに伝えてしまった。

　村の人達の前で笑っていても、俺の心の中にはずっと苦しい感情があった。

　ルーティを称たたえる青年がかつて幼いルーティに石を投げたことも、ルーティに親しげに笑いかける女性がかつて幼いルーティを突き飛ばして笑ったことも、俺は全て憶おぼえている……その時感じた苦しい感情もすべて。

　俺だって人間なんだ、暗い感情がずっと心の中で澱よどみ続けることだってある……！

「……ごめんな」

「違う、私が怒っているのはお兄ちゃんの策についてじゃない。お兄ちゃんが私に隠し事をしていたということ」

「む」

「なんで教えてくれなかったの？」

「『勇者』の手を汚すわけにはいかないだろう。こういうことは俺がやった方が……」

　じっとルーティが俺を睨にらむ。

「あー、そうだな白状しよう。俺は、ルーティの前ではかっこいい正義の騎士でいたかったんだ」

　ルーティはこくりと頷うなずいた。

「私はお兄ちゃんがどんなやり方をしても信頼する。それだけは『勇者』にだって文句は言わせない。だから私にはお兄ちゃんの考えを隠さず全部教えて欲しい」

「……分かった、ごめんな黙っていて」

「ううん」

　ルーティは首を横に振って笑った。

「それにお兄ちゃんはいつだって世界一かっこいいよ。私はお兄ちゃんがいてくれたからずっと幸せだった」

　ルーティは俺だけに分かる笑顔でそう言った。

　その笑顔のおかげで、ようやく俺は自分の心の奥にあった感情を消化することができた気がした。
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　村を出てから22日目。

　朝日の中、俺達は古城を出た。先頭を進むのはシルクに乗った俺と、野生の走竜のボスに乗ったルーティ。ルーティは、そのボス走竜にベルベットと名付けたようだ。

　あとに続くのは金属の胸甲ブレストプレートを身に着け、走竜にまたがって進む走竜騎兵達。

　野生の走竜達を完全にはコントロールできないが、シルクの指示で進む走竜の上で、槍やりを振り回し敵と戦う訓練を行った。

　その後ろから馬にまたがり進む騎兵。騎兵達を率いて先頭を進むのはミスリル銀の槍を携えたタップ。さらに父さんが率いる歩兵隊。一番数が多く、並んだ槍は圧巻だ。

　ハーフエルフ達で構成される射手隊。イルマタルさんと、魔法を使える加護持ちを集めた少数精鋭の魔法隊。

　その次に進むのは、戦いが得意ではなかったり、戦える状態に無い者達。後方支援を担当する。彼女達も、他の戦う者達と同じように進む。

　全員で戦うのだ。

　背後で古城の城門が閉じられた。俺達は一度だけ振り返り、俺達の命を守ってくれた古城に敬礼する。そして俺達は山を下りるため、前進を始めた。

　ザッザッザッと足音だけが聞こえる。

「のこぎり山の麓ふもとには、麦の畑が揺れている♪」

　誰かが歌い出した。これは村の収穫祭で歌われる歌だ。

「大きく実った麦の穂さ、いざ刈り取れや皆の衆♪」

　別の誰かの声も加わった。

「「「えいやさ、えいやさ、はいよーよー♪」」」

　祭りの歌は風変わりな行進歌となった。

　歌声を山に響かせながら、俺達は戦場へと進んでいった。
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　山の麓。イーストウッド村。

　魔王軍の兵士は俺達の姿を見て慌てて戦闘の準備をしている。

「今のうちに攻撃しなくていいんですか？」

　タップが不安そうにそう言った。俺は首を横に振る。

「今攻撃すればあの村に甚大な被害がでる。あちらは数こそ多いが兵士は現地徴用したゴブリンやモンスターがほとんど、野戦で戦えば勝てる」

　やがて魔王軍が村の外に布陣した。

　まだ距離があるが、ハーフエルフ達が弓をつがえる。

「射て！」

　オーク達の使う弓は、騎乗中でも使える小型の弓だ。対してハーフエルフの長弓はオーク達の弓の倍は飛ぶ。射撃戦ではこちらが一方的に攻撃できる。

　たまらず魔王軍は前進を始めた。

「よし、ここからは俺達の仕事だ」

「うん」

　俺とルーティが先頭に出る。

「走竜騎兵達よ」

　俺は声を上げる。

「君達はバハムート騎士団副団長の俺が、才能のある者を選別した精鋭だ。ゆえに最も危険な役割を負うことになる」

　俺は魔王軍に向けて剣を抜いた。

「まず我々が突撃し、相手の陣形を崩す。その後で歩兵達がぶつかる。我が軍の被害は君達の活躍にかかっていると言っても良いだろう」

「俺達が……」

　走竜騎兵の１人が言った。俺は頷き言葉を続ける。

「どこへ走るかは走竜に任せろ。君達は近づいてくる敵から走竜を守ることだけ考えていればいい……だがそれでも、この戦いで最も危険で、最も華々しく、最も勇敢なのが君達だ」

「くぅぅぅ」

　走竜騎兵達は感情を堪こらえるように声を漏らした。

　ブルブルと震えているものもいる……恐れているのではない、武者震いというやつだ。

「さぁ戦場の花形。走竜騎兵の活躍を魔王軍に教えてやろうじゃないか……走竜騎兵隊、槍を構えろ、準備はいいな……よし、突撃!!」

「「「ギャウ[image: !!!]」」」

　戦いを前にして叫ぶのは人間だけじゃない。走竜達も咆ほう哮こうを上げ、敵に向かって突撃していく。あと１００メートル、90、80、70……。

　距離が近づくにつれて走竜は速度を上げる。30、20、10メートル！

　残り10メートルを切った時点で走竜は最高速に達する。

　最大の運動エネルギーを持って、走竜は魔王軍へと襲いかかった。

「や、槍で迎え撃て！」

　魔王軍が並べた槍やり衾ぶすまを、走竜は翼を広げて軽々と飛び越した。

　槍は対騎兵戦の定番だが、対走竜騎兵戦では必ずしも有効ではない。

「ひぃぃぃ[image: !!!]」

　走竜は魔王軍の兵士達を踏み潰し、噛かみ砕きながら暴れまわる。

「走竜を守れ！　走竜達が気持ちよく暴れられるようにするのが君達の仕事だ！」

「はい！」

　騎手達は近づいてくる敵兵を槍で突く。

　俺も剣を振るって、オークやゴブリンを片っ端から斬っていった。

「グオオオ[image: !!!]」

　一際大きな影が飛び出してきた。

「オーガだ!!」

　１体の走竜が、棍こん棒ぼうで頭を打ち砕かれた。

　あれは現地徴用されたモンスターの中でもひときわ凶暴なやつだ。

「ひぃ、うわああ[image: !!!]」

　落竜した男に魔王軍の兵士達が殺到した。

「ルーティ！」

「分かった」

　俺はオーガに向かって最短距離で突撃する。

　正面から来た俺を叩たたき潰つぶそうとオーガは棍棒を振り上げるが……。

「武技：潜せん影えい剣けん！」

　オーガの死角に、ルーティが現れ剣を振るった。

　あの武技は、相手の影へと短い距離を高速移動するものだ。

「グオッ!?」

　背後から斬りつけられ、炎の剣によってオーガの身体が燃え上がる。

　身体が燃え上がったオーガが、思わず俺から目を離して背後へ振り返ってしまったのも仕方のないことだろう。

「だがそれは致命的な隙だ」

　脇から肋ろつ骨こつの隙間を縫うように、俺の剣がオーガの心臓へと突き立てられる。

　どんな巨体であったとしても、心臓を貫つらぬかれたら即死する。

「グォォォ……！」

　オーガは倒れ、そのまま動かなくなった。

「よし！　残りの部隊も全軍前進！　走竜騎兵は一時離脱の後、歩兵と協調して再度突撃だ！」

　俺が角笛を鳴らすと、歩兵隊を率いる父さんが続けて角笛を鳴らす。

　魔王軍の陣形は乱れている。歩兵隊に食い止められ、側面から騎兵隊に突撃される。

　魔王軍が壊滅するのに時間はかからなかった。
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　占領していた魔王軍を殲せん滅めつし、イーストウッド村を解放した俺達は、この村で一晩休むことにした。

　明日あしたはレイクサイド村を解放したら、すぐに態勢を整え城を包囲する魔王軍本隊との連戦だ。兵士達には明日に備えてしっかり休むよう指示しておいた。

「どうせ魔王軍に奪われていた食料です、好きなだけ持っていってください」

「ありがとう」

　イーストウッド村の人々は惜しげもなく俺達にあらゆる協力を申し出た。

　特に歩兵として参加する屈強な木こり達は良い戦力になるだろう。

「魔王軍に殺された我々の息子の仇かたき、どうか討たせてください」

　魔王軍は占領したこの村の住人を従わせるために彼らの子供達を人質に取ったそうだ。

　村人達も仕方なく彼らの言うがままに働いていたそうだが、魔王軍は俺達が来る前に、すでに人質を殺してしまっていた。

　子供達の無残な亡なき骸がらを見た村の人達は、魔王軍を倒せるのならどんな協力でもすると言って俺達の軍に加わってくれた。

　……そう話している村長の目には魔王軍に対する暗い憎悪が燃えていた。
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「ギデオンさん」

　ルーティのところへ向かおうとしていた俺を呼び止める声がした。

「ドロシーとクラウディアか。どうした、何かあったか？」

　ゴールドの仲間だった２人の少女だ。

　２人とも戦える状態にないため、後方支援部隊で働いてもらっている。

「ゴールドさんのことで」

「ゴールドか……クラウディアは足も怪け我がしているし立ち話は疲れるだろう。座って話そうか」

　俺は２人を今は誰も使っていない家へと案内した。

　この住人は魔王軍に殺されたのだ。

　それからアンズの果実酒を取りに行き、それを水で割ってから２人のもとへと戻る。

「ゴールドのことだったね」

「はい」

　俺達は椅子に座って話を始めた。

「ゴールドさんは、もう元には戻らないんですか？」

「ああ。パラサイトデーモンは相手の心臓に根を下ろす。ゴールドの心臓はもうデーモンの物に置き換えられているんだ」

「やっぱりそうなんですね」

　２人はぎゅっと唇を噛かんだ。

「あんな目にあってもゴールドを救いたいのか？」

　ドロシーは首を横に振る。

「私自身にも分かりません……でも、彼のことを乗り越えないと、私達は先に進めないって、そう思ったんです」

「そうか」

「ゴールドさんと、明日戦うと思いますか？」

「多分出てくるだろう、そうなったら俺が戦うつもりだ」

　俺の言葉を聞いてドロシーとクラウディアは、持っていたコップを一気に呷あおり果実酒を飲み干した。

「私達も前線に出してください」

「魔王軍から受けたこの痛みに、決着を付けたいんです」

　２人の目は真剣だった。

　勢いで言ったのではなく、ここに来るまで熟考の末に出した言葉なのだろう。

「……２人とも馬は扱えるか？」

「できます、ゴールドさんから教えてもらいました」

「なら伝令を任せたい。魔王軍と直接戦うことが仕事ではないが、戦場を１人で走る危険な役割だ」

「伝令を私達に」

「この役割を受けた以上、戦場で死ぬことは許されない。敵に遭遇しても、逃げて、足あ掻がいて、仲間のところまでたどり着き言葉を伝える責任がある……できるか？」

「「……やります！」」

　２人は少し考えた後、決意を込めてはっきりとそう言った。

　その手は震えていたが……震えを止める為ために戦うのだろう。

「そうか、もしやはり無理だと思ったら明日までに遠慮なく言ってくれ。だが戦いが始まったらもう辞められない、それだけは肝に銘じて欲しい」

「分かっています」

　クラウディアはそう言って立ち上がった。

　ドロシーは俺の目をじっと見ながら口を開いた。

「ギデオンさんは私達に戦うことを強要することも、戦わないよう強要することも無かった。私達の意志を尊重してくれて、ありがとうございます」

　ドロシーの言葉に、俺は思わず目をそらす。

「……俺の方こそ、君達を救うことができなくて悪かったと思っている」

「いいえ、私達のような目にあった人は村ではほんの少しで済んでいます。ギデオンさんは十分救ってくれました。あとは私達自身の問題なんです」

　最後のは余計な言葉だった……２人に気を遣わせてしまったな。

　外へと出ていく２人の背中を眺めながら、俺は明日の戦いで２人が生き残ってくれることを願わずにはいられなかった。
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　ドロシー達と別れ、俺はルーティのところへあらためて向かった。

　ルーティは走竜達の世話をしているところだった。

「ルーティ、お疲れ様」

「お兄ちゃん。うん、お疲れ様」

　餌の入った桶おけをシルクとベルベットの前に置いて、ルーティは俺の方へと向き直った。

「ギャウ」

「ギィ？」

「ギャウギャウ」

「ギャウ！」

　シルクとベルベットはお互いにちょっかいを出し合いながら餌の肉を食べている。

　野生の走竜達が俺達に協力してくれているのも、シルクがベルベットを喧けん嘩かで倒したからだ。魔王軍には走竜を飼いならす技術がなく食料として狩られるだけだから、彼女達にとっても人間と協力するメリットはある。

　ベルベットはボスとなったシルクを尊重しつつも、今も何かと張り合っているようだ。

　なお彼女といったことから分かる通り、ベルベットはメスの走竜だ。

「仲がいい」

　ルーティは２体の走竜を見て言った。

「俺達も夕食を取ろう。今日は早く寝ないとな」

「お兄ちゃんは遅くまで起きてるつもりでしょ？」

「いや、今日だけは本当に早く眠るつもりだよ。もうやるべきことはすべてやった、あとは明日の戦いでその結果を知るだけだ」

　俺とルーティは隣り合って座った。

　暗くなりつつある夕焼けの空に一番星が輝いている。

「明日でこの戦いも終わるんだね」

「そうだな、本隊を壊滅させればこの地の魔王軍は撤退するだろう……だけど、また別の部隊が来る」

「うん、魔王軍は世界を征服しようとしている。この戦いはその中の１つの局面」

「ああ、でも王都の力を借りず、現地の兵力だけで魔王軍を撃退できれば、今戦っている多くの人を勇気づける勝利となるだろう」

　現在、魔王軍をかろうじて食い止めているのは王都精鋭のバハムート騎士団だけだ。

　大陸中に展開する魔王軍に対して騎士団１つでは数が足りない。

「それがこの勝利によって変わる、だから重要な局面なんだ」

「うん」

　ルーティは隣で、俺の顔をじっと見ている。ちょっと視線がくすぐったい。

「戦いは明日で終わるけど、お兄ちゃんと私の戦いは明日から始まるんだね」

「……そうだな、できればルーティには平和に暮らしてほしかったけれど」

「それは無理だよ。私は『勇者』だから」

「ああ、『勇者』だからな……」

「大丈夫、お兄ちゃんが一緒にいてくれるなら私はそれだけで幸せだから……お兄ちゃんはずっと一緒にいてくれるんだよね」

「前も言った通り、ルーティが俺を必要としてくれる限りな」

「じゃあずっと一緒」

　ルーティはぎゅっと抱きついてきた。俺はルーティの頭を撫なでて笑った。

　ルーティはいつだって可愛かわいい妹だ。

「お兄ちゃん、今夜は一緒に寝たい」

「一緒って、いつも同じ部屋で眠ってるだろ？」

「ううん、昔みたいに同じ毛布で寝たいの」

「同じ毛布か。いいよ、久しぶりに腕枕してあげよう」

「やった」

　ルーティは両手を上げて喜んでいる。

　夜も更け、約束通り俺はルーティと同じ毛布で眠った。

　俺の腕を枕に、安心したような表情で眠るルーティを見て、俺は今日までの戦いがすべて報われた気がした。この安らぎを守れるのなら、魔王とだって戦える。

　そう本気で思っていた。
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　翌日。

　レイクサイド村。名前の通り湖の側にある村だ。

　領主オズグッド卿きようの城へ続く街道はこの村を経由している。

　魔王軍がこの村を占領すれば、城は孤立するというわけだ。

　だがこの村を取り返せば、今度は城を包囲している魔王軍が孤立することになる。

「作戦はこうだ」

　俺とルーティ、タップの３人は乗騎を並べて作戦の打ち合わせを行っていた。

　今回は、俺とタップの２つの騎兵部隊が先行している。

　イーストウッド村の時と違い、要所であるレイクサイド村にいる魔王軍は十分な備えをしている。勝つためには策が必要だ。

「まず走竜騎兵隊が攻撃を仕掛ける。騎兵には騎兵をぶつけてくるだろう、走竜騎兵は相手の騎兵とぶつかった後、離脱して後退する」

「後退するんですか？」

「そうだ。敵を村から引き離した後は再び反転して突撃し相手の足を止める。そこでタップの騎兵隊の出番だ。足を止めた敵騎兵に突撃し殲せん滅めつする。その頃には後続の味方達も到着する。あとは全軍で騎兵を失った敵を撃破する」

　今回の作戦の目的は味方だけが騎兵を持っているという有利を作り出すためのものだ。

　騎兵の有無は野戦の勝敗を左右する重要な要素である。

「おいらが敵を殲滅……」

　タップは不安そうだ……確かに俺も不安を感じている。

　タップは頼れる男だが軍人ではない。足りないのは経験だけで、鍛えれば素晴らしい指揮官になるとは思うが、その足りない経験を今のこの瞬間に補うことは不可能だ。

　俺が両方指揮できればと思うが、俺の身体は１つしかない。

「お兄ちゃんはタップの部隊を指揮して。走竜騎兵隊は私が指揮する」

　ルーティは俺の目を見て、はっきりとした口調でそう提案した。

「ルーティが!?」

「タップの部隊には指揮能力と同時にお兄ちゃんの武力が必要、この配置が最適」

「……そうだな、ルーティの提案は正しい」

「でも一番危険な役割をルーティさんがやることになるよ！」

　タップの言葉もその通り……俺は迷った。

「勝つための最善、そうでしょお兄ちゃん？」

「ルーティはいつだって賢いな……危険な仕事だが頼めるか」

「うん、私はお兄ちゃんの役に立てる」

　ルーティの迷いのない目を見て、俺は妹の作戦を採用することにした。
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　ルーティの率いる走竜騎兵が、俺達が隠れている森へと逃げてくる。

「兄貴、もう十分だろう！　おいら達も出ましょうよ！」

「まだだ！　今出たら半数は取り逃がす！」

「でも！」

　ルーティが走るのは部隊の最後尾。殿しんがりとして部隊を守りながら走っている。

　追いすがるオークの騎兵を、ルーティは剣で斬り捨てながら進む。

「ああっ、危ない!!」

　タップは両手の拳を握って震えた。

　ルーティは何度もオークに追いつかれ、危ないところを切り抜けている。

　今すぐにでも飛び出してルーティを助けに行きたいが……俺は唇を噛かみ締めて堪こらえる。

「あ、兄貴、唇から血が」

「俺に痛みを無効化するスキルがなくって良かった。この痛みがなければ暴走してしまうところだ」

　ルーティが傷つきそうになる度に、魔王軍に対する怒りで我を忘れそうだ。

　……だが、次第に違和感をおぼえはじめた。

「ルーティ……まさか」

　ルーティは追いつかれそうになるのを必死で防いでいる……わけではない。

　あれはオーク達が冷静さを失って深追いするよう、わざと追いつかせているのだ。

　危なそうに見えながら、ルーティの剣は冷静だ。

　気がつけば13騎ものオークを逃げながら斬り捨てている。

　なんという成長速度だろう。それにあの判断力は『勇者』だからではない。

　俺の妹ルーティ自身の判断力だ。

「天才だ」

　ルーティが剣を取って、まだ１ヶ月も経たっていない。だがルーティの堂々たる戦い方は熟達した騎士のようだ。俺の妹はなんて誇らしいのだろう。

「よし、十分な距離だ」

「じゃあ！」

「ああ、行くぞタップ！　騎兵隊突撃！」

　掛け声と共に、俺達は森から飛び出した。

「お兄ちゃん!!」

　俺の姿を見て、ルーティが嬉しそうに応える。

　ルーティの率いる走竜騎兵は弧を描くような軌道で反転し、敵の側面へと回り込んだ。

　俺達の姿を見て驚いている魔王軍を、ルーティ達が足止めする。

「タップ、俺がルーティのことを溺でき愛あいしてることは知っているな」

「ええ、そりゃもう」

「で、その俺がルーティが危ない目にあっているのを我慢して見ていたわけだ。その俺が今どんな気持ちか分かるか」

「もしかしてキレてます？」

「正解」

　そして接敵。立ちふさがるオークに向けて俺は全力で剣を叩きつけた。

「ひっ!?」

　オークの首と腕が宙を舞った。

「よくも俺の妹に剣を向けたな[image: !!!][image: !!!]!!」

「な、なんだよお前！」

「俺はルーティのお兄ちゃんだ!!」

「は、はぁ？　何言ってんだお前は……うぎゃ!!」

　オーク達の血があたりに飛び散る。

　暴れまわる俺の姿に、魔王軍のオーク達は動揺した。

「おいら達も続け！」

　続いてタップ達が槍やりを構えて突撃してくる。

　動きを止めた魔王軍の騎兵達は良い的でしかない。

　なすすべなくオーク達は倒れていった。

　およそ10分後、味方の軍勢が到着するころには敵騎兵は壊滅していたのだった。







[image: 第六章　『勇者』の軍]







　オズグッド卿の城を包囲していた魔王軍の本陣に、レイクサイド村が陥落したとの知らせが届いた。

　魔王軍を率いるウィンドデーモンはすぐさまワイヴァーンに飛び乗って空から偵察する。

　空から見えたのは進軍する人間達。

　その先頭に立ち指揮を執るのは、あの時戦った騎士だ。

「来たか」

　ウィンドデーモンは本陣に戻るとすぐさま城の包囲を解き、敵を迎え撃つため野戦の陣形へ立て直すよう指示を出した。

　天幕の中でウィンドデーモンは周辺の地図を広げ、どう迎え撃つか検討する。

「古城は即座に捨てたか、良い判断力だ」

　作戦を立てるのはウィンドデーモン１人だけだ。デーモン族は、オーク達やその他魔王軍を構成するモンスターを信頼してなどいないのだ。

「走竜などよく用意できたものだ、この部隊をいかに早く撃破するかが勝敗を分けるだろうな」

「なんだ、民兵ごときに敗北する可能性があるのか」

　ウィンドデーモンは声のした方にある暗がりを睨にらむ。

　そこには腕を組んで立つ、獅し子しのたてがみのような色の髪をした男がいた。

「パラサイトデーモンか、誰の許可を得て我の天幕に入った」

「俺は監察将校だ。権限は魔王様より与えられ、四天王ガンドールの配下である貴様の命令に従う必要はない」

「ふん、その割りにはわざわざ敵陣に潜入してまで我に協力したではないか」

「この身体オレの記憶から興味深い情報が得られてな、どうしても直接会って確かめたかった」

「興味深い情報だと？」

「やつらの中に『勇者』がいる」

「何だと!?」

　ウィンドデーモンの鎧よろいがガチャリと大きな音を立てた。

「確かなのか」

「身体オレは『賢者』ではない、確かなことは分からん」

「……どっちだ？　騎士か少女か」

「くく、さすがは四天王ガンドール自慢の風将八騎だ、よく分かったな……少女の方だ」

「では騎士は『導き手』か」

「そうだ」

「まさかこの地に『勇者』が……討ち取れば手柄となるな」

　だがパラサイトデーモンは気のない様子で肩をすくめる。

「なんだ、お前も『勇者』の首を狙っているわけではないのか？」

「そちらは貴様に譲ろう、身体オレは騎士の方をいただく」

「なぜだ、『勇者』に勝る手柄はないだろう」

「俺は監察将校だ。戦場での手柄など必要ない。この身体オレが騎士の首を欲しているんだ」

「分からんな、そいつの身体はお前が完全に乗っ取ったのだろう？」

「そうだ。俺はこの身体オレのすべてを奪った……身体オレの抱いていた憎しみも俺のモノとなっている。だから身体オレはギデオンを殺さなくてはならない」

「……気味の悪いやつだ」

　ウィンドデーモンは顔をしかめてつぶやいた。パラサイトデーモンはデーモンの中でも異質な種だ。ウィンドデーモンは嫌悪感を隠そうとしなかった。

　パラサイトデーモンもいつものことだと気にした様子はない。

「ギデオンは身体オレが殺す、分かったな」

「いいだろうパラサイトデーモン、お前は好きにしろ」

　パラサイトデーモンは、話は終わったと天幕を出て行こうとする。

　作戦立案を手伝うつもりは無いようだ。

「ああ、ウィンドデーモン、１つだけ言っておく」

「なんだ」

「今の身体オレの名はゴールドだ。パラサイトデーモンではなくゴールドと呼べ」

　そう言ってゴールドは出ていった。ウィンドデーモンは吐き捨てるように言った。

「デーモンの異端者め」
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　レイクサイド村を解放し部隊を再編した後、俺達は決戦に向けて進軍した。

　時刻は昼過ぎ。村を出てから23日目。

　俺達はついに、占領されたこの地を取り返すための決戦の地にたどり着いたのだ。

「鶴翼の陣か」

　俺は望遠鏡で相手の陣形を確認して言った。

　指揮官を中央に配置し、右翼と左翼を前面に張り出しＶの字状の形をつくる陣形だ。

　指揮官を狙って中央に進軍すれば右翼と左翼が閉じ、包囲殲せん滅めつされてしまう。

　弱点は包囲が完成する前に防御の手薄な中央の指揮官がやられてしまうと突破されることだが、魔王軍の指揮官は強力なデーモンであるためそれも難しい。

　俺は伝令のドロシーに、こちらは射手、歩兵、騎兵の順に３列横陣を取るよう指示を出した。

「お兄ちゃん」

　ベルベットに乗ったルーティがやってきた。

　その堂々たる姿を見れば、もう誰もルーティを力のない少女だとは思わないだろう。

　ルーティは俺の近くまで来ると、ベルベットから降りた。

「ルーティ、もうすぐ開戦だが準備はいいか」

「大丈夫。でも今回はどうするの？　走竜騎兵で突撃するのは難しいよね」

「そうだな、今回も走竜騎兵には働いてもらうが陣形を維持している敵に突撃はしない」

「相手の陣形が崩れてから戦いを決めるために使うんだね」

「ああ、今回の相手じゃ走竜騎兵でぶつかっても潰されるだけだ」

「どうやって相手の陣形を崩すの？　相手の方が質も数も上だよ」

　ルーティの言う通り、これまでの相手と違ってさすが魔王軍本隊だ。

　規律の取れた動き、よく磨かれた装備。

　特に中央を守る鎧よろい兜かぶとに身を包んだオーガの小隊は、昨日戦ったこの大陸のオーガではなく、生来の粗暴さを抑え込む訓練を受けた暗黒大陸からきたオーガだ。

　士気は高いとはいえ、所詮民兵集団である『勇者』の軍がまともにぶつかって勝てる相手じゃない。

「私の出番のようね」

「エルフのお婆ばあさん」

　イルマタルさんが進み出た。

「二度の戦いで私を温存したのはこの時のためなんでしょう？」

「……できますか？」

　俺の言葉にイルマタルさんは力強く頷うなずいた。

「やりましょう。この『賢者』イルマタルによる一世一代の大魔法をお見せするわ」

　作戦は決まった。

「お兄ちゃん」

「ああ、ちゃんと説明する。古城での戦いと同じさ、兵で負けているなら地の利に頼る」

「地の利？」

　俺はルーティに作戦を説明した。
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　両軍が相まみえる戦場。魔王軍の威容はやはり脅威だが、弓を持ち背筋を伸ばして魔王軍を見据える『勇者』の軍の姿も決して劣るものではない。

　古城を出てから二度の勝利は、彼らを勇敢な戦士へと成長させた。

　村を解放してきたのは戦力を増強する意味もあったが、彼らに魔王軍を前にしても恐れない強さを得るためでもあった。

　走竜に乗った俺とルーティは、味方を鼓舞するため全軍の前に出る。

「ルーティ……『勇者』だ……」

　途中で２つの村から兵を補充したこともあり、ルーティの姿を見てざわつく者もいた。

　いや、『勇者』の姿を見てと言うべきか。

　ここは俺ではなくルーティが話をするべきか。

「ルーティ」

「……分かった」

　俺はルーティの後ろへと下がる。ルーティは赤い刀身を空へとかかげる。

　炎の剣の刀身が燃え上がる。ルーティはともに戦う兵士達を見渡し、視線が自分に集まっているのを確認すると言葉を発した。

「これが最後の戦い」

　人々はルーティの言葉をじっと聞いている。

「この戦いに勝っても、新しい土地を得られるわけじゃない、財宝も手に入らない……私が約束できるのは１つだけ」

　ルーティは静かな、だがよく通る声で言った。

「自由を手に入れる」

　ルーティの言葉が終わると同時に、俺は用意した軍旗を広げ掲げた。

　白地に赤い花のような紋章が描かれている。

「『勇者』の紋章だ……」

「俺達は『勇者』の軍なんだ！」

　人々はルーティに向かって叫ぶ。

「自由を！」「自由を！」「自由を！」

　ルーティは俺を見た。

　俺は笑って頷く。口下手なルーティにできる最善の鼓舞だった。

　ルーティは微笑ほほえむと、対たい峙じする魔王軍へと向き直った。

「『賢者』イルマタル」

　ルーティに名を呼ばれ、イルマタルさんが兵士達の間から前に出る。

「大した『勇者』の姿だったわ、じゃあ私も『賢者』であるところを見せましょう」

　イルマタルさんは手にした杖つえを地面に突き立て、精神を集中した。

　それは長い時間をかけた精神集中によって発動する、白兵戦では使えない大規模魔法。

「……さあ御覧ごろうじろ！　『賢者』イルマタルの生涯最大の大魔法！　キャッスルオブアースロード!!」

　イルマタルさんは叫びながら、杖を地面に深く押し込んだ。

　まるで泥の中へと沈むように杖が沈んでいく。

「な、なんだ？　地震か？」

　村の人の誰かが言った通り、地面が揺れている。

　次の瞬間、俺達の前方で大地が大きく盛り上がった。

「城だ！　城が現れたぞ!!」

　現れたのは土で出来た城。

　これまで一糸乱れぬ陣容を誇っていた魔王軍の兵士達が、はじめて動揺で陣形を乱した。

「よし！　全軍前進！　あの城に入り魔王軍を迎え撃て!!」

「「「おおっ[image: !!!]」」」

　俺達は城へ向けて走った。野戦を攻城戦に変える。これが魔法だ、選ばれし上級加護のみ使える力だ。……俺にはどんなに努力してもたどり着けない力。

　やはり『勇者』の仲間には『賢者』が必要なのだろうか？

　いや、今はそんなことを考えている場合じゃない。戦いに集中しよう。

　俺は城に入ると、内部の構造を確認して指示を出す。

「射手隊は城を上がって屋根から射撃！　歩兵隊は第１から第３部隊までは正面を守れ！　第４部隊は二手に分かれ側面に！　第５部隊は騎兵隊と共に背面の入口を守れ！」

　土で作られたこの城に城門は存在しないので、第５部隊であるレイクサイド村の重装歩兵達が背面の入口を固める。

「魔王軍が動きました！」

「だろうな！　この土の城から魔王軍の陣地まで矢が届く！　こんなところに突然城が作られたら力攻めするしか無いだろう！」

　正面の城壁にはすでにルーティが立っている。

「射手隊構え……放て」

　ルーティの号令と共に屋根に上がったハーフエルフ達の矢が魔王軍のオーク達へと降り注ぐ。

「ぎゃああ!!」

　続けて城壁に張り付こうとする敵に、城壁の歩兵達が矢と投げ槍ジヤベリンを雨あられと降らし、次々に倒していく。

　それでも魔王軍は鶴翼の陣を保ったまま、この城を包囲するように動いていた。

「大きくは乱れないか、さすがだな」

　城壁とはいえ魔法で土を固めて作られたものだ。

　オークが手に持っていた棘とげ付きのメイスで壁を殴りつけると一部がボロリと崩れた。

「この壁、崩れるぞ！」

「ヒャッハー！　硬いのぶちこんでやるぜ！」

　魔王軍は次々に壁に張り付き、武器を叩きつけた。

「確かに強度の高い壁ではないが」

　兵士達と一緒に俺とルーティも弓を持って、壁に張り付く魔王軍を次々に射殺す。

「それでもこれだけの厚さの土壁を壊すのに何時間かかるのやら」

　即席であってもこれは城だ。そう簡単に壊せるものではない。

　魔王軍は土の城を取り囲み攻撃を加えるが、『勇者』軍は勇敢に応戦し確実に魔王軍の兵力を減らしていく。中央に陣取るウィンドデーモンは明らかに焦れているようだった。

「オーガを出せ！」

　ウィンドデーモンが叫ぶ。丸太を抱えたオーガ達が前進を始めた。

　その数８体。

「近づかせるな！」

　ハーフエルフの射手は叫ぶと、矢を放った。

　矢はオーガの肩に当たるが、頑丈な皮膚を貫つらぬけず弾はじかれる。

　他の射手達も一斉に矢を浴びせるが、それでもオーガ達は前進を止めない。

「な、なんだあれは！」

　ハーフエルフの青年は矢を放ちながら悲鳴を上げた。

「魔王軍が暗黒大陸から連れてきたオーガだ。こちらの野良オーガとは比べ物にならない強さを持っている」

　俺はそう答えて投げ槍を掴つかんで振りかざす。

「オーガは俺が倒す！　お前達は城壁に張り付いている敵を優先しろ！」

　俺は叫ぶとオーガに向かって手にした槍を全力で投げつけた。

「グォ!?」

　槍はオーガの喉を貫いた。喉をかきむしりながらオーガの巨体が倒れる。

「弓よりこっちの方が得意なんだ」

　弓を構えたまま何が起こったか分からず呆ぼう然ぜんとしているハーフエルフに、俺は笑って言った。

　続けて槍を投げつけ、俺は次々にオーガを倒していく。

「すごい人だとは思っていたが……『勇者』様と共にまさに人類希望の双翼だ」

　なんだか大層な称号を贈られた。

　ルーティと一緒というのは嬉うれしいが……今は戦いに集中しよう。

「お兄ちゃんと私が双翼」

　隣で戦うルーティは満更でもない様子で繰り返し呟つぶやいていた。

　戦況は予想通り、俺達の優勢で動いている。

　村の人達とハーフエルフ達は、古城での訓練と実戦から籠ろう城じよう戦での動きは迷いがなく機敏だ。彼らに引っ張られる形で、２つの村から参加した人々も問題なく動けている。

「私達も中々のものじゃない、この調子ならすぐにやつらをやっつけられそうだわ！」

　城壁から石を投げていた女性が言った。

　だが次の瞬間、ピシッと城壁から大きな音が鳴った。

「え？」

　女性が驚き固まった。

「そこから離れろ!!」

　俺は慌てて叫ぶ。だが彼女達の身体能力でそれは難しい命令だった。

「きゃああああ!?!?!?」

　城壁の一部が崩壊した。

　それも、外力で破壊されたのではなく内側に飲み込まれたかのような奇妙な崩壊だ。

「ヴォーテックスの魔法か！」

　力場の渦を作り出す上級魔法。

　戦場の一角を見れば、獅し子しのたてがみのような髪をした青年が左手をこちらに向けて笑っていた。

「ゴールド……！」

　城壁を崩したのはゴールドだ。

　あれほど強力な魔法が使えるようになったのはパラサイトデーモンの力か。

「ひ、ひっ！　こないで!!」

　崩れた城壁を乗り越え、オーク達が落下した村の人達へと近寄る。

　俺は城壁から飛び降りると、オーク達の前に立ちはだかった。

「邪魔だ人間！」

「ならどかしてみろ！」

　襲ってくるオークを、俺は剣で斬り伏せる。

「今のうちに下がれ！」

「は、はい！」

　落下した村の人達を下がらせ、俺はオーク達を剣で食い止める。

「走竜騎兵隊！」

　俺が叫ぶと、シルクを先頭に走竜騎兵達がオーク達へと飛びかかった。

「ここを死守だ！　敵を中に入れるな！」

「はい！」

　走竜の上で戦う騎兵達は槍を突き出し魔王軍を牽けん制せいする。

　崩れたと言っても土砂が残っているため、防壁としてまだ機能しているのが幸いだ。

「２発目がくるぞーーー[image: !!!]」

　城壁の上から叫び声が上がった。そして再び城壁が崩れる。

「くっ、走竜騎兵隊！」

「は、はい！」

「こちらは任せる、俺は１人であちらを食い止める！」

　俺は２つ目の穴へと向かおうとするが……。

「大丈夫だギデオン！　こちらは任せろ！」

　突入しようとしたオークの頭を、振り下ろされた斧おのが叩たたき割った。

「父さん！　母さん！」

　防衛に動いたのは父さんと母さん、それにイーストウッド村の木こり達。

「弓はさっぱり当たらんかったが、やっぱり斧が一番だのう！」

「俺達の子供を殺した報いを受けさせてやる！」

　これまで活躍できなかった鬱憤を晴らすかのように木こり達は斧を振り回して大暴れしている。これなら食い止められそうだ！

「ギデオン、ここは大丈夫だ！　お前はやるべきことをやってくれ！」

「分かった!!」

　俺はシルクの背に飛び乗った。

「ルーティ！」

「お兄ちゃん、一体何をするつもりなの！」

「ゴールドを止めてくる！　指揮は任せた！」

「お兄ちゃん!!」

　俺はシルクの腹を軽く蹴り、城の外へ前進を指示する。

「「ギデオン」」

　父さんと母さんが俺を呼び止めた。振り返ると、穏やかに笑う２人の姿が見えた。

「俺達は、今度こそお前とルーティを守ることができたのだろうか？」

「ありがとう父さん、母さん……助かったよ」

　俺も笑ってそう答えた。それからはもう振り返ること無く俺は敵軍の中へと飛び出した。
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「ゴールド!!」

　俺は手にした槍をゴールドへ向けて投げつけた。

　三度ヴォーテックスの魔法を発動しようとしていたゴールドは、飛んできた槍を防ぐために魔法発動を中断し、右手の剣で弾いた。

「ギデオン、やっと来たか」

「全く！　敵になった途端面倒な魔法を使いやがって！」

　俺はシルクから降りて構えた。

　ゴールドは左手には魔法を使うために何も持たず、右手には漆黒のロングソードが握られている。ロングソードは以前使っていたものとは違う。

　棘のついたいびつな左右非対称の剣で、柄つかには悪魔の顔が大きくデザインされている。

「……デーモンの武器ってのは、なんでそう使いにくそうなデザインをしているんだ？」

「強力な魔法の武器に機能性など不要だ、必要なのは魔法的な形だ」

「そういうもんかね」

　いかに強力な魔剣でも、根底にあるのはそれを扱う剣術であるべきだと、そう俺は考えている。あの剣は頼まれたって使いたくない。

「悪いがすぐに終わらせる」

「悪いが……か、お前にとって俺の存在などその程度なんだろうな。だが言ったろう、お前の守ろうとしていたモノが崩れていく様を見せると！」

　ゴールドが叫ぶ。空を巨大な影が横切った。

「ウィンドデーモン！」

　俺が１騎で敵陣に斬り込んだように、ウィンドデーモンもまた１騎で城壁を越え勝負に出たのだ。

「俺を倒す為ためにお前はルーティのもとから離れるしか無かった。その時こそ、『勇者』を討ち取るチャンスというわけだ！」

　ゴールドは勝ち誇って言った。

「シルク！」

「ギャウ！」

「ルーティを頼む!!」

「ギャウ!!」

　シルクは吠ほえると、一瞬だけ俺を気遣うような視線を向けた。

　大丈夫だと俺は頷く。

「ギャウウ!!」

　シルクは土の城へ向けて駆け出した。その様子を見てゴールドはニヤリと笑う。

「走竜を送ったところでウィンドデーモンに勝てるものか！　悔しいかギデオン！　だがお前はここから動けない！　このゴールドがいるからなぁ!!」

　ゴールドの左手から稲妻が放たれる。俺は手にした剣で稲妻を切り払う。

「ちっ、その剣は魔法を切れるのか！」

「でなけりゃ武技も魔法も使えない俺が、１人で強力な加護持ちと戦えるわけがないだろ」

　俺は一足で間合いを詰め、下段からすくい上げるような一撃を放つ。

　キィンと甲高い音がして、ゴールドの剣は俺の一撃を正面から受け止めた。

　鍔迫り合いバインドの状況から、俺達は相手に一撃叩たたき込む隙を窺うかがい睨にらみ合った。
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　土の城の城壁の上。

「貴様が『勇者』か！　その首貰もらった!!」

「……！　スキル：見切り！」

　ランスを構え、風を帯びて突撃してきたウィンドデーモンの一撃を、ルーティは冷静に剣で受け流そうとした。

「あぐっ!?」

　ルーティの身体が吹き飛ぶ。

「我が槍やりは暴風をまとう！　受けても避よけても風は容赦なく貴様を打ちのめすだろう！」

　ルーティは転がりながら態勢を立て直し、剣を構える。

「武技：潜影剣」

　駆け出したルーティの姿が消え、ワイヴァーンの背後の影に現れる。

「甘い!!」

　ルーティの突き出した剣は空を切った。

　ワイヴァーンはその巨体から想像もできないほどの俊敏さで空へと舞い上がったのだ。

「セイクリッドデイブレイク！」

　ルーティは間髪を容いれずに印を組み、魔法を発動する。

　一筋の稲妻がウィンドデーモンを襲った。

「ブラストバリア！」

　風の結界が正義の雷いかずちを弾いた。

　弾かれた雷は、無数の電撃となって城壁の下の魔王軍を吹き飛ばす。

「閣下！　俺達に被害が！」

「黙れ！　この栄光ある戦いの前に、お前達の命など気にかける価値はない！」

「そ、そんなぁ！」

　ウィンドデーモンは嬉き々きとして再びランスを構えた。

「我こそ風の四天王ガンドール様の風将八騎が一角ウィンドデーモン！　さあ『勇者』よ、愉たのしき殺し合いをしようぞ!!」

「迷惑」

　ルーティは一言そう言ってから跳んだ。

「我に空中戦を挑もうとは！　その意気や吉!!」

　ウィンドデーモンも受けて立ち、ルーティ目掛けて急降下した。

「炎の剣よ！」

　ルーティの剣から炎が沸き上がった。炎の剣と風の槍が空中で火花を散らす。

「お兄ちゃんに教わった、風は火を育む」

　炎が広がりワイヴァーンとウィンドデーモンを包み込んだ。

「ぐっ、我の風に合わせて炎を制御したのか!?」

　ウィンドデーモンが怯ひるんだところをルーティの一撃が襲う。

「ちぃ!!」

　ウィンドデーモンはさらに上空へと舞い上がり、ルーティの剣をかわした。

「惜しかった」

　ルーティは着地しながら残念がる。

「さすが『勇者』、今のは肝が冷えたぞ……！　良いだろう、ならば我が全身全霊の武技にて挑もう！」

　ウィンドデーモンはランスを空に掲げる。

　ランスの周りの大気が歪ゆがみ、強大な風の力が集まってきた。

「や、やべえぞ！　閣下は本気だ！」

「あの武技を戦場でかまされたら俺達まで吹き飛んじまう！」

　屈強な魔王軍の兵士達が慌てて後退していく。

　だがウィンドデーモンはそんな彼らを叱しつ咤たすることなく、ただ『勇者』だけを見ていた。

「対城武技：大だい空くう魔ま貫かん槍そう!!」

　そしてウィンドデーモンはランスをルーティへ向けた。

「我が全力の風にて城ごと破壊してくれる!!」

　ルーティ目掛け、凄すさまじい勢いで突撃するウィンドデーモン。

　ルーティは剣を中段に突き出し、刺突で迎え撃つ構えを取る。

「我が武技を恐れぬか！　見事なり『勇者』よ!!」

　暴風がルーティのいる城壁に着弾するかという刹那。

「アースバインド!!」

　土の城壁から無数の針が飛び出しワイヴァーンを串刺しにした。

「ギゥゥゥ[image: !!!]」

　城壁に縫い留められワイヴァーンは動きを止める。

「エルフのお婆ばあさん！」

「ここは私の作った城の上よ、こういうことだってできる！　ルーティ大丈夫!?」

　魔法を使ったのはハーフエルフの『賢者』イルマタル。

「よくも我の飛竜に傷をつけたな!!」

　ウィンドデーモンは怒りで叫び、イルマタルを攻撃するため魔法を発動しようと印を組む。

「させない」

　ルーティがワイヴァーンの身体を駆け上がり、ウィンドデーモンに突きを放つ。

　ウィンドデーモンはルーティの一撃をランスで受け止めた。

「食いちぎれ！」

　ウィンドデーモンの命令で血走った目をしたワイヴァーンが、ルーティに噛かみつこうと首を返す。

「ギィーーーーー[image: !!!][image: !!!][image: !!!]」

　ワイヴァーンからガラスを引っ掻かいたような音の叫びが発せられた。

　ワイヴァーンはルーティを攻撃するのを止め、痛みに悶もだえる。

「シルク！」

「ギャウ!!」

　ワイヴァーンへと飛びかかったシルクが、その鉤かぎ爪づめでワイヴァーンの右の翼を引き裂いたのだ。ワイヴァーンは痛みと怒りで制御不能となり、背に乗ったルーティとウィンドデーモンを振り落とした。

「老いぼれハーフエルフと走竜ごときがやってくれたな!!」

　着地したウィンドデーモンは、ワイヴァーンが怒りで我を忘れているのを見て叫んだ。

「グルァァァァ[image: !!!][image: !!!]!!」

「ギャウ!!」

　ワイヴァーンは翼を引き裂いたシルクを憎悪し、牙で爪で激しく襲いかかっている。

　最初の爪をかわしたシルクだったが、避けたところをワイヴァーンに噛みつかれ宙に持ち上げられた。

「ギャウゥゥゥ……」

「シルク！」

　ルーティは助けに入ろうとするが、それより早く別の走竜がワイヴァーンの喉元に食らいついた。

「ギャウウウウ!!」

　ベルベットはシルクを助けようと食らいついたまま首を振り回して暴れる。

「うりゃああああ[image: !!!]」

　さらに飛び出したのは槍を構えたタップ。

　叫び声とともに突き出されたミスリル銀の槍がワイヴァーンの横腹を貫いた。

　たまらずワイヴァーンはシルクを口から放し身をよじる。

「タップ！」

「ルーティさん！　こいつはおいら達にまかせて！」

　タップのあとに続くように、村人達がワイヴァーンへ槍や弓で攻撃を加える。

「アンゲル村の『勇者』を掩えん護ごしろ！」

　巨大なワイヴァーンを恐れずに戦う平凡な村人達。

　目の前の光景を見て、ウィンドデーモンはランスを構え直す。

「あんな雑魚どもが恐怖を忘れ我が飛竜を抑えるとは……これが『勇者』か」

「もう空へは逃げられない」

　ルーティは剣を構えて応じた。

　ワイヴァーンが激しく暴れている城壁の上、ルーティとウィンドデーモンは静かに相対していた。死と暴力が吹き荒れる戦場で、２人にだけは静の時間が流れている。

「……ゼアアアアア[image: !!!]」

「…………！」

　ウィンドデーモンは大声で気合を発しながら、ルーティは静かに歯を食いしばりながら、２人は一気に間合いを詰めた。リーチで勝るランスがルーティに迫る。

　ルーティはギデオンが贈ってくれた鎧よろいを信じ、体を捻ねじりながら受け流した。

　鎧が音を立てたが、表面にわずかな傷が走っただけだ。

　ランスの間合いの内側に入ったルーティは、勝利を確信して剣を振り下ろす。

　だが。

「かかったな！」

　ウィンドデーモンは口から白いブレスをルーティに吹きかけた。

「眠りの吐息スリーピングブレスだ！　このタイミングならかわせまい！」

　それは武人を気取っているウィンドデーモンが見せた狡こう猾かつな本性。

　巨人も一瞬で昏こん倒とうさせるブレスがルーティを直撃した。

「私には効かない」

　ルーティの炎の剣がウィンドデーモンの身体に深く食い込んだ。

「まさか、睡眠耐性だと……!?」

「今日の戦いで新しくスキルを取得したばかり」

　ルーティは剣を引き抜いた、致命傷だ。

「不覚……だが悔いは無し！　『勇者』と戦えたことを……我は誇りに思う！」

　ウィンドデーモンはそう言って笑うと、膝をついて前のめりに倒れた。

「……ふぅ」

　ルーティは一度息を吐くと、次は主あるじを失いますます暴れるワイヴァーンとの戦いへと走ったのだった。
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「妹のことが心配かギデオン」

　ゴールドはそう言ってニヤけながら剣を振るった。

　俺とゴールドは必殺の間合いを保ったまま一歩も引かず剣撃を続けていた。

　以前のゴールドとは比べ物にならない速さと重さの剣。

　時折左手から放たれるスパークの魔法も、初歩の魔法ながら嫌らしい使い方だ。

「さすが『魔法戦士』だ、成長すればこんなに強いのか」

「いつまでその余裕面を続けるつもりだ！」

　ゴールドは苛いら立だった様子で大振りの一撃を放った。

　俺は受け流しながらゴールドの肩に剣を突き入れる。

　急所には届かなかったが鎖骨を両断するほどの傷だった。

「効かないなぁ」

　傷口はすぐに塞がった。パラサイトデーモンの再生能力は面倒だ。

　有効なのは胸に寄生しているパラサイトデーモン本体への攻撃。

　それ以外の部位への攻撃はすぐに再生されてしまう。

「そろそろルーティはウィンドデーモンに殺されているかもな」

　ゴールドはそう言ってまたニヤニヤと笑った。俺の動揺を狙った挑発のつもりだろう。

　……よし、俺も口撃に乗ってやるか。

「妹の心配をしてくれるのか？」

「ふん」

「大丈夫だ、ルーティなら問題なく勝てる」

「ほぉ信じているのか。だがウィンドデーモンは強敵だ、お前がいれば負けはしないだろうが、駆け出しの『勇者』で勝てるものか」

「駆け出しの『勇者』だからこそ手頃だったんだ」

「は？」

[image: ]

　今度は俺が笑う。

「ウィンドデーモンは今のルーティに手頃な相手だった。これからの戦いのため、加護レベルを成長させる敵としてな。だからウィンドデーモンを敵軍から引き離すため、俺は一度ルーティの側を離れるつもりだった。今回の戦い、俺は最初からお前の相手をすると決めていたのさ」

「馬鹿な……それじゃあお前がここにいるのは」

「予定通りだよ」

　剣と剣がぶつかり火花をちらした。

「ギデオン、お前というやつは本当に……!!」

　怒りに任せた激しい連撃。

「お前は！　お前だけはここで殺す！　お前を殺さなければ！　俺の人生の意味がない！」

「ゴールド、なぜ俺をそこまで恨む？　幼い頃から村を出ていた俺はお前の人生にほとんど関わってこなかっただろ」

「俺は『魔法戦士』ゴールドだ！　アンゲル村の英雄なんだ！　なのに村にいないお前はいつだって俺の上にいた！」

「俺のことなど気にせず村の英雄をやっていれば良かったんだ」

　剣撃の隙間を縫い、俺の一撃がゴールドの胸へと吸い込まれる。

　だが刃やいばが届く刹那に、ゴールドの魔法が俺を焼いた。

「ぐっ!!」

　即時発動の下級魔法で大した威力はないが、電撃を浴びて筋肉が一瞬硬直する。

　その隙にゴールドは後方に飛び退のき間合いの外に逃れた。

「ギデオン、俺はあんたに憧れてたんだ……あんたが村を守ってくれるのなら、それで何もかも旨うまくいってたんだ」

「俺が守りたいのはアンゲル村ではなくルーティなんだ」

「あんたは村の人間じゃなくなった。だから俺は、この村の英雄としてあんたより強いことを証明しなければならなかった」

　ゴールドの表情が変わった。次の一撃で勝負を決めるつもりだ。

　いいだろう、受けて立とう。俺は真っ直すぐ剣を空へとかざすと上段に構えた。

「今こそ俺は、あんたを越えてやる！　死ねギデオン!!」

「俺はルーティと一緒に旅立つと決めているんだ、死んではやれないな！」

　ゴールドが走った。中段からの両手突き。

「考えたな！」

　ゴールドの左手は刀身を握りしめ、魔法の光を帯びている。

　電撃の魔法を刀身に流すことで、俺が防御した時に刀身を通して電撃を浴びせるつもりなのだろう。

　だが！

　俺の目の前にゴールドが迫る。

　俺の首へと魔剣が突き出される……が、それより早く俺の剣がゴールドの肩口から胸を通って脇へと走り抜けた。

　剣速の差は数え切れないほどの鍛錬と実戦によって磨かれた剣術によるもの。ゴールドはパラサイトデーモンの力で加護レベルが擬似的に上がっているような状態だが、剣術は昔のままだった。それが勝負を分けた。

　ゴールドの剣は、俺の首のわずか数センチのところを通り過ぎる。

　俺とゴールドは交差し、お互いに背を向けたまま止まった。

「畜生……やはり強いな」

　ゴールドの胸からパッと赤い血が噴き出す。

　俺の剣は胸のパラサイトデーモンを両断した。

「もっと早く、俺のことを叩たたきのめしてくれれば良かったんだ。そうすれば俺は自分を英雄だなんて勘違いをせずにすんだのに」

「自分より強いやつがいるくらいで英雄であることを諦める程度の覚悟なら、初めから英雄なんて目指すものじゃない」

「くくっ、厳しいな……ああクソ……せめて一太刀浴びせたかったぜ……」

　ゴールドの身体が崩れ落ちた。振り返り、再生が止まっていることを確認する。

「パラサイトデーモンか、奇妙な種族だ」

　魔王軍のために行動していたが、あの言葉も感情も間違いなくゴールドのものだった。

　これからはあんなデーモンと他にも戦うことになるのだろうか。

「さて」

　土の城の方を見れば、向こうも勝負を終えたようで歓声を上げている。

「よし、仕上げだ」

　俺は魔王軍の背後にある領主オズグッド卿きようの城に向けて剣を掲げる。

「おおおお[image: !!!]」

　俺は腹に力を込め全力で叫んだ。

「おーー[image: !!!]」

　俺の声を聞いたのか、土の城にいるルーティも剣を振り上げ、普段は出さないような大きな声を上げている。

「「「おおおおお[image: !!!]」」」

　ルーティの周りにいる人々も同じように叫んだ。

「か、閣下を倒しただけで勝かち鬨どきか！　まだ数はこちらの方が上だ!!」

　俺の周りにいた魔王軍は若干士気を鈍らせたが、まだ戦意は喪失するに至っていない。

　だが。

「「「「「おおおおおおおおお!!!!！」」」」」

　一際大きな叫び声が聞こえた。魔王軍の背後にある領主の城の城門が開いていく。

「で、出てきやがった!!」

　ルーティの作戦は戦力を集中し、魔王軍を叩くこと。その最後の要はオズグッド卿の軍の参戦。今がオズグッド卿に城から出て決戦を行うよう決意させる時だ。

　領主の兵士達は傷つき、飢えていたが、死中に活路を見み出いだした人間の力というのは凄すさまじいものがある。

　土の城からもルーティと共に走竜騎兵隊が打って出た。

「うわぁぁぁ！　『勇者』が来たぞ!!」

　魔王軍は混乱状態に陥った。

　こういうときに指揮を執って混乱を鎮めるウィンドデーモンはもういない。

「勝ったな」

　俺は勝利を確信し、ルーティに合流するため走り出した。
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　２日後。

　俺達がアンゲル村から出て25日目。現在地……アンゲル村。

「帰ってきたんだね」

　タップが感極まった様子で言った。その目には涙が浮かんでいる。

「ギデオンさん」

　タップに名前を呼ばれ、俺は頷うなずいて応えると皆の前に立った。

「…………」

　村の人達の視線が俺へと集まる。

「みんな今日までよく戦ってくれた、ありがとう。失った命も少なくないが、ここにいるみんなはこの村へと帰ってきた。魔王軍はもういない、俺達は勝ったんだ」

　歓声は起こらなかった。みんなただ、声を押し殺して泣いていた。

　戦争での勝利による高揚とは違った、今日までを戦い抜いたことに対する万感の想おもい。

　俺は最後の言葉を告げる。

「各自、家に戻れ！　……解散！」

　立ちすくむ村の人達。だが１人、また１人と自分の家へ帰っていく。

「ギデオン兄貴」

「どうしたタップ？」

「これ」

　タップは俺が渡したミスリル銀の槍やりを俺に差し出した。

「それはもうお前の槍だ」

「でも……」

「タップ、本当によく戦ってくれた。俺の思っていた通り、お前は尊敬できる戦士だった」

「兄貴……!!」

「俺もルーティも明日あしたには旅立つつもりだ、ゴールドももういない。だからお前が村を守るんだタップ、お前がこの村の英雄なんだ」

「おいらが村の英雄……分かった、分かったよ兄貴。この槍、ありがたく受け取るよ」

「頑張れよタップ」

　タップは泣きながら笑って頷いた。槍を抱えて帰っていくタップ。

「せがれは本当に立派な男になった、父親としてこれほど嬉うれしいことはない」

「ケントさん」

　牧場主のケント。次の村長になるのは彼だろう。

「俺としては君が残ってくれるのなら喜んで村長に推薦するのだが」

「無理だよ、俺にはルーティがいる」

「『勇者』の宿命か。俺のような凡人には想像することもできない世界だが……これだけは伝えたい」

　ケントさんは俺の手を握った。

「ありがとう、君達のおかげでこの村は救われた、本当にありがとう」

「それ、ルーティにも言ってあげてくれ」

「もちろんだ」

　ケントさんとの会話が終わるころには、村の人達は全員が家に戻っていた。

　村の入口に残っているのはハーフエルフ達だけだ。

「イルマタルさん」

「坊や」

　エルフのお婆ばあさんは昔のように優しげな笑みを浮かべた。

「身体は大丈夫？」

「平気……と、言いたいところだけどやっぱりだめね」

　イルマタルさんは自分の両手を見た。

「魔力が戻らないの、この間のが私に残った最後の力だったみたい」

「……すみません」

「いいのよ、それだけの価値はあった。もう死を待つばかりだった私にとって、これほど痛快な最後の戦いが他にある？　ありがとう、坊や」

　イルマタルさんは笑って俺の頭をなでた。少し照れくさい。

「ハーフエルフ達は山に戻るの？」

「私を含む半分は山に戻るわ」

「半分？」

「残りは領主さんと一緒に行くって言い出してね。領主さんは、軍を再編制して他の領主達のところへ援軍に向かうのですって」

　確かに、この地を占領した魔王軍の大隊は壊滅させたが、まだ近隣の領地は占領されたままだ。このままではまた魔王軍の大群がおしよせ、状況は悪くなる一方だろう。

　近隣の領主達も、魔王軍を撃退したオズグッド卿の軍勢が援軍に来たとなれば、大いに士気も上がるはずだ。

「ギデオン、どうか身体に気をつけてね。あまり無理はしないで。世界が救われることよりも、あなた達が幸せになることを望む者だっているのだから」

「……ありがとうイルマタルさん。でもルーティは『勇者』で、俺は『導き手』だから」

「だけど私は祈らずにはいられないのよ。どうかあなた達の人生が幸福でありますように」

「イルマタルさんも、どうか安らかな人生を」

「ありがとう」

　世界よりも俺とルーティの幸福を願ってくれた彼女を、俺は忘れないだろう。

　イルマタルさんとの出会いは、俺にとってとても大切な思い出だ。

　ふと、なんだか王都にいる友人のエルフのことが懐かしくなった。

　彼女はハーフエルフではなくハイエルフだが、彼女もまた俺の宿命よりも、俺の幸せを願ってくれた数少ない１人だ。王都についたら妹を紹介しに行こうか。
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「お兄ちゃん」

　村の入口にいなかったルーティは走竜達と一緒にいた。

「ギャウ！」

　俺の姿を見てシルクが元気に挨拶する。

　ワイヴァーンにやられた傷は、ルーティの〝癒いやしの手〟で治療されている。

　もともと竜種の生命力もありわずか２日でもとの元気な姿に戻っていた。

「シルクとベルベット達とお別れしてた」

　ルーティは少し寂しそうに言った。

「キャウ……」

　シルクも寂しそうにルーティの頬ほおに頭を擦り寄せる。シルクは野生の走竜達のボスとして認められていた。そして何よりベルベットと恋仲つがいになったのだ。

　騎士は勲功を挙げた者には報いなければならない、だから俺はシルクとはここで別れることにした。

「シルク、元気でな。ベルベットのこと大切にするんだぞ」

「ギャウ!!」

　言われるまでもないと胸を張るシルク。シルクはとても良い走竜だった。

　いなくなるのは正直辛つらいが……。

「シルク、みんな幸せに暮らしてね」

　ルーティはシルクの身体をギュッと抱きしめた。ここにもいるのだ。

　世界を救うよりも、友人の幸せを願う優しい子が。
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　それから俺とルーティは一緒にこの村を歩いた。

　村は魔王軍に荒らされひどい有様だったが、村の人達はへこたれることなく片付けを始めている。村はずれの空き地を歩いていた時。

「ギデオンさん、ルーティさん」

「見回りですか？」

　ドロシーとクラウディアの２人に声をかけられた。

「旅立つ前に村を見て回っているところだ。２人は何を？」

「お墓を作ってるんです」

「お墓？」

　見れば、名前の彫られた石が空き地に並んでいた。

「ゴールドさんと、それに一緒に戦った仲間達のものです。遺体はないけれどせめてお墓だけでもって」

「そうか」

　ゴールドと、彼を信じて死んでいった者達。

　彼らもこの村へ帰ってきたんだな。

「ギデオンさん、私達前に進もうと思うんです」

　クラウディアが言った。

「私は領主様の軍に志願します」

「これからも魔王軍と戦うつもりなのか」

「私が頑張れば、きっとゴールドさんのやってきたことも少しくらい意味があることになるんじゃないかなって、そう思って」

　クラウディアはちょっと照れて笑っていた。

「ドロシーも兵士になるのか？」

「いえ、私はシスターになろうと思います」

「シスターか」

「私達のような目にあった人は他にもたくさんいます。私は彼女達の相談相手になれればいいなと思って。私の受けた苦しみも痛みも、それが誰かを救うことになるのなら、私はあの時間をいつか許せるようになると思うんです」

「そうか、２人とも強いな」

「ギデオンさんとルーティさんのおかげです」

　そう言うと、２人は仲間達のお墓を作る作業へと戻って行った。
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　俺とルーティは村の端にある丘へとやってきた。ここにはきれいな草原があって、気持ちの良い風の吹く日はルーティと一緒によく遊んだものだ。

「全部焼けちゃったね」

「そうだな」

　だが今見えている光景は黒々とした焼け野原だ。

　俺達兄妹の思い出の場所はもう無くなっていた。

「寂しいな」

「うん、寂しい」

　ルーティは俺の手をぎゅっと握った。村の様子はすっかり変わってしまった。

　しばらくすれば村は人々の力で復興するだろうけど、俺とルーティの過ごした景色とはもう出会うことはできないのだ。

「寂しいな」

　俺はもう一度同じ言葉を繰り返した。
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　深夜。

　ラグナソン家。俺とルーティは同じ部屋で眠っている。

「……ルーティ」

「お兄ちゃん、まだ起きてたの？」

「いや、ルーティの様子が気になって……眠れないのか？」

「うん」

　横になって１時間以上経たっているはずだが、ルーティは眠る気配を見せない。

　というより眠ろうとする気がないというか。

「眠れないなら、この間みたいに腕枕してあげようか？」

「ううん……私はもう眠れない」

　ルーティは首を横に振って言った。

「どういう意味だ？」

「私の『勇者』は成長して、〝睡眠への完全耐性〟を得た。私はもう眠る必要がない、だから眠れない」

「……そういうことになるのか」

「うん」

『勇者』はいずれあらゆる耐性を手に入れる、と伝説には記されている。

　今ルーティにあるのは〝恐怖〟と〝病気〟と〝睡眠〟への完全耐性。

　ルーティは恐怖することがなく病気にかかることもなく、そしてもう眠ることがない。

「おいで、朝まで話でもしようか」

「お兄ちゃんは眠くないの？」

「昨日は早めに寝たからね」

　ルーティが俺の毛布へ潜り込む。もっと子供だった頃のように、俺達は身を寄せ合い月明かりの下ヒソヒソと話を続けた。

　ルーティがただの少女として過ごしたこの家での最後の時間を惜しむように。

　だがやがて朝は来る。
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　翌日。アンゲル村入口。

　旅の準備を終えた俺とルーティは、村の人達に見送られ旅立つところだ。

「『勇者』ルーティ！　バンザーイ！」

「バンザーイ！」「バンザーイ！」「バンザーイ！」

　村の人達の声があたりに響いた。『勇者』の旅立ちを応援する声だ。

「兄貴、ルーティさん、きっとおいらには想像できないくらいすごい戦いになるんだろうけど……頑張って」

「ありがとうタップ」

　村の人達に別れを告げる。そろそろ行こうかと思った時。

「ギデオン」

　ずっと黙っていた父さんと母さんが俺達を呼び止めた。

　父さんはそれ以上何も言わず、笛を取り出し吹いた。

　母さんは手にした袋から古びたバイオリンを取り出す。

「昔旅をしていた時に使っていたものよ。家に置いていったんだけど、魔王軍に壊されてなくて良かった」

　呆あつ気けにとられる村の人達を気にする様子もなく、母さんもバイオリンを弾き始める。

　２人が奏でるそれは……愛する者の旅立ちを祝福する行進曲だった。

「ありがとう父さん、母さん」

　俺はそう言って一歩を踏み出した。ルーティは少しだけ迷った後。

「お父さん、お母さん、行ってきます」

　そう言ってから前を向いて歩き出した。ルーティもきっと父さんと母さんを赦ゆるすことができたのだろう。ルーティの言葉に答える代わりに演奏の音が大きくなった。

　父さんと母さんの目には涙が浮かんでいる。

　旅立つこの日、俺とルーティと父さんと母さん……俺達は確かに家族だった。

　勇者の旅立ちを祝福する曲が高らかに鳴り響く。村の人達は歓声を上げて、俺達の旅立ちを見送る。村から離れると、村の人達の歓声は聞こえなくなった。
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　だけど村から離れれば離れるほど、別れを惜しむかのように父さんと母さんが奏でる曲の音は大きくなって付いてくる。

　やがてそれも届かなくなり、俺達はもう２人だけで道を進んでいた。

「……父さんと母さんの住んでいるあの村を救えて良かった」

　俺はつぶやいた。

「うん……私も戦って良かったと思えた。お父さんとお母さんを嫌いなまま、旅立つのは少しだけ寂しいと思うから」

　ルーティもうなずいて言った。

「そうだな」

「そう」

　俺達は一度だけ後ろを振り返った。村はもう見えない。

　父さんと母さんはまだ俺達のための曲を弾き続けているのだろうか。

「さよなら、父さん、母さん……どうかお元気で」

　俺はもう遠くなった２人に向けて、自然とそう口にしていた。

　それからはもう二度と振り返ることなく、王都に向けて歩き続けるのだった。







[image: エピローグ　真の仲間]







　とある戦場。うなだれた兵士達が座り込んでいる。

「畜生、痛いてえよぉ」

　１人の兵士がうめいた。頭に巻かれた薄汚れた包帯には血が滲にじんでいる。彼らは魔王軍と戦い敗北した傭よう兵へい達。敗北したのは一度や二度じゃない。戦う度に負け続け、ここまで撤退を繰り返して来たのだ。

　士気は萎なえ、戦う気力なんて誰もどこにも残っていなかった。

　その中に１人、上半身裸で汗を流しながら拳打の鍛錬を繰り返している者がいた。

「もっと強く、もっと速く！　勝てねぇってことは俺の武はまだ足りねぇってことだ！」

　傭兵達は呆あきれながらその男を見ていた。

　まるで自分１人が武術の鍛錬をすれば、魔王軍との戦争に勝てるとでも言うかのような言葉。だが彼……『武闘家』ダナン・ラボーは本気でそう信じているのだ。

　そんな所へ、大きな声を上げながら兵士が１人駆け込んできた。

「おい、聞いたか！　援軍が合流したんだってよ！」

「援軍だと!?　王都のやつらやっと援軍をよこしやがったのか！」

　傭兵達はこの苦しい状況が変わると思って喜んだ。

　だが駆け込んできた兵士は首を横に振る。

「いや王都からじゃない、この近くの領主の軍だ」

「あん？　なんだよ、ぬか喜びさせるんじゃねぇよ」

　傭兵達は肩を落とす。

「でも、その領主は魔王軍を撃退してきたらしいんだ！」

「ないない、俺達の士気を高めるための嘘うそだろ」

「本当だって！　しかもその領主は『勇者』の紋章を掲げてるらしいんだ！」

「ますます胡う散さん臭くさいだろ」

　傭兵達はそれ以上聞く気がない様子で、またうつむいてしまった。兵士は不満げに溜ため息いきを吐いた。この絶望的な空気がすこしでも紛れればと思い走ってきたというのに。

「へぇ、魔王軍を撃退した『勇者』の軍ね」

　だがダナンは興味を惹ひかれたようだ。

「面白そうじゃねぇか、こりゃ次の合戦が楽しみだぜ」

　敗北続きの戦場で、ダナンはただ１人次の合戦を待ち望む。

『武闘家』ダナンが『勇者』の仲間となるのは、まだ先の話。
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　人類連合軍、前線基地。

「総員、整列！　『勇者』の軍、魔王軍を倒す為馳はせ参さんじました！」

　ずらりと並んだオズグッド卿きよう率いる『勇者』の軍。

「『勇者』の軍と自称するからどんな精鋭かと思えば、どう見ても民兵集団ではありませんか」

「ははっ、オズグッド卿自慢の兵士達は魔王軍との戦いで潰走したそうですから。『勇者』の名を借りて名前だけでも威勢をよくしようということでしょう」

　その場にいた貴族達は『勇者』の軍の姿を見て小声でせせら笑った。

　だが１人の騎士が前に進み出る。

「『勇者』の軍か、よくぞ来てくれた。貴公らの勇気にデミス神もお喜びだろう」

　鎧よろいを着た黒髪の女騎士。彼女はラストウォール大だい聖せい砦じようより派兵された、御み堂どう騎士団の『クルセイダー』テオドラ・デフィーロ。

　テオドラは『勇者』の軍を名乗る彼らの表情に、しばらく見ていなかった希望を見み出いだしていた。魔王軍により滅亡しつつあるこの国で、どうしたらこれほどの希望を持つことができるのか。

（『勇者』の出現が本当だとしたら、この希望も納得ができる……信じてみるか）

　テオドラは彼らが語った『勇者』ルーティの名を記憶した。

『クルセイダー』テオドラが『勇者』の仲間となるのは、まだ先の話。
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　王都。

　その日の新聞に、『勇者』の軍を名乗る軍勢が魔王軍を打ち破ったという大きな記事が載った。暗いニュースばかりだった王都の民は、半信半疑ながらも久しぶりの明るいニュースを喜んでいた。

「スロア閣下、書類をお持ちしました。入ってもよろしいでしょうか」

「どうぞ」

『賢者』アレス・スロアの執務室。王都の官僚であるアレスは、凄すさまじい速度で国庫を食いつぶしている戦費を捻出するため、様々な予算を削る作業を行っているところだった。部下が持ってきた書類を受け取り、そこに書かれた追加の戦費要求を見て眉間にシワを寄せた。

「これではまた最初からやり直しではありませんか」

　アレスは書類を破り捨てたくなる衝動を堪こらえ、忍耐をもって書類を机に置いた。

　部下はそんな上司の様子に同情しながら、テーブルの上にある新聞に気がつく。

「閣下も今日の新聞をお読みになったのですか？」

「ええ、戦況が気になりますので」

「今日は久しぶりに明るいニュースでしたね。『勇者』の軍ですか」

「『勇者』ですか……」

　アレスは信じていない様子で冷笑を浮かべている。

「まぁ自称しているだけでしょうね。ですが、本当に『勇者』があらわれたのだとしたら、閣下はどうします？」

「もしですか、そんな考えは時間の無駄ですが……」

　アレスは口を薄く広げて笑った。

「もちろん、『賢者』である私は『勇者』の仲間となるでしょう」

　その言葉に迷いはない。

　アレスは『勇者』があらわれたら仲間になるのが『賢者』の役割だと信じているのだ。

『賢者』アレスが『勇者』の仲間になるのは、まだ先の話。
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　王都。静かな場所にある花屋。

　ハイエルフの『木の歌い手』ヤランドララは、新聞を置いて溜息を吐いた。

「ギデオン、ついに旅立ちの時が来てしまったのね」

　なぜ私に声をかけてくれなかったのか、ギデオンに乞こわれれば喜んで力を貸すというのに。ヤランドララは、大切な友人であるギデオンの身を案じていた。

　同時刻。とある貴族の邸宅。

『アサシン』ティセ・ガーランドは愛用のショートソードについた血を丁寧に拭き取った。足元には首を斬り裂かれ死んでいる貴族。

　仕事を終えて立ち去ろうとしたティセは、床に投げ出された新聞が目に留まった。

　どうやらこの貴族が読んでいたもののようだ。

「『勇者』の軍？」

『勇者』の伝説については暗殺者であるティセも知っている。

　だが暗殺者である自分には関係のない話だと、ティセはすぐに視線を外して邸宅からの脱出に集中することにした。『木の歌い手』ヤランドララと『アサシン』ティセ。

　２人が『勇者』の仲間になるのは、まだ先の話。
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　北方の軍事大国ロガーヴィア公国。

　王都より１週間ほど遅れて、この北方の雄にも『勇者』の軍のニュースが届いた。

　冒険者ギルドで新聞の回し読みをしている冒険者達も、そのニュースに沸き立っていた。

「へぇ、『勇者』の軍だってよ」

「もし本当なら俺達も安心だな。魔王軍と戦わなくて良くなったら『勇者』サマサマだ！」

　２人の冒険者は酒を飲みながら陽気に笑った。

　が、その２人が椅子ごと蹴り飛ばされる。

「げっ、飲みかけの酒がー!?　何しやがる！」

　冒険者達が怒って振り返ると、そこには赤いバンダナを首に巻いた女性が腕を組んで立っていた。

「何が『勇者』よ！　自分の国は自分で守るもんでしょう!!」

「え、英雄リット!!」

　彼女こそ、ロガーヴィア公国最強の冒険者。

　２振りの曲刀シヨーテルを腰に佩はき、流れるようなブロンドの髪に、空を映したような瞳。

『スピリットスカウト』英雄リット。

「『勇者』は世界を救うんでしょ？　そんな大きな仕事をしている人に、私達の国まで救って欲しいだなんて！　それでもロガーヴィアの冒険者なの!?」

「じょ、冗談だって！」

　慌てて弁解する冒険者達の姿を見て、周りの人達はドッと笑った。

　勝ち気に笑う、『スピリットスカウト』リット。

　本名はリーズレット・オブ・ロガーヴィア。ロガーヴィア公国のお姫様でもある。

　リットがギデオンと出会うのは、まだ先の話。




　　　　＊　＊　＊




　王都まであと少し。俺とルーティは街道を進んでいた。

「ルーティ、王都についたら何を食べたい？」

「お兄ちゃんが美味おいしいと思った料理を知りたい」

「そうか、じゃあハンバーグのお店に行こう」

「ハンバーグ！　食べたこと無い！」

「美味しいぞ、牛のひき肉に野菜やパン粉を交ぜて焼き固めた料理なんだ。俺も王都に来て初めて食べて驚いてね。ルーティにもぜひ食べさせたかった」

　その時、ドンと地面が揺れた。俺は剣の柄つかに手をかける。

　巨大な魔獣の影が飛び出してくる。

「マンティコアか!?　なんでこんなところに！」

　街道に出てくるようなモンスターではないのだが、魔王軍の影響でモンスターが活発化しているのだろうか。俺は剣を抜こうとしたが、ルーティの方が速かった。

　ルーティは抜刀し、そのまま斬り下ろす。

　カチンと音を立てルーティの剣が納刀された。

　一呼吸するほどの間、それからマンティコアの身体が２つに分かれて崩れ落ちた。

　凄まじい早業だった。

「ルーティは本当に強くなった」

「お兄ちゃんが剣の使い方を教えてくれたからだよ」

　ルーティは照れている。可愛かわいい妹だ。

　だが改めて確信した。

　いつか必ず俺はルーティに追い抜かれる日がくる。

　そしていつか俺はルーティにとって必要ではなくなるかもしれない。

　それが神の与えた『導き手』の役割なのだろう。

　だが俺は『導き手』だから『勇者』を守るのではなく、ルーティだから俺の人生をかけて守ろうと決意したのだ。

　もし俺が神の与えた『導き手』の役割に忠実であったのなら……強くなろうとせずただ『勇者』の側にいることで満足していたとしたら、今のように穏やかな旅立ちでは無かっただろう。

　騎士にならなかった俺でもルーティを魔王軍から救い出すことはできたと思う。

　だが、父さん達の住む村を守ることはできなかったはずだ。

　燃える村に涙し、魔王軍に占領された故郷を脱出する。そんな旅立ちになっていただろう。

　この結果は、『導き手』と『勇者』ではなく、俺とルーティだからたどり着けた結果だ。




「お兄ちゃん、手をつないでもいい？」

「もちろんいいよ」

「やった」








あとがき






　この本を手にとってくださった皆さん、ありがとうございます！　作者のざっぽんです。

　今回はスピンオフということで、スローライフを始める前、ギデオンと勇者ルーティの旅立ちの物語です。

　この頃のギデオンはとにかく強い。序盤だけ強いキャラが本来より鍛えられ強くなっている状態なので縦横無尽に活躍します。考え方も本編とは少し違って、俺がやらなきゃ誰がやると、積極的に自分が戦い解決しなくてはならないと思っています。

　本編ではスローライフを目指し、顔つきもふわっとしていることも多いのですが、こちらではいつでもキリっとした表情で、笑う時も頼もしく不敵に笑うようなそんなガンガン行く主人公です。

　本編も読んでくださっている方は読み比べて、ギデオンにもこういう時代があったんだなと楽しめると思います。スローライフを始めた後のギデオンが、今回の騒動に遭遇したら、解決方法はまったく別のものとなっていたことでしょう。




　そしてご報告が！

　ついに夢の１つにたどり着きました。

　真の仲間じゃないと勇者のパーティーを追い出されたので、辺境でスローライフすることにしました、アニメ化決定です！

　もしかしたらもうご存知だったかも知れませんが、あとがきでも報告させてください！

　やったね！

　さらに！　アニメ化に加えてＰＣゲーム化も決定しました！　嬉しいことがたくさんです！　ゲームについてはまだお話しできることは少ないですが、スローライフらしいゲームになる予定です！

　語りたいことはたくさんなのですが、今回のあとがきは２ページしか余裕がないので、続報をお待ちください！

　今回もたくさんの方のご助力が欠かせませんでした。皆様ありがとうございます！

　最後に、このスピンオフを読んでくれたあなたにとって楽しい読書の時間となったのなら、作者としてそれ以上の喜びはありません。

　どうかこれからもギデオンとルーティの物語を応援してください！





２０２０年　夜寒を感じる頃に　ざっぽん
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今いまだけ最さい強きようの走そう竜りゆう騎き士しは、いずれ無む双そうの妹いもうと勇ゆう者しやを守まもり抜ぬく
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